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「大だい丈じよう夫ぶだ。お前はここにいる。わたしの腕うでの中に」

　抱だきしめたアイシャの首に顔を埋うずめ、エドワードは言った。

　そっと。静かに。

　穏おだやかに。そして、落ち着いた声こわ音ねで。

「わたしの腕の中で、ちゃんと生きている」

　そうだ、とアイシャは彼の寝しん衣いにしがみつき、震ふるえながらうなずいた。

　徐じよ々じよに呼吸は落ち着き、ひりつくような喉のどの痛みは消えていく。

　生きている。

　あの日、あの医い療りよう用テントの中で。

　アイシャ・レッドとしての自分は、テロリストの銃じゆう弾だんに倒たおれた。

　気づけば、今は、マルゴット共和国の前身であるダブリー王国で、パドマ・キャベンディッシュとして生きている。

「わたしが王となるこの国で、お前は共に生きるのだろう？」

　問われて、ぐいぐい、と彼の胸に顔をこすりつけるようにしてうなずいた。ぱくぱく、と。彼の鼓こ動どうを耳に捉とらえる。自分の身体からだを抱きしめ、放さないこの腕に、安あん堵どした。

　戦乱と内ない紛ふんに揺ゆれるマルゴット共和国。

　国民は難民となって隣りん国ごくに逃のがれ、それがまた新たな争いの種を蒔まくあの国。悪意と憎ぞう悪おが芽め吹ぶき、民たみは疲ひ弊へいし、田畑は荒あれ果て、河の水は濁にごり、絶える。

　何百年と続くマルゴット共和国の混乱の発ほつ端たんは、このダブリー王国最後の王太子エドワードの死から始まる。

（……エドワードを国王にする。死なせるもんか。もちろん、パドマも）

　この国で。

　自分は彼と、生きていくのだ。

　そして。

　あの、悲ひ哀あいとため息に満ちた未来を、変えるのだ、と。
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　タブレット端末に患かん者じや情報を入力していると、看護師のリタが「あら」と不思議そうに呟つぶやいた。アイシャは目を上げ、彼女に首を傾かしげてみせる。

「もう、患者がいないってことはないですよね」

　さっき、流行性耳じ下か腺せん炎えんの女児を診しん察さつしてから、数分は経たっている。普ふ段だんであれば、三十秒も経たずに、難民キャンプの患者が、この医療用テントに入ってくるはずだった。

「おかしいわね……」

　リタが布製の扉とびらをまくるようにして出ていく。アイシャも左手首を見た。腕時計は、午前十時三十二分。この難民キャンプに派は遣けんが決まった時に急ぎ購こう入にゆうした、タフが売りの時計だ。

『先生ドクターみたいな人が、この難民キャンプに来てくれてよかった』

　さっきの患者の声が耳によみがえる。

　途と端たんに、ちりり、と胸が痛むのは。

　自分の腕が未熟だからだ。感謝されても、申し訳なさが先に立つ。

　医大を卒業してまだ一年目。指導医から、『海外派遣に応じてみるか？』と声をかけられたのは、腕を見込まれてではない。体ていのいい人ひと身み御ご供くうだった。

『うちの系列の一員として医師が参加した、っていう実績が欲しいんだ。医師免めん許きよを持っていれば誰だれでもいい。実力は問わない』

　ようするに、病院としては熟練の医師は残し、未熟な者を差し出したい、ということだろう。

　だが、アイシャは一も二もなくそれに応じ、マルゴット共和国に来た。

　もともと、医師になろうと思ったきっかけは、この国の難民キャンプの様子を、ドキュメンタリー番組で観みたことだった。

　ただ、〝生きる〟ということが困難な様子に、どうしようもなく焦しよう燥そう感かんを覚えたのだ。

　なんとしても、彼らの力になりたい。

　そう思って、アイシャは必死に医師となり、そしてようやくここにやってきた。

　医薬品も、食料も。人も、水さえ満足にないキャンプで、同どう僚りようの男性医師に交じり、日々精せい一いつ杯ぱい診療を行っている。

　栄養治療食バーさえあれば、あと数日生きられた児童。きれいな水を飲んでいれば、病にかからなかった幼児。抗こう生せい物ぶつ質しつさえあれば、手が壊え死ししなかった十代の女の子。

　ここで働く医師にとって、性差や国こく籍せき、人種などは関係なかった。難民キャンプにいる住民を死なせてなるものか、とただ必死だった。生きたい。生物なら誰もが純じゆん粋すいに願う思いを、叶かなえてやりたかった。

　空くう爆ばくの音に怯おびえながらも診療を続け、間近に手しゆ榴りゆう弾だんの爆発音を聞いた時は、同僚たちと一いつ緒しよに床ゆかに這はいつくばった。

　それでも、アイシャはここから逃にげなかった。いや、医師たちは、誰も逃げなかった。

　そんな自分に、患者たちは、心から感謝してくれる。

（……私の方が、彼らに謝らないといけない……）

　もっと、自国で研修を受けておけばよかった。もっと私に外げ科か的技術があればよかった。もっと私に、時間と金があればよかった。

　気づけば、ぼんやりと腕時計を眺ながめて、そんなことを考える。

「ドクター！　逃げて！」

　落ち込みかけた思考を断たち切ったのは、リタの悲鳴。そのあとに続くのは、にわか雨のような音と、雷らい鳴めいに似た不協和音。

　アイシャは反射的に立ち上がる。回転椅い子すが軋きしみながら地面を滑すべり、デスクに当たって止まる。

（……ゲリラ……？）

　まさか、と思うのに、身体は瘧おこりのように震える。

　そのアイシャの眼前で、テントがまくりあげられた。ぶわり、と吹ふき込む乾かわいた風に目を細める。ぎゅっと肩かたをこわばらせた。

　いきなり飛び込んできた男たちは、自動小銃の銃口を向ける。

　鈍にび色いろに光る銃身から顔をそむけ、アイシャは固く目を閉じた。

　パラパラ、と。雨だれに似た音を聞いた。

　ばりばり、と。雷かみなりに似た音を聞いた。

　アイシャは、静かに死を覚かく悟ごする。

　もうだめだ、と息を止めた。

　そして。

　悔くやんだ。

　自分の手から零こぼれ落ちたいくつもの命のことを。

　つなぎとめられなかった、未来のことを。

　もっと、自分にはやれたのではないか。

　もっと、努力できたのではないか。

　自分は、もっと……。

　誰かのために、役に立てたのではないか。

　アイシャは、震えながら、立ち尽つくす。

　自分の命を奪うばう痛みを想像し、歯を食いしばる。

（このまま、死にたくない!!）

　痛つう烈れつな思いを喉のど奥おくで堪こらえた時。

『誰か助けて！　このままじゃ……っ！』

　不意に、澄すんだソプラノの声が鼓こ膜まくをなぞった。

（……え？）

　聞き覚えのないその声に、全身のこわばりを解いた途端。




　がくり、と上半身が右に傾いだ。




　こめかみを何かにぶつけ、アイシャは声を上げる。

「大だい丈じよう夫ぶか、パドマ」

　声をかけられ、弾はじかれたように目を開く。

　違ちがう。さっき聞いたソプラノの声じゃない。あれは、少女特有の音声域があった。

　真向かいにいるのは、四十代半ばの男性だ。この男のものではない。

（……だ、誰……!?）

　驚おどろきのあまり、背をのけぞらせると、がつん、と堅かたいものにぶつかる。

　せわしなく視線を動かし、思わず声を漏もらした。

「え……。えええ……？」

　硬こう直ちよくした姿勢のまま、ぐるり、と首を巡めぐらせる。

　四角い、箱のような場所だった。

　内面は布張りで、中年の男と向かい合って座っている。

　がたがたとひっきりなしに揺ゆれているのは、この〝箱〟が移動しているからだ。

　揺れに耐たえようと、布張りの椅い子すに爪つめを立てるが。

　その手を見て、ぎょっとする。絹の、白い手て袋ぶくろをはめていた。いつもの医い療りよう用ディスポ手袋ではない。

　そればかりではない。見たこともない水色のドレスを着ているではないか。

（な、なにこれ……）

　とっさに考えたのは、「自分はテロリストに撃うたれ、拉ら致ちされたのではないか」ということだ。その途中で、なぜだかわからないが、ひどく豪ごう華かそうなドレスに着き替がえさせられた。

（そうだ……。傷……）

　銃じゆう創そう、と布手袋をはめた手で、きつく締しめあげられた胴どう回まわりを触さわるが、痛みも血の汚よごれも見あたらない。

（どういうこと）

　ふ、と視線を横に移動させる。

　単純に、日が陰かげったから、目線を動かしたにすぎない。

　繊せん細さいなレース地のカーテンが取り付けられた窓。

　鏡面化し、室内の様子を映したそこには。

「………えええええ、ええ？」

　口を半開きにし、驚きに目を見開いた、見知らぬ少女がいた。

　亜あ麻ま色いろの長い髪かみ。透すけるような白い肌はだ。目は鳶とび色いろで、虹こう彩さいに濁にごりもない。唇くちびるは艶つやめいており、頬ほおは健康そうな桃もも色いろだ。

「……パドマ・キャベンディッシュ……」

　思わず呟つぶやく。

　そうだ。これは、医学史には必ず登場する女性。パドマ・キャベンディッシュだ。

（か、彼女が生きてたのは……。え……と。今から、よ、四百年前……？）

　男性しか医師になれない時代に、初めて女性でありながら、医師として活かつ躍やくした人物。

　アイシャも、大おお雑ざつ把ぱにしか覚えていないが、その人生はかなり数すう奇きな運命をたどっている。

　彼女は有力貴族キャベンディッシュ家の一人ひとり娘むすめであり、父親は侍じ医い団の医師だった。その影えい響きようもあり、医学を学ぶようになる。

　ちょうど、ダブリー王朝終しゆう焉えんの時代だ。

　国内勢力は、大きくふたつに分かれていた。

　辺境伯はくを中心とした古こ豪ごうの貴族たちを味方につけた王太子エドワード派と、その異母弟ハリソン派。ハリソンの後ろには、貿易で得た豊かな財力を使ってのしあがってきたマルゴット家がどっしりと構えていた。

　マルゴット家は貴族でありながら金の持つ力をよくわかっていた。

　領地や名めい誉よには目もくれず、船団や旅団を作り、諸外国と独自の貿易を開始。そうやって得た財や情報、人脈を使って、自分の娘を当時の王、オーウェンの第二妃ひに送り込んだ。

　そうして生まれたのが、ハリソンだ。

　マルゴット家は親しん戚せき縁えん者じやを王宮内に巧たくみに潜もぐり込ませ、徐じよ々じよに王家から権力を奪いつつあった。

　そんな中、パドマは、王太子エドワード・ルイ・ダブリーと婚こん約やくする。十四歳の時だ。

　父親のキャベンディッシュ宮中伯が王太子派の急きゆう先せん鋒ぽうであり、王城内での発言権もあった。

『従来の貴族たちは、すべからく王太子および王家に忠誠を尽くす』

　そういう意味を込めた婚こん姻いんでもあった。

　その後、王太子について王城内に出入りする彼女は、女性で初めて侍医団に入る。

　婚約して三年目。パドマが十七歳の時、エドワードが二十歳はたちの若さで病びよう没ぼつ。

　代わりにハリソンが王太子に就つき、パドマを王太子妃として指名。この時はまだ、周囲もパドマがマルゴット家と従来勢力の懸かけ橋になるのでは、という期待もあったことだろう。

　しかし、それはあっさり裏切られた。

　病びよう床しようにあった国王オーウェンに代わってハリソンは、がっちりと実権を握にぎる。同時に、マルゴット家が、大手を振ふって権勢をふるい始めるのだ。

　ハリソンはその後、東の隣りん国ごくラシアと手を組んで領土拡張戦争を開始。

　パドマが十九歳の時に隣国シザーランド皇国に攻せめ込み、有名なケラリアン戦せん役えきが勃ぼつ発ぱつ。パドマは医療団を指揮し、戦場で医療活動を行う。その姿は「戦場の天使」と称しようされ、崇すう拝はいの対象にさえなっていた。

「ここは悪路が続くから、馬車が揺れたね。こぶでもできたかい？」

　目を細め、体調を気き遣づかうように声をかけてくるこの男性は誰だれだ。まるで、時代錯さく誤ごな服を着ている。

（なにこれなにこれなにこれなにこれ、だれこれだれこれだれこれ）

　ぱくぱくと口を開閉しているが、声にはならない。

　改めて窓の外を見る。

　一面、青麦が揺れていた。時折見える鍬くわを持った男や女の姿にも唖あ然ぜんとする。まるで、中世の風景画だ。

（……電柱、どこ……。え……。自動車は……？　ってか、道がアスファルトじゃないっ！）

　見知ったものを探そうとするのに、窓の外にはそれがひとつもない。恐きよう怖ふの対象でしかなかった軍用ヘリすら空にはなく、のどかにとんびが弧こを描えがいていた。

「王太子の屋や敷しきまであと少しだが……。休きゆう憩けいが必要かい？」

　男は随ずい分ぶんと親身に心配してくれる。アイシャは震ふるえながら、窓と男の顔を交こう互ごに見た。そのしぐさを勝手に解かい釈しやくしてくれたようだ。

「もう、うちの領地は見えなくなったね」

（うちの領地……っ!!）

　なんだそれは、と愕がく然ぜんと目を見開きつつも、ゆっくりと浮ふ上じようしてきた仮説が頭に染み渡わたる。

（まさか、と思うけど……。私、中世の……。パドマの時代にタイムスリップしてる……？）

　そう思ったものの、いや、おかしい、と否定する。

　どうして、〝アイシャ〟ではないのだ。

　普ふ通つう、タイムスリップというのは、自分の身体からだごと過去に行くのではないのか。

　どうして自分は〝パドマ〟の姿かたちをしているのだ。

「生まれ育った屋敷を離はなれることは、さぞかし、心細いことだろう」

　椅子の背から上半身を起こし、そっとアイシャの手を握ってくれた。

「セイラが亡なくなった後、男手ひとつで育てた君を、こうやって送り出す……。ぼくも心底寂さびしいよ」

　育てた、ということは、彼はパドマの父親か。

　確か、侍医団に所属している医師だ。おまけに、宮中伯の称しよう号ごうがあったのではなかったか。
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「周囲から、トマスに育てられるものか、と何度言われたことか……」

　トマス。これがこの男の名前だろうか、とまじまじと見つめる。

「だがね、パドマ」

　ぎゅ、と強く手を握られる。

（や、やっぱり、私、〝パドマ〟なの……？　どうなってるの。じゃあ、本物の〝パドマ〟はどこ!?）

　名前を呼ばれ、混乱する頭のまま、なんとか首を縦に振った。やわらかく微笑ほほえまれ、ほんの少し心が落ち着く。

「今、エドワード王太子を守れるのは、ぼくたちキャベンディッシュ家しかない」

（いや、そんな大層なことを言われてもっ！　なに、王太子って！）

　ごくり、と息を吞のみ込むと、決意の表れだとでも思ったのか、何度もうなずき、手を放した。

「つい先日、君が侍医団に見習い医師として入ったのは、神の采さい配はいだよ」

　言ってから、慌あわてたようにトマスは微笑んだ。

「もちろん、君の努力がちゃんと実っての結果だというのは知っている。女性でありながら、侍医団に入るなんて快挙だよ。その後も勉強を続けているからこそ、君は殿でん下かの体調異変に気付いたんだろう？」

　まばたきをひとつした後、トマスは柔にゆう和わな表情を改め、口角に力をこめる。

「正直なところ、今の侍医団は、あまり信用ができない。殿下を守れるのは、我われ々われしかいない。殿下と共に暮らし、その異変の原因をぜひ、突つき止めてくれ」

（た、体調の異変……？　王太子って、病気なの……？）

　額に冷や汗あせをにじませながら、アイシャはめまぐるしく考える。

「陛下が倒たおれられて以降、殿下はひとりで政策を進めておられる。多分、無理しておられるんだろう」

　ほう、とトマスは深い息を吐はき、大きな手で顔を撫なでた。

「殿下のお母上がご存命なら、後ろ盾だてとなってくださっただろうが……。キャベンディッシュ家とも縁えんが深かったからね」

　苦い笑いを浮うかべたトマスに、アイシャはおずおずとうなずいてみせた。

「それに、生きてさえいれば、第二妃ごときのマルゴット家にこれほど大きな顔をさせなかったに違ちがいない。ハリソン王子にも」

　憎にく々にくし気に吐き捨てる様子を見ながら、アイシャは徐々に自分の指から熱が奪うばわれてゆくのを感じた。

（……マルゴット家……。マルゴット共和国の母体を作った一族……）

　銃じゆう火かと砲ほう火かの煙けむりに包まれたあの国。

　その争いの種を振りまいたハリソンという男。あれは、マルゴット家出身だ。

　そして。

（パドマも、その男のせいで、処しよ刑けいされるんじゃなかったっけ……？）

　そうだ。確か、処刑されるのだ。

　戦場で医い療りよう活動をしていて敵に捕ほ縛ばくされ、引き渡し交こう渉しようのもつれのすえ、シザーランド皇国で斬ざん首しゆではなかったか。

　享きよう年ねん二十だ。

　その死の真相や、なぜ、男性優位社会であった時代に侍医団に入り込むことができたのか、という多くの謎なぞを残した人物ではあるが、彼女が女性の地位を向上させ、医療を改善させたことは確かだ。死後数十年経たってから、教会により、聖女にも認定されていて、彼女の名を冠かんした女子修道院も現存している。

　ぞわり、と肌はだが総毛立だった。

　皮ひ膚ふを撫でるのは、さっき味わった死への恐怖だ。理り不ふ尽じんに、残ざん酷こくに、いともたやすく自分の命を握りつぶされそうになった、あの体験。

（……二度と、あんな思いは嫌いや……）

　胸を圧あつ迫ぱくされたような苦しさに、眉まゆ根ねを寄せた。は、は、と口から速い呼吸が漏もれて、アイシャは両手で口元を覆おおう。急に現れた体調の変化に、自分自身戸と惑まどった。

「やはり、体調が悪いんじゃないのか？」

　トマスが顔を寄せてくるから、慌てて首を横に振る。意識して呼吸を深くする。喘ぜん鳴めいは聞こえないし、ゆっくりと息を吸い込むことで、指先に熱が回ってきた。

「あの……。ちょっと、緊きん張ちようして……」

　ぎこちなく微笑むと、トマスも肩かたの力を抜ぬいた。

「大だい丈じよう夫ぶだよ。君は、十六歳になった途と端たん、本当に綺き麗れいになって……。王太子殿下も、きっと大事にしてくださる。自信を持ちなさい」

　十六。

　ごくり、とアイシャは息を吞む。

（パドマは、二十歳はたちで処刑されている。ということは……、あと、四年？）

　自分に残された時間を想像した途端、時計の針が動く音を聞いた気がした。

「本来であれば、婚こん約やく者同士とはいえ、結婚前の娘むすめを、男と一いつ緒しよに住まわせるのはどうかと思うのだけど……」

　トマスは、ほんの少し眉まゆを下げた。

「お前のたっての願いだし。殿下のお身体も心配だしね。心を慰なぐさめてあげておくれ。ここが、踏ふん張りどころだ。なんとしても、マルゴット家の勢いを止めねば」

　窓の外を一いち瞥べつし、トマスは吐き捨てる。

「殿下も我々も目を光らせているが、陰かげでやりたい放題だ。特に外交筋なんて……」

「マルゴット家は……。貿易で……、財を成してましたもんね……」

　呟つぶやくと、はぁ、と盛大にため息を吐かれた。

「海外で何をやっているのか考えるだに恐おそろしい。いろんなことが、今まで不備すぎた。急ぎ、殿下と法案を作っているところだよ」

　小さく舌打ちしたトマスの視線は、窓の外に据すえられたままだ。

「あいつらは、この国を見ていない。他国にばかり、ぎらぎらした目を向けて、爪つめを研といでいるが……」

　わしわしと、乱雑に頭を掻かいた。

「自分たちの爪と牙きばを過信しすぎている。他国も我々を狙ねらっているのだ、ということをわかっていない」

　そうだ、領土拡張政策だ、とアイシャは思い出す。

　ハリソンが。いや、トマスの口ぶりでは、彼個人ではなく、マルゴット家全体が推おし進めようとしているのだろう。

「他国を……。この国の領土として併へい合ごうしようとしている……？」

　おそるおそる尋たずねると、はん、と鼻を鳴らされた。

「そんなにうまくいくものかね。鴨かもだって、殺される時は必死で抵てい抗こうする。その首を噛み切るほどの牙があいつらにあるものか」

　だが、彼等は、「ある」と思っているのだ。そして、そのマルゴット家を止める力が、準備が、まだ王太子にはできていない。

「いいかい、パドマ」

　トマスは愁うれいを帯びた瞳ひとみを向ける。

「我々が王家の礎いしずえとなり、殿下を、お守りするんだ」

　だが、彼は死ぬ。

　エドワードが二十歳で病びよう没ぼつし、後を追うように父王が没ぼつしたことにより、王位は異母弟ハリソンに移行するのだ。そして、エドワードの婚約者であったパドマは、ハリソンの婚約者に収まり、新時代が幕を開こうとしたかに見えた。

　しかし、そうはならない。ハリソンが、東の隣りん国ごくラシアと共に推し進めた領土拡張政策という名の戦争によって、パドマは二十歳で敵国シザーランド皇国に捕とらえられ、斬首される。

　その後ハリソンは、ダブリー王朝を廃はいし、マルゴット王朝を興おこすのだが、それは常に血と戦火に彩いろどられた時代だった。ラシア国との同盟はあっけなく破は綻たん。占せん領りよう地として支配したシザーランド皇国の根強い抵抗。

　それらは、国を富ませるどころか、衰すい退たいさせていくばかりだった。

　ハリソンから数えて三代目の時、クーデターが勃ぼつ発ぱつ。王制を廃し、共和国制度を採り入れた新たな国づくりが始まった。だが、争いは常につきまとう。

　数百年前のハリソンがもたらした領土拡張問題が、現在まで近隣国に禍か根こんを残し、くすぶる火種となってマルゴット共和国の発展を阻はばんでいる。

（すべての混乱は、ハリソンに端を発はつしてる。パドマも、彼に殺されたようなもんだわ）

　交渉に応じず、当時、絶大な人気を博していたであろう彼女を、あっさり見捨てたのだ。

　いや。

　ハリソンが、ではない。

　トマスの話を聞く限りでは、今現在の、ダブリー王家は瀕ひん死しだ。数年後など、もっと形けい骸がい化している。王朝を実質動かしていたのは、マルゴット家。

　で、あるならば。

　パドマを殺したのは、マルゴット家であり、ハリソンである、ということになる。

　それはそうだ。パドマの父親がこんなに公然とマルゴット家に敵意を示しているのだ。交渉に応じ、彼女を取り戻もどしたとしても、厄やつ介かいな荷物にしかならない。そのまま敵国で処刑してもらった方が楽だ。

（……だったらなんで、パドマを王太子妃ひになんて……？）

　眉根を寄せる。

　エドワードが没したのち、ハリソンが、パドマを王太子妃に指名するのだ。

　この段階で、さっさと手を切ればよかったのに。

（ん……。ちょっと待って、ちょっと待ってよ。……だとしたら）

　ふと、天てん啓けいに似たひらめきがアイシャに降りた。

（エドワードとかいう王太子を生かしておけば、私パドマは、生き残るんじゃ……）

　そうだ。ハリソンの婚約者におさまってしまうから、パドマは死ぬのだ。

　だったら、エドワードを生かせばいい。ハリソンが王位を継つげないようにしてしまえばいいのだ。

　今現在、本物の〝パドマ〟がどうなっているのかわからないが、彼女がまた戻ってくるまで、この状じよう況きようを切り抜けねばならない。ひょっとしたら、彼女がこの身体からだに戻ることで、アイシャも未来の世界に帰れるかもしれない。

　今後、戦争は起こるかもしれない。パドマはまた、医療団を組織し、戦地に行くかもしれない。そこでまた、捕ほ虜りよとなるだろう。

　だが。次に交こう渉しようしてくれるのは、ダブリー王家のエドワードだ。マルゴット家のハリソンではない。

　エドワードに愛され、大事にされたならば。

　きっと、彼はパドマを救い出してくれるだろう。

　そう。

　エドワードが、生きてさえ、いれば。

（そうすれば、歴史も変わるかもしれない）

　ぎゅ、と固く拳こぶしを握にぎる。

　アイシャが活動していた難民キャンプ。あの風景が胸をよぎる。

　あそこで日々起こる紛ふん争そうは、マルゴット王朝が設立されたところから始まった。

（あの難民キャンプの人たちの未来も、変わるかも）

　エドワードが死なず、王となってダブリー王家を継いだ世界。

　そこには、ひょっとして現代まで長引く戦争も、内乱も、紛争もないのではないか。

　平和な、未来が訪おとずれているのではないか。

　アイシャはぐい、と顎あごを上げた。

「殿でん下かを。お守りします」

　力強く、そう宣言した。
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　馬車で覚かく醒せいしてからおおよそ二時間。

　トマスに連れてこられたのは、王太子エドワードの屋や敷しきだった。

　挨あい拶さつもそこそこに、アイシャは黙だまってふたりの会話に耳を澄すます。

　なんとか状況を把は握あくしなければ。そのことに必死だった。

　気づけば過去にタイムスリップしてしまい、なぜだかわからないまま、パドマを演じている。

　なぜ自分が王太子の屋敷に連れてこられているのか。その部分もあいまいではあったが、話の内容から、どうやら、パドマが医師でもあるトマスに、

『王太子に病の兆候がある。心配なので屋敷に住み込んで様子を見たい』

　と、申し出たようだ。この件は侍じ医い団に諮はかられ、諾だくを得てのことのようで、トマスはしきりに、婚こん約やく者同士とはいえ、まだ結婚前なので、くれぐれも間ま違ちがいが起こらぬように、とそちらの心配もしていた。

「さて。それでは」

　ぱん、と膝ひざをひとつ打つと、トマスが立ち上がる。

「なんだ。貴き卿けいは飲んで行かぬのか？」

　低い声がかかった。

　アイシャはまばたきをして、隣となりを見る。トマスが帽ぼう子しをもてあそび、肩かたを竦すくめていた。

「娘むすめとの別れが名残なごり惜おしいところではありますが。きりがありません」

　目じりに深い皺しわを刻ませて、トマスは微笑ほほえんでくれた。手を伸のばし、アイシャの髪かみを撫なでる。

　彼と関かかわって数時間しか経たっていないが、こんな仕草から、娘パドマに多大な愛を注いでいることがわかった。

「まだ、十六の不束ふつつかな娘ですが……。よろしくお願いいたします」

　深く、エドワードに対して頭を下げた。その姿を見ると、胸が痛む。

（ごめんなさい……。私、あなたの本当の娘じゃないのに……）

　言い出せないもどかしさと、申し訳なさに、ぎゅ、とドレスのスカート部分を握る。

「ああ。わかった」

　エドワードからの返事は素っ気ないものだったが、十分だと思ったのだろう。トマスは姿勢を正すと、今度はアイシャの方を見ずに、そのまま部屋を出て行ってしまった。

　ぱたり、と音を立てて扉とびらが閉まる。アイシャは不安なまま、その扉を見ていたのだが。

　椅い子すの脚あしが、床ゆかをこする音に、まばたきをする。

　見やると、青年が立ち上がっていた。

　随ずい分ぶんと、背の高い人だ、というのが第一印象だった。

　つややかな漆しつ黒こくの髪と、宵よい闇やみに似た紺こん色いろの瞳ひとみをした青年。街ですれ違えば、思わず振ふり返るほどの美び丈じよう夫ふだ。

（エドワード・ルイ・ダブリー……）

　アイシャは注意深く彼を見る。

　肌はだは白いが、不健康そうなそれではない。単純に日に焼けていない、という意味の白さだ。

　白いシャツに、淡あわい水色のネックスカーフ。そこからのぞく喉のど仏ぼとけがなければ、女性にさえ見えるほどの中性的な美しさを、この青年は持っていた。

　だが、華きや奢しや、というのではない。シャツ越ごしに窺うかがえるがっしりとした筋肉と上背。身のこなしもしっかりと体幹を感じさせる。

（……二十歳はたちで、病びよう没ぼつ、ね……）

　首を傾かしげざるを得ない。

　彼との年ねん齢れい差は三歳。パドマが十七の時、彼は死ぬのだ。あと一年。確かに、いきなり牙きばを剥むく急性の疾しつ患かんもあるが、今の彼からは、病びよう魔まの片へん鱗りんは見えない。

（エドワードを死なせない）

　これが最大の目標だ。幸いなことに、自分には医学の知識と、〝今後歴史がどう動くのか〟がわかる。このふたつを利用して、なんとかこの時代に適応しなければ。

　とにかく、挨拶の仕方や言こと葉ば遣づかいすら、まったくわからないのだ。不ふ審しんがられては人間関係もこじれてしまう。

　慎しん重ちように、と思いつつも。

（……だけど、どこが悪いのかな……）

　アイシャはまじまじとエドワードを見つめる。

　その視線が不ぶ躾しつけだったらしい。

　彼の紺色の双そう眸ぼうに真正面から見み据すえられ、アイシャは顎を引く。エドワードが立っていることもあって、かなりの威い圧あつ感かんだ。

　だが。

　目が合ったのは、数秒だった。

　視線は不意に外され、エドワードは、アイシャに背を向けて歩き出す。

　こつこつと鳴るのは、彼の乗馬用長靴ブーツだ。磨みがき上げられたそれはあめ色で、随分と年季が入っているように見える。

　アイシャの目の前で、彼は部屋の北側に設しつらえられた執しつ務む机に着くと、ぱらり、と紙をめくっては文書を読み始めた。

（……え、っと……）

　アイシャは、彼と、テーブルの上の茶器を交こう互ごに見やった。

　さっきメイドが淹いれた紅茶が手つかずに残っている。トマスにお茶を勧すすめていたくせに、自分は飲む気がないのだろうか。

　ぽつん、と。

　アイシャは椅子に座っていた。

　特にエドワードから、「ゆっくりして」とか「お茶を飲んでて」とか、「こっちは勝手に仕事してるから」とか言われてはいない。

　かりかりと紙の表面をペン先が掻かく音だけが響ひびき、アイシャは戸と惑まどいながら、何度か腰こしを浮うかした。

「あ、あの……」

　おそるおそる、事務作業をしているエドワードに、尋たずねてみる。

「お茶、飲まないんですか……？」

　王太子なる身分の人間に話しかけたことなどないアイシャは、とりあえず丁てい寧ねい語を使ってみたが、エドワードは動きを止めない。

「………私、ここに座ってても……？」

　ならば、と自分がどうすべきかを尋ねてみる。

　だが、返事はない。無言だ。

　まるで部屋には誰だれも存在しないような態度で、エドワードは文書を読み、何か書き付け、そしてまた別の文書を手にしている。

（………なんか私、嫌きらわれてる……？）

　頬ほおをひくつかせながら、アイシャは思う。

　おかしい。確か、ふたりは婚約して二年が経っているはず。よそよそしいならまだしも、なんだか険しいではないか。

（このふたりの関係って、どうだったわけ……？　体調変化に気づくぐらいは親しくやってたんじゃないの？　え？　実は仲悪いの？）

　ひょっとして、怒おこらせるようなことをしたか、とここまでの流れを思い返してみたが、そんな態度や言葉を発した覚えはない。

　いつものパドマと違う、と怪あやしんでいるのだろうか。だから不ふ機き嫌げんなのだろうか。

　それとも、王おう侯こう貴族というのはすべからく、このように横おう柄へいなのだろうか。

　いや、トマスの前では違った。

　父と一いつ緒しよにこの執務室に入った時、彼は仕事の手を止め、それから立ち上がって出で迎むかえてくれたのだ。それに、お茶も誘さそっていたではないか。

「あのー……。で、殿でん下か？」

「うるさい」

　私、なんかやらかしましたか。続けようとした口は、彼の一言で塞ふさがれる。

「執しつ事じがもうすぐ来る。それまでじっとしてろ」

　エドワードは顔も上げずに言い放つ。さすがに、アイシャは呆あつ気けに取られた。なんだ、この態度。かちん、と来たのは確かだ。

　現在アイシャは十六歳の少女に見えるだろうが、中身は二十四歳だ。たかだか、十九、二十歳の男に暴言を吐はかれるいわれはない。

「じゃあ、執事さんがいらっしゃるまで、その辺、散歩してきていいですか？」

　すっくと立ちあがる。ふたりでここにいても、息が詰つまりそうだ。

　着なれないドレスの裾すそを蹴けるようにして一歩踏ふみ出すと、ペンが紙を走る音が止まった。ちらりと視線を向けると、エドワードが無表情な顔で見ている。

「わたしの屋や敷しき内を勝手にうろつくな。部屋に案内させる。そこでじっとしてろ」

「はぁ!?」

　思わず素すっ頓とん狂きような声が出た。それでは幽ゆう閉へいではないか。

「屋敷内をなんのために歩き回るつもりだ」

　ぱくぱくと口を開閉させていたら、突つき放すようにそんなことを言われる。

「なんの、って……。え。私、しばらくここで暮らすんですよね？　ちょっと見学というかなんというか……」

「必要ない。部屋にいろ」

　返事は早く、短い。命じられて、アイシャは確信を持つ。

　だめだこれ。

　理由はわからないが、パドマという少女は、婚こん約やく者であるエドワードに完全に嫌われている。こんなことでは、彼が王となっても、また処しよ刑けいされる結末しか見えない。

（勘かん弁べんしてよ……。この最低王子との人間関係からまず作んなきゃいけないわけ？）

　うんざりだ、と無言で首を振る。

「用があればこっちから呼ぶ。動くな」

　また、この命令口調が腹立つ、とアイシャは彼を睨にらみつける。まずは仲良くなる、というスモールステップすら成功する自信がなくなってきた。

「……じゃあ、診しん察さつの時にお声こえ掛がけいただけます？」

「はぁ？」

　だが、小こ馬ば鹿かにしたような返事を、がつんと投げつけられた。見やると、エドワードはペンを放り出し、机に頬ほお杖づえをついて目をすがめた。

「いやだ」

「あのねぇ」

　にべもなく言われ、大声を張り上げた。

「どっか、悪いんでしょう!?　だから、私、来たんでしょうっ」

「悪いのはわたしではない。お前の頭と性格だろう」

　断じられ、アイシャは目を見開いたまま、間近にあるエドワードの顔を見た。

　なんとも冷れい酷こくで、なんとも酷こく薄はくで。怒いかりや憎にくしみをたたえた目で、アイシャを見ている。

　いや。

　パドマを、見ている。

「わたしはこの通り、健康だ」

　エドワードは頬杖をついたまま、無表情にアイシャを見据える。

「お前だけが、なぜわたしの身体からだを心配する？　その理由はなんだ」

「……それは……」

　わからない。唇くちびるを噛かむ。

　今のところ、自分にはわからない。エドワードが言う通り、本当に彼は健康そうに見えるのだ。なぜ、約一年後、彼は死ぬのだ。

　アイシャは腕うでを組み、じっくりと彼を見る。

「わからない」

　正直に答えた。

　途と端たんにエドワードは笑い、椅い子すの背もたれに上半身を預ける。

「だけどね。あなたに、死んでもらったら困るの」

　そう。

　彼に生きて、そしてパドマを大事にしてもらわないといけないのだ。

　本物の〝パドマ〟がどこでどうなっているのかわからないが、このままでは、パドマの身体ごとアイシャが死んでしまう。

　そして、この国も、いずれ戦乱に吞のみ込まれるのだ。

「……お願いだから、私の診察を受けて」

「何度でも言うが、嫌いやだ」

　執務机を挟はさみ、互たがいに睨み合う。なんて仲の悪い婚約者だ。アイシャが内心呆あきれた時。

　扉とびらが、ノックされた。

「入れ」

　エドワードが短く応じると、ひとりの男性が顔を覗のぞかせる。

「お時間でしょうか、殿下」

　初老の男だ。白しろ手て袋ぶくろに、黒い上下のお仕着せ。表情が乏とぼしく、動きに無む駄だがないせいか、なんとなく機械じみて見えた。

（執事……、さん、かしら……）

　その服装や態度からアイシャは判断する。

「ちょうどよい時間だった。話は終わった。そいつを部屋に連れていけ」

　言うなり、エドワードは再びペンを取り上げ、なにごとかを書き記していく。

「それでは、どうぞ。お部屋にご案内させていただきます」

　執事がアイシャに対して深く頭を下げる。曖あい昧まいにうなずき、退室する時にエドワードを一いち瞥べつするが、彼はもう、興味など失うせたように、仕事に没ぼつ頭とうしていた。

「お部屋は二階にご用意させていただいています」

　磨みがき上げられた廊ろう下かを、執事の後について歩く。

　こつこつと鳴るのはヒールで、なんだかそのこと自体も、新しん鮮せんだ。難民キャンプに派は遣けんされて七カ月。ずっと安あん全ぜん靴ぐつを履はいて過ごしていた。

「ご実家よりお送りいただいた品はすべて収めておりますので、一度ご確かく認にんを」

　螺ら旋せん階段を上るのに、ドレスの裾が非常に邪じや魔まだ。どこまでたくし上げていいのかわからず、四苦八苦しながら足を動かしていたら、執事がつつましく説明をしてくれる。

「……荷物……」

　着き替がえや生活必ひつ需じゆ品だろう、とアイシャは予想をつけた。これからしばらく、ここで暮らすのだ。そういったものも必要だろう。

（……もっと、動きやすい服を探して着替えよう）

　顔をしかめ、ため息をついた。あと、手に入れたいものと言えば、パドマの書類だ。

　エドワードの病気についてなんらかの異変に気付いているのなら、カルテのようなものがあるかもしれない。

（それを見つけて、治ち療りよう方針を立てれば……）

　エドワードの生存率が、ぐっと上がる。

「こちらが、殿下の寝しん室しつで」

　チョコレートの板を張り付けたような扉をさし示して執事は言い、その隣となりの部屋で足を止めた。

「こちらが、お使いいただくお部屋でございます」

　かちゃり、と金属音を立てて扉が開かれる。

「………すごい………」

　思わず声が漏もれた。

　かなりの広さだ。

　扉と向かい合う形に、大きく取られた窓からは穏おだやかな日差しが差し込み、全体的に丸みを帯びた家具は、一様に愛らしい。

　こつり、と一歩室内に踏ふみ入る。

　北側は天てん蓋がい付きのベッドがあり、壁かべはウォークインクローゼットになっているらしい。

　南は、と見ると、こちらは全面本ほん棚だなだ。

　着替えを探すのも忘れ、アイシャは本棚に駆かけ寄る。

　顎あごを上げ、順に背表紙を眺ながめていった。いずれも、医学関連書であるように見える。

「何かございましたら、お声がけくださいませ」

　お辞じ儀ぎのお手本のように頭を下げ、執しつ事じが出ていく。アイシャは、ただただ、ぽかんと、大量の蔵書を眺めた。

（……全部読みたい……）

　古書の希き覯こう本まで、新品同様に並んでいて、本当に自分は〝過去〟にいるのだと奇き妙みような実感がわいた。

「……いや、そんなことよりも、あれよ。カルテ」

　パドマが勉強熱心で、しかもかなりの読書家だということは、わかった。彼女の知識の源流を探さぐるのも楽しそうだが、今は、カルテを見つけなくては。

　室内を見回し、木目を生かした可愛かわいらしい文ふ机づくえを見つける。机の上には何も出てはいないが、引き出しが三段ほどついていて、いかにも書類がありそうだ。

　人目がないのをいいことに、さっさとヒールを脱ぬぐと、素す足あしで近づく。

　上から順番に引き出しを開けた。

　一段目は便びん箋せんと羽根ペン。銀のペーパーナイフに、インク壺つぼらしきものがある。二段目は紙束を綴つづったものが数冊あったので、「これか」と意気込んで引き出したものの、医学の覚え書きらしい。薬草の効果について丁てい寧ねいな文字で書かれていた。

　紙束をそっと戻もどし、三段目を引き出す。上の二段よりも深くなっていて、期待はしていたのだが、使い込まれた辞書に、聖書。封ふう蝋ろう用の判子と溶とけた蝋。それに、蝶ちよう番つがいのついた木箱が入っているだけだ。

（……本棚の、どこかかな……）

　自分だったら、絶対デスクに置くんだけどなぁ、と息をつき、それから何気なく木箱を見やる。薔薇ばらと蔦つたの意い匠しようが施ほどこされた、愛らしい箱だ。いかにも、十代の女の子が持っていそうなその箱を持ち上げ、開いてみる。

　ふわり、と鼻先を甘い香こう水すいが漂ただよう。

　箱の中に収められていたものに、思わず顔がほころんだ。

　桃もも色いろの桜貝に、丁寧に施された押し花のしおり。なんだか中ちゆう途と半はん端ぱな長さのリボンと、いびつだけれど、澄すんで綺き麗れいな緑色をした石。

　旅先で拾ったのか、あるいはなんらかの思い出のあるものなのか。

　宮中伯はくの娘むすめで、しかも王太子の婚こん約やく者ともあろう人物が持つには、あまりにも粗そ末まつなそれは、だけど、同時に思春期の少女がいかにも大切にしていそうな品々にも思えた。

（女の子らしいなぁ。かわいい）

　そういえば、自分もパドマぐらいの年ねん齢れいの頃ころ、どうしても捨てられなかったビー玉があったな、と苦笑いする。ただのガラス玉なのに、ヒビが入っている関係で、日に透すかすととてもきれいだったのだ。

「そんなことより……、カルテを」

　ふう、とひとつ息を吐はいて、ぱたんと木箱を閉じる。

　引き出しに戻そうとして、ふと違い和わ感かんに気づいた。

　両手で持ち、目の高さで眺める。再び、蓋ふたを開いた。中を見る。

「……底が、浅い……？」

　木箱の高さに対して、底があまりに浅い気がする。アイシャは机の上に中身を載のせ、一段目の引き出しからペーパーナイフを取り出した。天鵞絨ビロードらしい布が張ってある木箱の底に刃はを当て、軽くゆする。

「……やっぱり……」

　木箱は、二重底になっていたらしい。

　天鵞絨の張られた板がめくれると、そこには封書の束が入っていた。

「……カルテ、には見えないけど……」

　他人の手紙を盗ぬすみ見る罪悪感はあるのだが、アイシャは周囲を改めて見回し、とりあえず一番上の封書を手にした。表書きにも裏にも、差出人はない。封蝋はされているが、紋もんの印はなかった。中身を引き出し、読む。

『パドマ。君に会えない日が続くが、想おもいは変わらない。初めて出会った時よりも、深く愛している』

「うぎゃっ」

　思わず声を上げ、慌あわてて封ふう筒とうに手紙を戻す。ばくばくと心臓が高鳴った。

（こ……。これ、恋こい文ぶみかなんか……？）

　頭に浮うかんだのは、あの仏ぶつ頂ちよう面づらのエドワードだ。だが。

（……えー……？　いや、そりゃないでしょ……）

　なんだか眉まゆ根ねが寄る。

　さっきのあの自分に対する態度からは、考えられない文面だ。愛している、という相手を軟なん禁きんするだろうか。

「ごめんねー……。パドマ」

　なんとなく謝り、違和感に押されるように、次々に封書を開ける。

『昨日会ったばかりなのに、もう恋しい。この手に君を抱だけないなんて』『君のことが忘れられない。あの日、確かに恋に落ちた』

　八通ほどある中の六通には甘い言葉がつらつらと並んでいる。

　二重底に押し込まれ、隠かくされていたということは、『他人に見られたくない』ものだろう。

　もしこれが、エドワードからの手紙であったら、もっと堂々と置いてあるのではないだろうか。いや、そもそも、あの男がパドマに対してこのような甘い言葉を吐くとは信じられない。

（……ひょっとして、パドマ……。エドワード以外から、もらったの……？）

　封筒に便箋を戻しながら、ううむ、と唸うなる。

（……まぁ、政略結婚なんだろうし……）

　エドワードがパドマを嫌きらうように、パドマもエドワードとの結婚は本意ではなかったのかもしれない。実際、このような手紙をやり取りする相手がいたのだから。

　だけど。

『エドワード王太子を守れるのは、ぼくたちキャベンディッシュ家しかない』

　馬車の中でトマスが口にした言葉がよみがえる。

　王太子を守るため。

　そんな大義のために、彼女は嫁とついできたのだろうか。そう思うと、物悲しい。

（こっちは……。なんだか、業務連れん絡らくみたいね……）

　残りの二通は、短冊に切った便箋に、短い文字が書かれているだけ。

『例の件、よしなに』『順調そうで何より』

　順調そうで、と書かれた便箋には、なんだか干ひからびた植物も入っている。さっきの押し花とは段だん違ちがいの粗そ悪あくなものだ。ただ、干されただけに見える。

（何かしら）

　指でつまみ上げた途と端たん、ぐらり、と視界が揺ゆれた。

　同時に、周囲が闇やみに包まれる。驚おどろいて首を左右に揺らすと、長い黒くろ髪かみが周囲に漂った。




（……え？）

　無造作に自分の髪を掴つかむ。黒色。アイシャの黒髪。息を吞のみ、自分の服を見る。白衣。真っ暗な闇の中でもはっきりわかるドクターコートだ。ご丁寧に首には聴ちよう診しん器きまで下げている。

（……どういう……）

　アイシャに、戻ったのだろうか。自分自身に。戸と惑まどうまま、何もない暗闇を手探りで進む。

「……パドマ……？」

　いったい、どっちが上で、どっちが下なのか。まるで宇宙空間のようだ、と彷徨さまようアイシャは、ぽかり、と宙に浮かぶ少女を見つけた。

　淡あわい桃色のワンピースを着、胎たい児じのように膝ひざを抱かかえて丸まっている亜あ麻ま色いろの髪の少女。

「パドマ……っ」

　水中をあがくように、アイシャは駆けた。履はきなれた安あん全ぜん靴ぐつで一歩一歩彼女に向かって踏み出す。

「どうなってるの!?　ねえ！　私、あなたになっちゃってるんだけど！　あなたは今どこにいるのよ！　ここ、何!?　どこよっ！」

　手を伸のばして〝パドマ〟を掴もうとするのだが、いくら跳ちよう躍やくしても彼女に届かない。ふわふわと、まるで月のように浮かんだ彼女は無反応で、白はく皙せきの頬ほおは死者にさえ見える。

「私と交代してよ！」

　必死に地面らしきものを蹴けって飛び上がり、声をかけ続けるが、返事はない。

　今、目の前で膝を抱え、宙に浮かぶ〝パドマ〟は、完全に接せつ触しよくを拒きよ否ひしている。殻からに閉じこもり、他者の関かん与よを避さけていた。

「パドマ！」

　胸に空気を溜ため、大声で叫さけんだが、それでさえ反応がない。

（どうなってんの……？）

　困こん惑わくしながらも、暗闇に視線をさまよわせた。うすぼんやりと明るいのは自分たちの周りだけで、遠くは完全に闇に吞まれていた。

　時折、ふわりと投とう影えいされたように静止画が浮かぶ。アイシャは目を凝こらし、それを見た。

　若いが、トマスだ。まだ幼いパドマを抱え、楽しそうに笑っている。

　次に闇に浮かんだ静止画は、どうやら浜はま辺べらしい。トマスとふたり、砂すな浜はまに座り込み、桜貝を見つけて嬉うれしそうに微笑ほほえむ姿だった。

　あの桜貝、見覚えがある。木箱に大事に収められていたものだ。では、周囲に浮かんでは消えるこのいくつもの画は、彼女の過去の記き憶おくなのか。

（ここ……。パドマの頭の中……、というか心の中？　なんでここに閉じこもってんの）

　呆ぼう然ぜんと、宙に浮かぶ〝パドマ〟を見上げていたら。

　耳元で、やけに大きくドアノックの音が響ひびいた。




　はっ、と息を吞んでまばたきをする。

　急に、色が、景色が、音が戻ってきた。

　洪こう水ずいのように情報が押し寄せてきて、アイシャは軽いめまいを起こすが、額を押さえる手に腕うで時ど計けいはなく、首には聴診器ではなく、真しん珠じゆのネックレスが巻かれている。

（……戻ってきた……？）

　眩暈めまいから来る吐き気を堪こらえ、アイシャは扉とびらを見る。気づけばもう、日はだいぶん傾かたむき、室内が薄うす暗ぐらい。

「お食事の時間となりました。ご用意を」

「……はい」

　扉の向こうから執しつ事じの声が聞こえ、夕飯が近いのだと知る。アイシャは小さく返事をした。

（パドマが、いる）

　扉の前から遠ざかる足音を聞きながら、アイシャは震ふるえる手を自分の胸に押し当てる。

（この、中に。心の、中にいる）

　どこかに行ってしまったわけではない。この身体からだの中にいるのだ。

　頑かたくなに接触を拒否し、閉じこもってしまっている。

　そしてどうしたわけか、アイシャの意識が、彼女の身体に入ってしまっているのだ。

（……精神に強い衝しよう撃げきを加えられたら、退行行動を取ることがあるけど……）

　だけど、アイシャのように他人の魂たましいが入ってしまうなど聞いたことがない。

（そもそも、なんで私は過去ここにいるの？）

　アイシャは両手で頭を抱える。どうして、こんなことに。

（そういえば……）

　テロリストに銃じゆうで撃うたれた時、少女の声を聞いた。

『誰だれか助けて！　このままじゃ……っ！』

　あれは、ひょっとして、〝パドマ〟か。

〝パドマ〟が、自分を呼んだのだろうか。この時代に引き寄せたのだろうか。

（だとしたら、なんのために……？）

　答えの出ない問いを繰くり返していると、再度ノックの音が室内に響く。

「ご準備は、できましたでしょうか？」

「ああ、ごめんなさい……」

　アイシャはようやく、のろのろと扉へと近づいた。
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　次の日の朝。

「……それは、なんだ」

　顔を合わせるなり、エドワードは眉を寄せてアイシャを睨にらむ。

「……紙製聴ちよう診しん器き……」

　漏もれた声が力ないのは仕方ない。アイシャとて、これが本当にそうだと言い切れる自信はない。

　ゆるり、と右手に握にぎった、『紙を束ねて筒つつ状じようにしてみたもの』を眺ながめる。

　一応、歴史としては、聴診器の初期型は、厚紙を筒状にして紐ひもで縛しばり、膠にかわで塗ぬり固めたものだ、ということは知っている。だが、これがそうだ、とは言い切れない。この時代、まだ聴診器はないのだ。

　昨晩。夕食が終わると同時に、アイシャは、パドマの部屋に引きこもった。

　彼女が書いた文書や医学の覚え書き、手帳のようなものを片っ端ぱしから引っ張り出しては目を通し、この時代の〝誰もが当然のように知っている常識〟のようなものについて調べた。

　とにかく、何もかもがわからないのだ。

　夕飯の時でさえ、作法がわからず、同席したエドワードを真似まねてやり過ごしたが、あんな肝きもの冷える食事は、もういやだ。

　挨あい拶さつ、行ぎよう儀ぎ作法、言こと葉ば遣づかい、階級。

　アイシャは次々と頭の中に叩たたきこんでいく。

　パドマの、かなり私的な部分に土足で立ち入ることに多大な申し訳なさがあったのだが、配はい慮りよしている暇ひまはない。

　彼女の書き残した文書をたどっていくと、徐じよ々じよに、パドマの人間関係もわかり始めた。

　エドワードについては、やはり、表面上の婚こん約やく者であること。恋こい人びとと呼べそうな男性がパドマにはいるようだということが察せられた。だが、エドワードがどうしてここまでパドマのことを嫌きらうのか、パドマの恋人は誰なのか、についてまではわからない。

（そりゃそうよね……。婚約者の家に、恋人の身元がわかるものは持ち込まないか……）

　医い療りよう水準について調べたところ、この時代にはまだ、聴診器がないことは確かく認にんした。では、どうやって他ほかの医師は心音を聞いているのか、と調べると、直接胸に耳を当てて聞くらしい。

（そりゃ、聞こえるけど……。だけど、それってどうよ……）

　どう考えてもためらいがある。

　そこで、引き出しの中にあった紙を使い、丸めて紐で縛ってみた。聴診器として使用しようと思うのだが。

　これで心音が聞こえる気がしない。

「……朝ご飯前に、ちょっと脈とか心音とか聞きたいんですけど」

　アイシャは、エドワードに提案する。

　だが、エドワードは、不気味なモノでも見るようにアイシャと紙束を眺め、それから銀の匙さじでスープを飲み始める。その左後ろには執事とメイドが控ひかえており、そっと目を伏ふせた。

「私、そのために、結婚前に来たんですよね、この屋や敷しきに」

　ハイヒールの音を鳴らしながら、アイシャはエドワードに詰つめ寄った。

「だから、毎朝、殿でん下かの体調を、お父さん……。じゃない、父上に報告しないといけないと思うんですよ」

　昨晩、慣れないベッドの中でいろいろ考えた。どうやって、エドワードに健けん康こう診しん断だんや診察を認めさせるか。

　思いついたのは、父の名前を出せば、意外にいけるんじゃないか、ということだ。昨日の様子を見る限り、エドワードはトマスに一目置いているところがある。

　で、あるならば、「父に報告したいから、私の診察を受け入れろ」と言うのが一番いいのではないか。

「…………」

　案の定、エドワードは数口スープを飲んだ状態で、無言のままこちらを睨みつけている。

「お手間は取らせませんっ。ちょっとだけ、お願いしますっ」

　ぺこりと頭を下げて動きを止めた。

　しばらく、その状態でエドワードの言葉を待っている。

「…………今、ここで行うのなら、許そう」

「ありがとうございますっ」

　かちゃり、と硬こう質しつな音がし、その後盛大なため息が続く。アイシャはぴょこりと頭を上げ、満面の笑えみを浮うかべた。

「すみません。ちょっと、この椅い子す借りますね」

　エドワードの側そばにある椅子を引っ張り寄せると、慌あわてて執事が近づき、エドワードの近くに移動させてくれた。

「まずは、脈を取りますねー」

　よいしょ、と椅子に座り、ひとまず、紙製聴診器は、テーブルの上に置いた。

　アイシャはエドワードに向かって手を伸のばす。むっつりと自分を見つめているエドワードだったが、執事やメイドの位置を確認するかのように、視線を左右に向け、アイシャに腕を突つき出した。あきらかに、警けい戒かいしている。

（別に、襲おそいやしないわよ）

　ふう、と息を吐はき、絹のシャツの袖そでを押し上げ、慣れた様子でアイシャは脈を取った。

（……不整脈って感じはしないな……）

　いつもの癖くせで腕うで時ど計けいを見たが、当然自分の手首にそんなものは巻いていない。仕方なく、勘かんで脈を測るが、正常値の範はん囲いだ。

「ちょっと、顔や、耳の下を失礼しますよ」

　袖口を整えてやり、今度は、エドワードの首に向かって両腕を伸ばした。

　ぎょっとしたように彼は背をのけぞらせたが、構わずアイシャは両りよう掌てのひらでがっつりと彼の顔を掴つかみ、親指で下した瞼まぶたを引っ張る。なんとも綺き麗れいな赤色だ。貧血はなさそうに見える。ついで、リンパ節や甲こう状じよう腺せんを触しよく診しんしていくが、違い和わ感かんはない。

「……な……」

　気持ち悪そうに自分を眺めるエドワードの様子を見る限り、この時代の医師はここまで患かん者じやに触ふれないらしい。

（……いちいち、やりにくいな……）

　アイシャは口をへの字に曲げながらも、エドワードに告げた。

「口を開けてもらえますか？」

「は!?」

「喉のどの奥を見るんで」

　舌ぜつ圧あつ子しを取るために腕を伸ばしかけて、慌てて止める。そうだ、そんなものはない。照明のようなものもないが、この明るさであれば、ある程度判断できるだろう。

「はい、あーん」

　言いながら、自分でも口を開ける。エドワードは呆あつ気けに取られたように自分を見つめているが、アイシャは「あーん」と言い続ける。

　渋しぶ々しぶ、といった風ふ情ぜいでエドワードが口を開くから、アイシャは覗のぞき込む。特に腫はれや糜び爛らんは見あたらない。

「ちょっとじゃあ、心音を聞かせてくださいね」

　アイシャはテーブルに放置した、筒状の紙束を持ち上げる。

「それはなんだ」

　エドワードが再び顔をしかめた。

「………聴ちよう診しん器き……？」

　自分でも語ご尾びが上がる。誰だれに尋たずねているんだ、と言いたい気分だ。

「な、何をなさるんですか、それで」

　さすがに執しつ事じが言葉を差し挟はさんでくる。

「心臓の音や肺の音を聞こうと思うんですけど……。こんなの使ってません、よね……？」

　ぐるり、と執事やメイドを見るが、訝いぶかし気に首を横に振ふる。エドワードに至っては、完全に馬ば鹿かにしていた。

「他の医師は、直接胸に耳をつけて心音を聞くが、お前はそんな道具が必要なのか？」

　エドワードが鼻を鳴らす。

「やっぱりその方法か……」

　がっくりとうなだれる。だけど、衛生面やいろんなことでそれは問題がある。

「……とりあえず、ちょっとシャツを開いてくれません？」

　申し出ると、エドワードは深いため息をつき、執事に視線を向ける。心得たのか、執事はエドワードの前に回り、上着ジヤケツトのボタンを外してシャツをはだけた。

「失礼しますねー」

　アイシャはとりあえず筒つつの先せん端たんをエドワードの心臓辺りにつけ、もう片方の先端を自分の右耳に押し当ててみる。

「…………」

「…………」

　互たがいに気まずい沈ちん黙もくが落ちていく。アイシャの耳には、聴診器からのような音が聞こえてこない。

　そっと、筒をテーブルの上に置いた。

「………はい……っ。次は、肺の音を聞きますねー」

「ちょっと待て。今のこれはなんだったんだ。説明しろ」
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「あ。シャツを戻もどしてもらっていいですよー。背中を触さわりますねー」

「おいっ。なんだったんだっ」

　怒ど鳴なりつけられたものの、アイシャは執事を急せかして衣服を整えさせると、素す早ばやく立ち上がり、エドワードの背後に回る。

　診察用の丸椅子ではなく、背もたれがあるから、これはちょっと難しい。上半身をねじこむようにしても、うまく見えそうにない。

「ごめんなさい、立ってもらってもいいですか」

　促うながすと、むっつりと押し黙だまったまま、それでも椅子の脚あしを揺ゆらして立ち上がる。

　アイシャはその彼の背中に回り、二本指で叩たたいていった。

　目を閉じ、耳に集中する。

　難民キャンプでも、すぐにレントゲンを撮とって確かく認にんするわけにはいかなかったので、よく打診法で診察していた。これには自信がある。

（肺も、内臓も問題なさそうね……）

　水がたまったような音や濁にごった音はしない。まぁ、そもそも呼吸器系の疾しつ患かんがあるようには見えないのだが。

　うむぅ、と低く呻うめいて腕を組む。せめて血液検査ができればいいのに、と思うし、なんなら血圧計も欲しい。

「……座っていいのか」

　不ふ機き嫌げんそうな声に、アイシャは慌てて顔を上げた。半眼で、眉み間けんにはっきりとした縦たて皺じわを刻んだエドワードが睨にらんでいる。

「ああ、ごめんなさい。どうぞどうぞ」

　ぞんざいにそう言うと、はん、と鼻を鳴らされた。椅子に深く腰こし掛かけながら、エドワードは嘲ちよう笑しようする。

「結果的に、何がわかったんだ」

「まぁ、今のところ、貴方あなたが健康そうだ、ということはわかった」

　ああ、検査のフルオーダーをしたい、とアイシャは下した唇くちびるを噛かむ。エドワードは小こ馬ば鹿かにしたように片かた頬ほおをゆがめて笑うと、再び銀の匙さじを持って優ゆう雅がにスープを口に運ぶ。その動作も自然で、しびれや麻ま痺ひがあるようにも見えない。

「おい」

　立ったまま、ぼんやりと様子を眺ながめていたら、硬質な言葉をぶつけられた。

「気が散る。そこに立つな」

　エドワードが唸うなった。

「ああ。はい、はい」

　おざなりに返事をした時、するり、と執事が近づいてきた。

「奥方様も、どうぞお席に」

　当初、その〝奥方〟が、いったい誰を指すのかわからず、アイシャは、きょときょとと、まばたきを繰くり返す。

「そいつはまだ、わたしの妻ではない。妙みような呼び方は止よせ」

　エドワードに吐き捨てられて、ようやく、自分が彼の婚こん約やく者であったことを思い出した。

「さようでございますか、殿でん下か。それでは、お嬢じよう様さま。こちらでございます」

　執事は流りゆう麗れいに頭を下げてみせると、アイシャをエドワードの向かいの席に案内する。

　主人の不機嫌な態度や言こと葉ば遣づかいに慣れているのか、執事もメイドも、怯えた様子はない。

「あの……。手を、洗いたいんだけど」

　椅い子すに座る前に申し出ると、驚おどろいたようにメイドが目を見開く。

「診察したし……。一応」

「わたしが汚きたないみたいじゃないかっ」

　すぐに罵ば声せいが飛んでくるのを、アイシャは無視する。給仕が進み出て、戸と惑まどったように尋ねた。

「フィンガーボウルでよろしいですか？」

「できれば、大きなやつで。洗面器ぐらいの」

「せ、洗面器、ですか……？」

　給仕がちらりと執事を見るが、執事が大きくうなずいたので、素早く準備に走る。

「別に殿下が汚いわけじゃなくて、診しん察さつしたらみんなそうなの」

　アイシャは言うが、もうエドワードはこっちも見ない。ふん、とばかりにそっぽを向いている。ため息をついていると、給仕が、本当に洗面器ぐらいある銀色のフィンガーボウルを持ってきた。

　丁てい寧ねいに礼を言い、ざぶざぶと洗う。流水の方がいいのだろうが、そうも言っていられない。

　メイドが差し出す布で手を拭ふき、ようやく席に着く。

「……すっごい、具ぐ沢だく山さんのスープなのね」

　目の前に用意された食事を見て、目を丸くした。

　ざっと見ただけで、レンズ豆や大豆。細かく切られたベーコン、セロリ、玉ねぎが見える。

　そっと顔を近づけると、湯気に乗り、にんにくの匂においも微かすかにした。コンソメなのだろうか。淡あわく、やさしい香かおりが鼻び腔こうをくすぐる。

「豆のスープでございます」

　執事が告げる。アイシャはごくり、とつばを飲み込んだ。

「昨夜はあまりお召めし上がりにならなかったようでしたので……。ご実家の味付けと違ちがうようでしたら、料理長にその旨むね伝えます。遠えん慮りよなくおっしゃってください」

「そいつに気を遣つかうな。放ほうっておけ」

　エドワードに硬かたい声を投げられ、執事が「失礼しました」と頭を下げるので、アイシャは慌あわてた。自分のせいで彼が怒おこられるなど、とんでもない。

「昨日はいろいろと……。環境変化がありすぎて、ちょっと食欲がなかったの」

　何しろ、気づけば過去にタイムスリップするわ、いなくなっていると思っていた〝パドマ〟は心の中で閉じこもっているわ、と情報量が多すぎた。

　そのうえ、礼れい儀ぎ作法もわからない。食事中も、エドワードとの会話は全くなく、こちらが話しかけても無反応。食器が触ふれ合う以外音のしない食事は非常に気まずく、結局、ほぼ手つかずで食事を残してしまっていた。

「ごめんなさい、心配かけて。あの……」

　大だい丈じよう夫ぶですから、と声をかけようとした時、ぐう、と盛大に腹の虫が鳴いた。

　左ひだり隣どなりに控ひかえていた執しつ事じは目線を下げ、右隣に居たメイドはつつましく、顔を伏ふせる。

　耳まで真っ赤になって銀色の匙を取り上げると、ちりりとした視線を頬のあたりに感じた。

「………お腹なか、空いてて……っ」

　言い訳する視線の先で、エドワードが嗤わらっている。

「健康なことで、何よりだな」

　白いパンをちぎり、無造作に口に運んでいる彼は、明らかに馬鹿にしていた。

（……く……っ。この最低王子めっ）

　心の中で毒づき、ざくり、と具沢山スープに匙を入れる。口に運ぶと、絶ぜつ妙みような塩気とベーコンの風味に、うう、と声が漏もれた。

「おいしい……」

　豆の歯は触ざわりもいいし、とろけた玉ねぎとセロリが、するりと舌を滑すべる感じもいい。

（……〝パドマ〟が閉じこもっている以上、とにかく私がしっかりしなくちゃ……）

　せわしなく匙を口に運び、強く自分に言い聞かせながらも、スープに目を落とす。

（……王おう侯こう貴族だから、こんな豪ごう華かな食事なのかな……）

　一いつ般ぱん庶しよ民みんはどのようなものを食べているのだろう。

「いつも、こんな感じ？」

　つい、エドワードに声をかける。

　優雅なしぐさでティーカップを口元に寄せていたエドワードは、無言で睨にらんできた。

「スープと、パンと、あと卵料理とか……？」

　彼の態度を無視し、話を続ける。これぐらいで遠慮していては、聞きたいことも聞けない。

「お前の実家は違うのか」

「いや、こんな感じ……、かな？」

　答えながら、だとしたら、脚かつ気けや壊かい血けつ病びようなどの栄養素の偏かたよりによって起こる病気は考えにくい。自分の中で消去した途と端たん、不意に閃ひらめいた。

「あ───っ！」

「なっ！　うわっ！」

　突とつ如じよアイシャが叫さけんだからか、エドワードは飲んでいた紅茶を噴ふき出し、給仕と執事が慌てて彼に駆かけ寄る。

「アレルギーない!?　食べ物のっ！」

　椅子を蹴け倒たおす勢いで立ち上がるが、紅茶カップを取り上げられ、飛ひ沫まつを拭き取られたり、せき込む背中を撫なでられたりしているエドワードは、答える余よ裕ゆうもない。

「症しよう状じようが出るだけじゃなくって、嫌きらいな食べ物って、潜せん在ざい的に……」

「うるさいっ！」

　げほがほ、とせき込む合間にエドワードが怒ど声せいを発した。

「お、お前……っ。いきなり、大声とか……っ」

「大事なことなのよっ！　アナフィラキシーショックじゃないのかな、って思って！」

　エドワードを上回る大声で言い返す。

「……アナフィラキシー？　なんだそれは」

　口元をハンカチで拭ぬぐいながら、エドワードは紺こん色いろの瞳ひとみをアイシャに向けた。アイシャは、目を丸くして記き憶おくを手た繰ぐる。

（そうか。アナフィラキシーって、この時代から三百年後に論文発表されたんだっけ）

　この時にはまだ、概がい念ねんすらないのだ。アイシャは慎しん重ちように言葉を重ねる。

「特定の成分が入った食物を食べたら、身体中が過か剰じように反応して、死ぬ場合があるの。粘ねん膜まくがすべて腫はれあがって、息ができなくなったり、血圧が上がったり、たくさんの臓器が機能不全を起こしたり……」

　アイシャは、ぐるり、と食堂を見回した。メイド、執事、給仕。彼らを眺め、訴うつたえる。

「ねぇ、教えて。彼が、何か食べた後、かゆみや痛みを訴えたことはなかった？」

　当初は面めん食くらっていた彼らだが、次し第だいに顔を見合わせ、「どうかしら」「いや、覚えはないな」と小声で言い合う。

「よくあるのは、カニとかエビとかの甲こう殻かく類。それから、果物なんかもそう。キウイ、モモ。ああ、そうそう。乳製品や卵とかに反応する人もいるわね」

　指を折って単語を羅ら列れつする。執事は真面目まじめにそれらを聞いていたが、きっぱりと首を横に振ふった。

「わたくしの記憶では、それらのものを食したのち、殿下が体調不良やかゆみを訴えられたことはございません」

「……そう、なのね……」

　落らく胆たんし、どすん、と椅子に腰こしを下ろした。健康だったのに、ある日突とつ然ぜん、病死。アナフィラキシーショックなら、説明がつく、と思ったのだが。

「全く、白々しい」

　代わりに立ち上がったのは、エドワードだった。視線だけ上げると、口元を拭いたハンカチをテーブルに投げ出し、彼は冷れい淡たんに笑う。

「わたしの身体からだを心配するふりは、よしたらどうだ？」

「本当に心配してるんだって」

「どうだか」

　彼の視線を弾はじき返すように睨みつける。何しろ、彼が死ねばアイシャの処しよ刑けい率が上がり、国は戦火に包まれるのだから。

（なんでこんなに〝パドマ〟を警けい戒かいするの？　トマスは彼の派は閥ばつでしょうに……。〝パドマ〟はその娘むすめよ？）

　知らずにため息が口から漏れる。

（だけど、〝パドマ〟は彼のどんな異変に気付いたんだろう……）

　アイシャは額を手で覆おおう。同じ医師なのに、彼のどこに死の片へん鱗りんを見たのか、全くわからない。

「大変でございますっ」

　黙もつ考こうしていたら、突如悲鳴が割って入った。

　勢いよく食堂の扉とびらが開いたかと思うと、庭師らしい恰かつ好こうの中年の男が真っ青な顔で告げる。

「サラ様が転てん倒とうされ……っ。意識が……っ」

　麦むぎわら帽ぼう子しを胸の前でぎゅっと抱だく庭師の報告に、エドワードが眉まゆ根ねを寄せた。

「なぜ、サラが今ここに……？」

「マリア様がおっしゃるには、殿でん下かにお見せしたい花があったとか……」

　途端に、エドワードはわずかに口を開いたものの、そのまま動きを止める。

「……サラ様って……？」

　すぐ側そばのメイドに尋たずねると、おどおどしたように瞳を揺ゆらした。

「殿下の従姉妹いとこ様で……。モーリス侯こう爵しやくのご息女です。殿下のお母上と、モーリス侯爵夫人マリア様が姉し妹まいになられますので……」

　アイシャはうなずくと、口元をナプキンでぬぐい、立ち上がる。

「転んで、意識がないのね？　場所はどこ」

　どうしたものか、とおろおろする庭師に言葉を放つ。

「お庭ですっ」

「案内して」

　言うなり、スカート部分を左手でたくし上げる。ぎょっと庭師は目をむいたが、さりげなく顔をそむけ、「こちらです」と走り出した。

　その後を追い、廊ろう下かをヒールで駆けるアイシャだが、気づけばエドワードが並んでいた。ちらりと見やると、適切な距きよ離りを置いて、執事と幾いく人にんかのメイドもついてきている。

「サラ様って、何歳？」

　ガツガツとヒールを鳴らして走りながら、顎あごを上げて尋ねる。

「いくつだったか……。四歳だったか……？」

　答えながらも、どこか上の空だ。あの、さっきまでのとげとげしい雰ふん囲い気きは霧む散さんし、その表情は、ただ、従姉妹を案じている。

「どうやって転んだの？　あなた、見てた？」

　どうやら正面玄げん関かんに向かって走っている庭師の背中に声を投げると、「はい」と、振り向かずに返事が来る。

「馬車から降りられ……。手に花を握にぎって駆けてこられて……。マリア様が、危ないわよ、とお声をかけたので、多分、返事をなさろうとしたのだと思います……」

　途切れ途切れになるのは、息いき継つぎをしているからだろう。語ご尾びがだんだん、ぜいぜい、言い始めたが、それでも庭師は懸けん命めいに話した。

「馬車の方に首を巡めぐらせ……。それで、足元がお留守になったのでしょう。ドレスの裾すそに足をからませ、うつぶせに転ばれたのです」

「手はつかなかったのね？　ごつん、と転んだ？　血は？」

「……手は、ついているように見えませんでした。血も出ていません」

　注意深く庭師は答え、そして右に折れる。

　広いロビーが見えてきた。簡単な来客であればここで済ませられるように、重じゆう厚こうな椅い子すや丸テーブルがある。飾かざり窓まどにはステンドグラスがはめ込まれ、床ゆかも大理石だ。膝ひざをついて床を磨みがいているメイドが、なにごとかと顔を上げるそばを、駆け抜ぬける。

（頭を……、打ったのかな）

　小さな子にはありがちだ。身体に対して頭が大きいので、転倒するとどうしても頭をごつり、とぶつける。意識がない、ということは脳のう震しん盪とうだろうか。

　開け放ったままの扉を抜けた途と端たん、女性の泣き声が一気に聞こえてきた。

「叔母おば上うえ！」

　エドワードが足を速めて、アイシャを追い抜く。

　彼が向かう先を、たどる。

　ちょうど、シャクヤクの繁しげみの側だ。

　そこには、座り込んでいる成人女性と、その女性の肩かたを抱だいておろおろしている侍じ女じよらしき女性。それから、地面に仰あお向むけに寝ね転ころがる女児がいた。

「エド!!」

　ドレスを地面に広げ、泣いていた女性が叫さけぶ。

「サラが！」

　エドワードが、女児の側に片膝をつき、見下ろしている。アイシャも息を切らしながら彼の側に立ち、呼吸をなだめながら、女性に声をかけた。

「この位置で、転びましたか？」

　一気に走りすぎて、喉のどがひりひりする。顔をしかめて咳せき払ばらいすると、女児の側に座り込んだ。

「走っていて……。ここで……。今、仰向けにしたのだけど……。息が……」

　嗚お咽えつ交じりに答えるのは、エドワードが叔母と呼んだことから、女児の母であるマリアだろう。アイシャはうなずき、地面に手を這はわす。

　一方で、微び動どうだにしない女児にも、視線を走らせた。

（おでこにも、頭にも……。怪け我がはなさそうね……）

　頭を打ったわけではないのか、と思った矢先、指が固いものに触ふれた。視線を向けると、地面に埋うまっているとはいえ、小ぶりの石が先端を覗のぞかせている。

「サラ……。サラ」

　エドワードが微動だにしない従姉妹の白い頬ほおを、軽く叩たたいているのが見える。

　膝立ちになり、様子を見ていたアイシャの前で、「ひうううう」と、サラが奇き妙みような呼吸音を漏もらした。

「……よかった……。息を……」

　マリアは口元を覆い、再び泣き始める。エドワードも目元に安あん堵どの色を浮うかべた。

「屋や敷しきに運ぼう」

　サラに伸のばした腕うでを、がっつりとアイシャが握る。

「違ちがう。これ、呼吸じゃない。死線期呼吸ギヤスピングよ」

　エドワードの腕をつかんで動きを封ふうじると、アイシャは彼を押しのけた。

　サラの胸むな元もとに耳を押し付け、アイシャは間近で彼女の表情を見る。

「いや……。息をしているではないか」

　エドワードが戸と惑まどった声を発する間も、サラは下顎だけを動かし、小鼻を広げて、「ひうううう」と呻うめく。

「ううん。肺が、ほら。膨ふくらんでいないでしょう？」

　上半身を起こし、サラの胸を指さしてみせる。

　死線期呼吸とは、心停止直後に起こる、しゃくりあげるような音のことだ。呼吸音のように聞こえるが、実際には肺が動いていないので、身体からだに酸素は入ってこない。

「心臓の拍はく動どうも感じられない。……ごめんね、サラちゃん！」

　言うなり、強ごう引いんに彼女の胸元を広げる。ぶちぶちといくつかのボタンが飛び散り、周囲にいた庭師や執しつ事じなどの男性が、一いつ斉せいに背を向けた。

「転んで、胸を強く石にぶつけたんだと思う。見て、打だ撲ぼくの跡あとがある。その衝しよう撃げきで、心臓が止まった。心臓震盪の可能性が高い」

　むきだしになった胸の中央部には、確かに打ち身の跡のようなものがあった。

　胸部に強い衝撃を受け、瞬しゆん間かん的に心臓が止まってしまっているのだ。

　若じやく年ねん層や乳幼児に多く、球技をしていてボールを胸部に受けた時に起こすことが多い。

　アイシャはサラの手首を取り、脈を診みるが触ふれない。ついで、頸くびに指を這わせるが、こちらも脈を感じなかった。即そく座ざに胸骨圧あつ迫ぱくを行いながら、地面にうずくまって固まっているマリアに顔を向けた。

「手伝ってください。こちらに来て」

　だが、怯おびえて首を横に振ふり、マリアは侍女に抱き着いている。

「お子さんの息が止まっているの！」

　とっさに怒ど鳴なりつけた。

「まだ、心臓が止まって間もないっ。心肺蘇そ生せいをすると助かるの！　お願い！　手伝って！」

　膝立ちになり、圧迫を続けながら声をぶつける。アイシャの身体であればこれぐらいの運動量、なんともないのだろうが、このパドマの姿はつらい。宮中伯はくの娘むすめともなると体力もそうそうないのだろう。額に汗あせが浮かび、腕がつらくなってきた。

「ど、どうすれば……」

　涙なみだを浮かべながらも、それでもマリアは近づいてきた。ひぃいっく、と大きくしゃっくりをひとつしたが、瞳ひとみには力がある。

「今、圧迫することで、止まっている心臓の代わりに、身体に血流を送っています。お母さんは、お子さんの顎を上げて、喉と地面を平行にして。……そうです。それで、私が合図をしたら、お子さんの鼻をつまんで、口移しで胸に息を吹ふき込んでやってください。いいですか？」

　見やると、大きくひとつうなずく。

「お願いします！」

　言うやいなや、胸骨圧迫をやめる。同時に、マリアは水に潜もぐるようにひとつ大きく息を吸い、それから娘に息を吹き込んだ。

「うまい！」

　アイシャは額の汗を拭ぬぐって思わず声に出す。きれいに呼吸が入った。サラの胸が上がる。

「もう一度！」

　アイシャの声こえ掛がけに、がくがくと頭を縦に振り、再び息を吹き込む。

「結構です。離はなれて……」

　もう一度胸骨圧迫を行おうと、膝立ちのままサラにいざる。

　げほり、と。

　目の前でサラが身体を丸めて、咳せき込んだ。

　湿し気けた重い咳せきをひとつした後、けんけん、と立て続けに咳き込み、甲かん高だかい声で泣き始める。

「サラ!!」

　マリアは口元を手で覆おおって泣き出し、周囲のメイドや執事たちも歓かん喜きの声を上げた。

（よかった……。ひとまず、これで安心ね……）

　アイシャも顔をほころばせる。

「部屋を用意しろ」

　ばさり、と布が空気をはらむ音がしたかと思うと、地面に寝そべったまま泣いているサラの身体に、エドワードが自分の上着ジヤケツトをかけてやっているところだった。

　慌あわただしく数人の使用人が走りだし、荒あらい息のアイシャの前で、エドワードが、泣いているサラに手を伸ばした。

「痛くないか？　つらいところはもうないか？」

　頭を撫なで、優やさしく声をかけている。

　その表情や声こわ音ねに、おや、とアイシャは目をまたたかせた。

　こんな顔ができたのか、と思うほど、気づかわし気で、そして、柔やわらかい。

「お、おにいちゃまに。お花を……」

　泣きじゃくりながら、差し出すのは、瑠璃唐草ネモフイラだ。ずっと握にぎっていたからだろう。しおれた上に、つぶれてしまった青いその花を見て、一層顔をゆがめてサラは泣き出す。

「ありがとう。持ってきてくれたのだな」

　エドワードは口元に笑えみをたたえたまま、うなずいた。

「お前から、その花を見にくるように言われていたのに……。行けなくて悪かった。あとで、ゆっくり話をしよう」

　泣き続けるサラに根気よくエドワードが話しかける。その姿は、さっきまで自分に見せていた無表情で敵意あふれる態度とは全く違った。

「準備が整いました」

　執事がエドワードに耳打ちをする。無言で立ち上がると、従僕のひとりがサラを抱き上げ、侍女と共に屋敷に向かう。

「瑠璃唐草が見ごろだから、どうしてもあなたに見せるのだ、と聞かなくて……」

　よろけながら地面から立ち上がるマリアは、エドワードに力なく言う。その腕を支えてやり、彼は睫まつ毛げを伏ふせた。

「申し訳ありません。多た忙ぼうを言い訳にしていたために、このような……」

「いえ。わたくしがいけなかったの。陛下があのような状態にあって、あなたは忙いそがしいのに……。ついつい、娘を甘やかしてしまって……」

　声はかすれているが、芯しんはしっかりしている。目を赤くはらしたまま、彼女はアイシャに顔を向けた。

「助けていただいて、なんとお礼を申し上げればよろしいのか……。あなたがいてくれて、本当に感謝します。……キャベンディッシュ宮中伯のお嬢じよう様さまかしら」

　アイシャはうなずき、顔を伝う汗を肩かたのあたりで拭った。拭ってから、しまった、と顔をしかめる。宮中伯のお嬢さんとやらは、ハンカチで汗を拭ふくんじゃないだろうか。

「女性なのに侍じ医い団に入ったと聞いたけれど。すごいわね」

　そう言われて、きょとんとする。一瞬意味がわからなかったが、すぐに、この当時、女性の医師がいなかったことを思いだした。

「あとで、またサラちゃんの様子を見に行きます。今はどうぞ、お母様がお側そばに」

　つじつまの合わないことを言って不ふ審しんがられてはいけないと、アイシャは口早に伝える。マリアはドレスをつまみ、綺き麗れいな辞じ儀ぎをして屋や敷しきへと歩き出した。

　ほ、と息をついた時。

　地面が震ふるえるような大きな音がした。

　驚おどろいたのはアイシャだけではない。マリアについて屋敷に戻もどり始めた使用人たちも目を見開いて音の方を見ている。

　どうやら、馬車に積んでいた荷物を運ぼうとして、石いし畳だたみに落としたらしい。馭ぎよ者しやがしきりに頭を下げている姿が見えるのだが。

　その姿に、かぶさるように。

　ぶわり、と白いテント幕が翻ひるがえる。

　二重写しを見ているように、庭の景色の上から広がるのは、頭を両腕で抱かかえて地面にうずくまる医い療りよう従事者たちだ。

　どん、と地面を揺ゆるがして音が鳴る。爆ばく音おん。誰だれもが一斉に地面に伏せ、ひたすら音が止やむのを待つ。自分もそうだ。お願い。早く止んで、と目を閉じて何度願ったことか。

　不意に突つきつけられる銃じゆう口こう。

　ざくざくと響ひびく荒い足音。

「……っ！」

　アイシャは目を固くつむり、俯うつむく。息が荒くなる。せわしなく呼吸が口から漏もれ、とめどなく汗が額から流れ出した。

（……フラッシュバックだ……）

　大きな音に反応し、テロリストに襲おそわれた時の光景を脳が繰くり返しているに過ぎない。大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫。ここは違ちがう。ここはもう、安全。大丈夫。何度もそう言い聞かせる。

「おい」

　ぐい、と肩を掴つかまれ、悲鳴を上げて振り払はらった。拍ひよう子しに地面に尻しり餅もちをつき、したたかに腰こしを打つ。

「………ご、ごめんなさい……」

　荒い息をついたまま、汗だくの顔でエドワードを見上げる。地面にぎゅっと爪つめを立てるが、その手がまだ震えていた。

「……こっちこそ、すまん」

　不審そうに自分を見下ろしてはいるが、急に声をかけて驚かせたと思っているようだ。わずかに詫わびると、片かた膝ひざをついて顔を寄せてくる。なんだろう、と芝しば生ふの葉がついた手で顎あごを伝う汗を拭うと、エドワードは短く言った。

「お前に、診みてもらいたい患者ひとがいる」
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　王城の廊ろう下かに、こつこつと、アイシャとエドワードの靴くつ音おとが響く。

　廊下の窓から吹ふき込んだ風が、首筋を撫でて通り過ぎた。

　サラの意識や心しん拍ぱくの状態を確かく認にんし、念のため、数日は移動を避さけて王太子の屋敷に泊とまるように告げると、当の本人はもろ手を挙げて喜んでいた。エドワードと遊べると思ったらしい。

　そんなサラをなだめておとなしくさせると、エドワードはアイシャを馬車に詰つめ込み、慌あわただしくこの王城へと向かったのだ。

（随ずい分ぶんと広いのね……）

　エドワードの数歩後ろをついて歩いているが、ひとりだと迷子になりそうだ。崖がけや岩いわ肌はだを利用して造られた王城は、戦時には跳はね上げ式の通路を使って、籠ろう城じようできる仕組みになっている。

　城、というより砦とりでだ。王都の周囲にも塀へいが巡めぐらせてあり、いざとなれば都ごと閉じてしまうのだろう。

（いろんな建物があるんだなぁ）

　窓からの様子を眺ながめる。正門の方には華はなやかな出窓を持った建物が続いていたが、この建物から北側に見えるものは、随分と質素で頑がん丈じようそうだ。

（……尖せん塔とう……？）

　緑の瓦かわらを載のせたとんがり屋根を見た途と端たん、もぞり、と心の底が不快にうねる。

　心しん拍ぱく数すうも上がったようで、アイシャは慌てて視線を逸そらした。なぜだかわからないが、あの尖塔からは不ふ穏おんな気配しか感じない。

「おい」

　呼ばれて、アイシャは顔を向ける。気づけば、足が止まっていたらしい。エドワードがぶっきらぼうにこちらを見ていた。

「ああ。ごめんなさい」

　慌てて彼の隣となりに並ぶと、ぞんざいにエドワードはドアをノックした。

「失礼する」

　返事も待たずに、扉とびらを押し開けた。

　ためらいがちに、アイシャは彼の後について室内に入る。途端に、刺さすような視線に気づき、足を止めた。

　室内には、男性ばかり、五人ほどいる。

　天てん蓋がい付きの寝しん台だいの側に、でっぷりと太った中年の男性がひとり。その横には、対照的にやけに細く、顎あご鬚ひげを生やした高こう齢れいの男性がひとり。

　南側に大きく取られた窓の側には、エドワードと年の変わらない茶色の髪かみに、琥こ珀はく色いろの瞳ひとみをした青年と、四十代とおぼしき男性がひとり。そして、扉とびら脇わきには、帯たい剣けんの騎き士しが立っている。

（……なんか、場違いな気が……）

　アイシャはごくりと息をひとつ飲み込んだ。

　エドワードに連れてこられたが、「お呼びではない」感が半はん端ぱない。

　現国王オーウェンの寝室は、敵意に満ちている。

『侍じ医い団の中でも情報統制をかけているから、お前の耳には入っていないだろうが』

　屋敷から王城に来るまでの道中、エドワードはそう前置きをして、語り始めた。

　アイシャに診てほしい、という患者は、オーウェン王のことのようだ。

　半年前から頭痛を訴うつたえていたこと。ひと月ほど前、急に倒たおれたこと。その後は寝ねたきりで意識がなく、呼びかけにも反応しないが、飲み込みはできるらしく、スープのようなものを口にしていること。

　聞いた限りでは、脳のう梗こう塞そくか脳動脈瘤りゆうの破は裂れつのように思うが、レントゲンを使用した各種検査機器などないこの状態では診しん断だんもつけられない。

『他国に父上の状態が漏もれることはまずい。情報に、かなりの制限をかけているが、露ろ見けんするのも時間の問題だろう』

　馬車の中で、エドワードがぼそり、と言う。そういえば、トマスも国王の状態が良くないのだ、と言っていた。

『……その……。そんな重要な話を、私にしてもいいの？』

　ためらいながら、アイシャは尋たずねた。あれほど〝パドマ〟を警けい戒かいしていたではないか。

『侍医団は信用ならない』

　きっぱりと断言される。

『我われ々われを排はいし、父上の治療を勝手に進めている。トマスも侍医団に所属しているが、派手に動いてこれ以上敵を作ると身動きしにくくなる。だから、お前の意見を聞かせてほしい』

　まっすぐに目を見み据すえられ、思わずアイシャは背筋を伸のばした。

『父上が今、どのような状態なのか。そして、侍医団の治療方針は正しいのか、を』

『それはもちろん。問題ないけど……』

　セカンドオピニオン、ということだろうか。

　主治医とは別の視点で症しよう状じようを診てほしい、という患者は多い。きっと彼もそうなのだろう。おずおずとうなずくと、安あん堵どしたようにエドワードは溜ためた息を吐はいた。

『あと……。さっきの件だが』

　わずかな沈ちん黙もくの後、エドワードが硬かたい声で言葉を放った。アイシャは目をまたたかせる。さっき、とはなんだ。

『サラのことだ』

　きょとんとした顔を見て察したらしい。エドワードは改めてアイシャに向き合うと、ぎゅ、と口角に力を込めた。

『あの的確な判断と素す早ばやい処置は、見事だった。直接胸に呼気を送り込んだり、身体からだの上から心臓を圧あつ迫ぱくする方法など、見たことがない』

　咄とつ嗟さにアイシャは口をつぐんだ。本格的な心肺蘇そ生せい術が確立されるのは、この時代から三百年後になる。しまった。何か疑念を抱いだかれただろうか。

　様子を窺うかがうように揺ゆらした視線の先で、エドワードがわずかに目線を下げた。

『お前がいなければ……。お前の技術と知識がなければ、きっとサラの命は危なかった。本当に、ありがとう。彼女や叔母おば上うえに代わり、あらためて礼を言う』

『そんな……！　当然のことをしたまでで……』

　安堵すると共に、ぶんぶんと首を横に振ふる。くすり、と小さな笑い声が頬ほおを撫なでた。

『当然、か。頼たのもしいな』

　緩ゆるんだようにエドワードが微笑ほほえんでいる。

（なんて綺き麗れいな笑え顔がおなんだろう……）

　呆ぼう然ぜんとその笑顔を見つめながら。

　どうやら自分は。

　いや、自分の〝医い療りよう的知識〟は、彼の信しん頼らいを獲かく得とくすることに成功したようだ、と気づいた。

（信頼に応こたえなくっちゃ……）

　寝室内の不ぶ躾しつけな視線に怯ひるみそうになる自分を叱しつ咤た激げき励れいした時だ。

「これはこれは、兄上。ごきげんよう」

　窓まど際ぎわにいた青年が、手に持っていた文書をくるりと巻き取り、片方の口角だけ上げて笑った。

　兄上、と呼んだということは、この男がハリソンか、とアイシャは目をみはる。

　パドマの二番目の婚こん約やく者であり、捕ほ虜りよになった後、見捨てるような形で処しよ刑けいさせた張本人。

（……この、男が……）

　エドワードとは腹はら違ちがいの兄弟だが、年は同じだと聞く。エドワードの実母が第一妃ひ。ハリソンの母親は第二妃だ。

　父親は同じくオーウェン王だが、このふたり、あまり似ていない。

　エドワードが貴公子然としているのに対し、ハリソンは厚い胸むな板いたに、しっかり張った顎。軍服越ごしにもわかる太い筋肉を持った男だ。エドワードは芯しんの強そうな紺こん色いろの瞳を持っているが、ハリソンは、冷れい徹てつそうな琥珀色の瞳が印象的で、心に残る。腰こしに帯剣しているところを見ると、騎士なのだろう。膝ひざ近くまである長靴ブーツの踵かかとには、金色の拍はく車しやがついていた。

　ふ、と。

　ハリソンの瞳に見据えられた。ばくり、と。不穏に心臓が鳴ると同時に、視界の左に浮うかぶのは、怯おびえたような顔の〝パドマ〟だ。まばたきをする間に姿を消したが、アイシャはせわしなく瞳を動かして彼女の残像を探した。

「では、これをイズミール外交官へ」

　その間に、ハリソンは低く言い、巻物を近くの男性に差し出した。男性が受け取ろうと手を伸ばす。

「待て」

　だが、鋭するどくエドワードが制した。

「イズミール外交官に何を命じる。誰だれの許可を得た」

　ぴしゃり、と室内の空気を打ってエドワードが声を放つ。だが、巻物に手を伸ばした男性は、胡う乱ろんな視線を寄よ越こし、ハリソンも苦笑いを浮かべていた。

「誰の、とは……。父上の裁可をいただきましたよ」

　ハリソンは言うなり、琥珀色の目を寝台に向ける。

「ねぇ、父上。報告いたしましたね？」

　そこに横たわるのは、くすんだ茶色の髪をした男性だ。開いた瞳はエドワードと同じ青い瞳をしている。水分量の少ないかさついた肌はだと、骨張った身体を絹の寝衣に包んでいた。

（……確かに、反応はなさそうね……）

　肘ひじ辺りまで袖そでをまくられた腕うでは、ぴくりとも動いてない。

「父上がお答えできるとは思わぬが」

　冷ややかなエドワードの声に応じたのは、爆はぜるようなハリソンの笑い声だ。

「だからといって、父上の代行である兄上の許可を待っていたら、いったい、いつになることやら」

　続くのは、男たちの嘲ちよう笑しようだ。底意地の悪さを含ふくんだその大きな笑い声にアイシャは怯む。思わず背をそらし、一歩後ずさったのだが、その肘をがっしりと捉とらえ、逆に一歩エドワードは踏ふみ出した。

　どん、と彼が力強く踏んだ床ゆかの音に、嘲あざけりが消えた。

「わたしは内容を吟ぎん味みし、優先順位をつけて、裁決をしているつもりだ」

　紺色の瞳ひとみが明確な圧力を持って睥へい睨げいする。

「父上がご返答できない現在、代行しているのはわたしだ。許可はわたしが出す」

　室内の男たちは一様に目線を合わせ、そして、ふ、と馬ば鹿かにしたような嗤わらいを漏らした。

「王太子殿でん下か。別に肩かた肘ひじを張らずとも……。ハリソン王子にも頼たよられてはいかがですか」

　騎き士しのひとりが場を代表するような形で進言した。その場の誰もがうなずく。

「頼る？」

　じろり、とエドワードは紺色の瞳を騎士に向けた。

「イズミールの申しん請せい書しよについて言えば、頼ることなど何もない。これは三国間貿易だろう」

　エドワードが『読んでいない』あるいは、『内容を把は握あくしていない』と思っていたのだろう。鋭く斬きりつけるような語気に、明らかに怯んでいる。

（三国間貿易ってことは……。ダブリー王国が仲ちゆう介かい料を取る、ってことよね？）

　ちらり、とアイシャはハリソンの様子を窺うかがう。平然としているが、多分手数料を受け取るのは、国ではない。マルゴット家だ。

「いったい、いくらの仲介料を取り、そしてなぜこのような仲介が必要なのかはまるで書かれていない。別べつ途とイズミール外交官を召しよう喚かんし、話を聞くつもりだった。そして」

　紺色の瞳を、エドワードはハリソンに向ける。

「今は、父上が諸しよ侯こうに諮はかっていた税改革の方が先だ。まずは森林税を下げて、多大な領地を持つがゆえに、負担が増えている辺境伯はくたちの不満を解消する。そして、貿易品目について関税をかけて、外交で財をなしている者たちから、適切な税を徴ちよう収しゆうする」

　なるほど、とアイシャは深くうなずいた。

　これは、貿易で多額の益を得ているマルゴット家への牽けん制せいになる。おまけに、王太子派である辺境伯にも有利な政策だ。彼等は名めい誉よと領地を重んじ、それ故ゆえに多額の納税を王家に対して行ってきた。

　だが、領地や名誉になど目もくれず、ひたすら海外との貿易で莫ばく大だいな利益を得る商人やマルゴット家たちが国に払はらう税金など、今現在は微び々びたるものなのだろう。たとえ森林税を引き下げたとしても、それに見合う税の収入が商人たちから見込めると踏んでいるのだ。

　ちらり、と室内を見回すと、誰もが焦あせったように口ごもっている。

「イズミールへの返答はわたしが行う」

　断固としたエドワードの口調に、ハリソンはため息をつき、持っていた巻物を床に放り出した。ごつり、と乾かわいた音が室内に静かに響ひびく。

「兄上が行っておられる税制改革や、国内の法整備を軽かろんじているわけではありませんよ」

　ただひとり、平然とした顔でエドワードを見やるのはハリソンだ。窓まど枠わくに腰をかけるようにして足を組む。

「ただ、均きん衡こうが取れていない、と申し上げている。国内にばかり目を向け、外交に重点を置かぬようでは、いつか他国に食いつぶされますぞ」

「他国に食いつぶされぬために、国内を固めるのだ。貴き卿けいが何を考えているのか知らぬが、甘い蜜みつに誘さそわれる前に、それが薔薇ばらか食虫花かよく確かめるがいい」

「これはこれは。ご忠告、いたみいりますな」

　感情のない声でハリソンは笑い飛ばし、姿勢を正した。

「それで？　そのようなありがたいお言葉を、おれに言いに来たわけですか」

「ここにいる医師に、父上の状態を診みてもらうために来た」

　ぐい、と背中を押され、アイシャはたたらを踏むようにして前に出る。

「は……、あ。どうも……、あの……」
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　室内の視線を一いつ斉せいに浴び、意味のない声が漏もれる。ドレスのスカート部分を握にぎって視線を寝しん台だいに向けた途と端たん、嗤われた。

「医師、だなどと……。侍じ医い団に入って間もない、ただの見習いではないですか」

　顔を歪ゆがめるようにして吐はき捨てるのは、太った男の方だった。その隣となりでは呆あきれたように瘦やせた男がため息をつき、ハリソンも肩を竦すくめている。

「だが、フィッシャー卿。貴卿ら侍医団が推おしたのだろう？　この娘むすめを、わたしの主治医に、と。そう、キャベンディッシュ宮中伯から聞いているが？」

　感情を露あらわにしていないのに、エドワードの言葉はフィッシャーと呼ばれた太った男を黙だまらせるには十分な威い力りよくを持っていたようだ。

「主治医、とは医師のことだろう。医師でもない者を、わたしに寄越したのか？」

「ですが、大事な陛下の身体からだに、女が触ふれるなど……」

　吐き捨てる様子に、アイシャは眉まゆ根ねを寄せたが、室内の誰も、発言に対して咎とがめる様子がない。

（……えー……。このレベルなの……。この時代）

　アイシャはたじろぐ。

　男女共同参画社会を謳うたわれている現代においても、格差は確実にある。難民キャンプではあまり感じなかったが、病院内では同じ仕事をしているにもかかわらず、昇しよう進しんなどに差が出てくることはあった。

　だが、さすがに、女だから身体に触さわるな、と患かん者じやに言われたことはないし、同どう僚りようからも、女だから引っ込んでいろ、と言われたこともない。

「治ち療りよう方針に何かご不満でも？」

　投げやりな様子で尋たずねるのは、瘦せた方の男だ。ハリソンの側そばに居る男性も、冷ややかな視線をエドワードに向けていた。

（……私は、女だし、あれだけど……。エドワードって、王太子でしょ？　それなのに、この態度って何よ……）

　明らかに軽んじられている。いや、疎うとんじられているのだろうか。この室内に、エドワードの味方らしき者はいないらしい。侍医団さえ、ハリソン側についている。

「父上の瀉しや血けつをやめていただきたい」

　きっぱりとエドワードが言い切り、アイシャは目を見開いた。そうか。この時代、瀉血があるのだ。

　古代より、人体というのは、血液、粘ねん液えき、黄おう胆たん汁じゆう、黒こく胆たん汁じゆうの四つからなり、このバランスが崩くずれることで病気になると考えられていた。特に、血液に不純物が混じることや、量が多すぎることによって体調不良になると思われていて、医師は血管を意図的に切り、人体内の血液量を調整することで、病気を乗り越えようとした。それが瀉血だ。

「明らかに、瀉血の後、父上は体調を崩されている。他ほかの治療法に切り替かえていただきたい」

　突つき放すような言い方に、アイシャは驚おどろいてエドワードを見上げる。

（……医師がすることだから、って盲もう信しんしてるわけじゃないんだ。この人はこの人なりに、考え、観察して、意見をしてる）

　この当時、ここまで重度の患者には、瀉血は当然だと周囲も思うことだろう。出血多量で死んだとしても、それは、「もう少し早く瀉血していれば助かったのに」と考えられていた。それなのに、エドワードは「この治療法はおかしい」と感じている。

「瀉血は立派な治療法です。病とは、血が澱よどむことによって発生します。余分な血を体外に排はい出しゆつすることにより、次し第だいに寛かん解かいし、そして完治に向かうのです」

　フィッシャーは胸を張ろうとして、結果的に腹を突き出した。

「特に、陛下は長らく頭痛を訴うつたえてこられた。これは典型的な症しよう状じようです。こめかみや腕うでを切開し、瀉血することにより……」

「そうなのか、パドマ」

　話を断たち切り、エドワードが切り込んでくる。アイシャは戸と惑まどい、周囲を窺うかがった。

「……多血症なんかの病気には確かに一定の効果が認められる、かな……。あと、血圧を低下させることで、症状が改善する病気には効いているように見えるだろうけど……。基本、あんまり……」

「馬鹿な!!」

「何をもってそのようなことを言うのか!!」

　途端に非難を浴び、首を竦める。牙きばを剥むく勢いで男性達に怒ど鳴なりつけられ、うろうろと視線を彷徨さまよわせた結果、ふと、目が、合った。

（……え……？）

「これはれっきとした治療法であり、万ばん人にんに有効な方法だ！」

　顔を紅潮させて怒おこるフィッシャーを、その青い瞳ひとみは見ていた。

「何も知らぬ小こ娘むすめが……っ。我われらを愚ぐ弄ろうするかっ」

　鬚ひげを震ふるわせ、睨にらみつける細身の老人を、今度は追った。

「兄上。素人しろうとの言うことを真に受けておられるのですか？」

　くくく、と喉のどで笑いを押し殺すハリソンに、今度は青い瞳を移す。

「あ、あの……っ」

　アイシャはそれら一いつ切さいを無視し、挙手をする。ぽかんと、毒気を抜ぬかれたように自分を見つめるいくつもの瞳を、逆に見返した。

「王様……、じゃない。なんて言うの？　オーウェンさんじゃない……。陛下！　そう、陛下は、夜、眠ねむってますか？」

　ぐるり、と室内に首を廻めぐらせるが、目が合うたびに不自然にそらされる。

「眠っている」

　はっきりと答えたのは、エドワードだ。

「朝や、日中はこのように目を開いておられるが……。父上は、夜になると、倒たおれる前と同じく、目を閉じて眠っておられる」

　明快な返答は、結局エドワードしかオーウェンのことをしっかりと看みていないことを証明していた。

「だとしたら……」

　アイシャはオーウェンの寝台に近づき、目線を合わせて覗のぞき込む。

「初めまして、陛下。……ア……。じゃない。パドマ・キャベンディッシュと申します」

　思わず、アイシャ・レッドと言いかけて、慌あわてて言い直す。その間も、しっかりと自分を見返す青い瞳に、確信を抱いだいた。

（これ……。『閉じ込め症候群』だ……）

　主に、脳幹の橋腹側部に損害を受けたため、意識がはっきりしているにもかかわらず、身体の動きとしては、眼球運動ぐらいしか残されていない状態のことをさす。そのため、「話す」「声を出す」など、自分から意思表示ができないのだ。

「はい、の時は、まばたきを一回していただけますか？　いいえ、の時は、まばたきを二回。どうです？」

　静かに尋ねると、オーウェンはアイシャを見つめたまま、ゆっくりとまばたきを一度行う。

「……父上……っ」

　駆かけ寄ってきたのは、エドワードだった。力なく横たわった父の手を握り、両りよう膝ひざを床ゆかにつく。

「父上。おわかりになりますか」

　エドワードの問いに、オーウェンは、はっきりとまばたきひとつで、応じた。

「……どういうことなのだ……っ」

　呟つぶやいたのは、フィッシャーだ。明らかに狼ろう狽ばいし、やせぎすの医師と目を見合わせている。

「脳の損傷部位により、意識ははっきりしているにもかかわらず、身体が動かせない状態になっているのです。陛下は頭痛を長らく訴えられていたんですよね？」

　アイシャは言うなり、室内を見回し、文ふ机づくえを見つける。足早に近づき、引き出しを漁あさって紙と羽根ペンを探し当てた。

「そうだ。いろいろな薬や治療を試ためしたが、効果はなかった。そしてある日、執しつ務む室で、頭をかきむしってお倒れになった」

　背後からはエドワードの声が聞こえてくる。

「脳のう梗こう塞そくの兆候だったんだと思います。えっと……。脳梗塞っていうのは、脳の血管がつまって血流が途絶え、そこが壊え死しするんです。場所的に、橋腹側部だったのでしょう」

　アイシャは紙に表音文字を書き連ねながら、話し続ける。今や、エドワードだけではなく、室内の皆みなが自分に注目している。

「その結果、眼球運動ぐらいしか残っていないんです。だけど、聴ちよう覚かくも……。他の感覚器官も生きていますから、聞いたこと、見たこと、感じたことは当然理解し、記き憶おくされています」

　途と端たんにフィッシャーが息を吞のむ音が聞こえた。その間も、エドワードはオーウェンの手を握にぎっている。視界の隅すみに映る彼は、祈いのるような姿勢で、安あん堵どの息を漏もらしていた。

「文字盤ばんを使って、意い思し疎そ通つうを図はかることは可能ですから……。陛下」

　アイシャはエドワードの隣となりに並び、文字を書き連ねた用紙をオーウェンに見えるように翳かざした。

「私が、羽根ペンで文字をなぞります。ここ、と思ったところでまばたきをしてください。それを連ねて、会話をしましょう」

　返事はすぐにあった。まばたき、一回。

　ほ、と新たにエドワードが息を漏らす。彼が握るオーウェンの腕には、いくつもの傷きず跡あとがあり、それが瀉血の跡なのだと知って、胸が詰つまる。

　オーウェンの深い青の瞳は、アイシャを見つめてひとつまばたきをする。合図だと気づいたアイシャは、表音文字を羽根ペンでなぞり、まばたきをする箇か所しよで手を止めた。

『エ　ド』

　最初に彼が発したのは息子むすこの愛あい称しようだ。そういえば、叔母おばであるマリアもエドワードのことをエドと呼んでいた。親しい間あいだ柄がらでは、彼はそう呼ばれているのだろう。

「父上。このような状態に気づかず……。誠まことに申し訳ありませんでした」

　潤うるんだ息子の声に応じたのは、まばたきふたつ。そんなことはない。父の目は声に出さずともそう言っていた。

「何か、尋ねたいことは？」

　アイシャはエドワードにそっと声をかける。しばらく考えるように動きを止めたものの、彼は咳せきばらいをし、すぐに形の良い唇くちびるを開いた。

「国内の特権階級への税制改革は滞とどこおりなく行っております。次なる一手は、交易税だと思いますが、父上はいかに考えられますか」

　オーウェンは再びアイシャに瞳を向ける。アイシャはゆっくりと羽根ペンで文字をなぞり、オーウェンが合図をした文字を拾い上げた。

　それはすぐに言葉となり、エドワードは真しん剣けんに耳を傾かたむけた。時折、アイシャの手を止め、エドワードは更さらにオーウェンに質問をし、それをオーウェンはまばたきを繰くり返して返答を重ねた。

「では、父上……」

　しかし、あくまで単語でしか会話は成り立たない。めまぐるしく頭を動かし、簡潔に意思疎通をこなしていたエドワードが口を開いた時。

　アイシャの手から、用紙が消え失うせた。

　理解が追いつかなかったが、すぐに奪うばわれたのだと気づく。手からなくなった用紙を捜さがそうとした瞬しゆん間かん、それが引き裂さかれたことを、音で知った。

「こんなもの、まやかしに過ぎない！」

　フィッシャーが怒いかりに任せて引きちぎっている姿に、アイシャは声も出ない。エドワードもそうだ。ふたりとも、呆ぼう然ぜんとして、その姿を眺ながめていた。

「ありえない！　そんなこと、あるはずがない！」

　充じゆう血けつした瞳で睨み据すえられ、アイシャはようやく我に返る。

「な、何をするんです！」

　反射的に怒ど鳴なりつけたが、その勢いを潰つぶすほどの悪意でもって、口を塞ふさがれた。

「この詐さ欺ぎ師しめ！」

「どんな仕し掛かけを使ったのだ！」

　医師だけではなく、室内にいる騎き士しや文官らしき男たちからも罵ば声せいを浴びせられ、アイシャは呆あつ気けに取られる。

「ち……、違ちがう……。え……!?　だって、みんな、見たでしょう!?　陛下は意識がある！」

　指をさし、必死に訴うつたえるが、それを越こえる勢いで否定の意見をぶつけられた。

「どうして！　陛下は話してるじゃない!!　なんで理解してくれないのっ!!」

「兄上。まさかこのような馬ば鹿かげた行こう為いを信じるまいな？」

　ハリソンの凍いてつくような笑えみに、アイシャはとうとう口を閉じた。どうして……。ただ、力なく心の中で呟く。どうして、信じないのだ、と。

「こんな悪ふざけ。兄上ならば、惑まどわず、全まつとうに判断なさるだろう？」

　突つき放すように言われ、アイシャはぐらり、と身体からだを揺ゆらしてエドワードを見る。彼の姿が滲にじむのは、涙なみだのせいだろうか。だとしたら、とアイシャは目め頭がしらに力を込める。泣くものか。自分は彼を騙だましたわけではない。

「行くぞ」

　エドワードは言うなり、アイシャの手首を掴つかみ、扉とびらに向かう。

　背後からは、「これだから女は」「いや、まったく」とあざ笑う声が追いかけてきて、アイシャは唇を噛かんだ。

「……エ、エドワード……」

　手首を掴んで、王城の廊ろう下かをひたすら真っ直すぐ歩く彼に、アイシャは声をかけた。殿でん下か、などという敬けい称しようは頭から飛んでいた。

「陛下は……。エドワードのお父さんは、確かに意識がある。意思の疎通ができる」

　数歩前を歩く彼の背中に、言葉を連ねるが、悔くやしさのために、徐じよ々じよに涙がにじむ。

「倒たおれてから今まで、きっといっぱい辛つらい思いをしてきたと思う。意識があるのに……。それなのに、誰だれにも言葉を伝えられなくて……」

　目の縁ふちに溜たまった涙が、頬ほおを伝った。

「でも、今日、ようやく表現方法を見つけて……。嬉うれしかったはずなのに……。息子と……、エドワードと話せて、ほっとしたと思うのに。それなのに……」

　次々と涙が浮うかび、堪こらえようと息を止めた時。

「わかっている」

　宵よい闇やみの瞳ひとみに射いすくめられた。黒くろ髪かみを揺らし、エドワードが振ふり返る。

「父上は、ただ、話せないだけだ。聡そう明めいで、そして力強い。賢けん王おうと名高い、あの日のままだ」

　言い切られ、胸が詰まる。

「そのことが今、確かく認にんできた。お前のお陰かげだ」

　抑おさえきれずに、次々と涙がこぼれた。エドワードに掴まれていない方の手で涙を拭ぬぐい、ただただ、うんうん、とうなずく。

　よかった、と肩かたのこわばりが緩ゆるむのがわかる。あの場の誰もが理解してくれなかったのに、エドワードにはちゃんと通じた。わかってくれた。

　そのことが何より嬉しい。

「へ、陛下と……」

　今度こそ、ちゃんと話そうね。そう伝えようとした矢先。

　ばん、と空気を震ふるわせた大きな物音に、息を吞んだ。

　拍ひよう子しに涙が頬を幾いく筋すじも通る。

　滲んで歪ゆがむ視界の先で、従僕らしい少年が、「申し訳ありません。風で」と、詫わびている姿が映った。どうやら、強風のため、廊下の窓が閉じたらしい。

　そんなことよりも。

　アイシャにとっては、大きな物音が不意に鳴った、ということに意味があった。




　王城の、艶つややかに磨みがき上げられた廊下の風景に。

　大きく翻ひるがえる白いテント幕が蘇よみがえる。

　ばんっ、と勢いよくまくりあげられ、覗のぞくのは鈍にび色いろの銃じゆう口こう。

　自分に向けられた敵意と悪意。




「はっ……。は……っ」

　気づけば、荒あらい息で床ゆかにうずくまっていた。

「パドマ……？」

　手首を掴んでいたからだろう。片かた腕うでを引っ張られるような形で、エドワードは腰こしを折り、訝いぶかし気に問うているようだが、アイシャには答える余よ裕ゆうがない。口からはかなり速い調子で呼吸が漏もれる。それなのに、息が入ってこない。

（やばい……。過呼吸……っ）

　掴まれている手を力いっぱい振り切り、膝ひざを抱かかえる。大だい丈じよう夫ぶ。過呼吸だ。問題ない。もう、自分は殺されない。ここは安全なのだ。

　目を固く瞑つぶり、大丈夫、大丈夫と繰り返し、その間に、必死で呼吸を調整する。意識して、長く息を吐はく。吸うんじゃない、吐け、と何度も言い聞かせる。

　苦しい。涙がにじみかけた時、ふわり、と身体が宙に浮いた。

　一瞬、また〝パドマ〟と出会った闇の世界を思い出し、目を見開く。

　だが、間近にあるのは喉のど仏ぼとけと、綺き麗れいな顎あごの線。は、は、とそれでも短い呼吸を繰り返しながら目線を上げていくと、滲んだ視界の先に、エドワードの端たん整せいな顔が見えた。

　どうやら、自分は横よこ抱だきに抱え上げられているらしい。

　足はゆらゆらと動くのに、背中と膝裏に回された腕からは力強い支えを感じる。

「エ……、エドワ……」

「黙だまってろ」

　短く返され、アイシャは目を閉じる。大丈夫、大丈夫。何度も自分に言い聞かせていると、扉の開く音がする。エドワードが肩で押して適当な部屋に入ったのだと知ったのは、そっと長なが椅い子すに降ろされてからだった。

「……水か何か、持ってこさせようか？」

　ようやく呼吸が落ち着き、額に浮かぶ冷や汗あせを指で拭っていたら、エドワードがぶっきらぼうに声を投げつけてきた。

　長椅子に足を投げ出したまま、そっと彼の顔を窺うかがう。

　腕を組み、片足に重心をかけた尊大な態度を取っているが、紺こん色いろの瞳には気き遣づかう色が滲んでいた。

「大丈夫……。ありがとう……」

　ひりつく喉のどで礼を言い、おどけて笑ってみせる。

「重かったでしょう。ごめんね」

　エドワードは鼻を鳴らしただけで何も答えず、アイシャは数回深く呼吸を繰くり返す。ちりちりとした痛みが指先に走る。不快だが、血に酸素が乗ってめぐっている気配にほっとした。

「……お前のやりたいことが、わたしにはまったくわからん」

　掌てのひらで涙を拭い、すん、と洟はなをすすったら、エドワードがぶっきらぼうに言い放った。

　顔を上げ、彼を見やる。

「婚こん約やくが決まって以降も接せつ触しよくを避さけ、女の身で侍じ医い団に入ったくせに」

　紺色の瞳に冷ややかな色を宿し、自分を見下ろしている。

「今になって、わたしの体調不良を訴えだし、一いつ緒しよに住むとまで言い出す」

　睥へい睨げいした態度のまま、彼はアイシャに告げた。

「てっきり、お前は、フィッシャー卿きようやハリソンの間者か何かで、わたしを探さぐりにきたのかと思ったのだが……」

　わずかに首を傾かしげると、彼の髪かみがさらりと揺れ、薄うす闇やみを散らす。

「か、間者……」

　茫ぼう然ぜんと呟つぶやいた。

　なるほど。だから、あんなに警けい戒かいしていたのか。

「屋や敷しきに来てみれば、健けん診しんだ、なんだと騒さわぎ立て……。サラを助けてみたり、侍医団を敵に回して父上と意い思し疎そ通つうを図はかってみたり……」

　ふ、と口元をゆがめてエドワードは笑う。

「あいつらも、阿あ呆ほうな間者を雇やとったものだと思ったのだが……。お前は」

　エドワードは腕を解き、腰をかがめて長椅子に座るアイシャに顔を近づけた。

「わたしに何かしてほしくて、このような行動をしているのか？　取引でもしたいのか？」

　呼気が頬にかかるほど顔を寄せられる。宵闇を切り取ったような瞳が真っ直すぐに自分に向けられていた。低い、耳ざわりのいい声がアイシャの睫まつ毛げを揺ゆらし、首元をかすめて消える。

「わたしに、何を望む」

「王に」

　エドワードの瞳に吸い込まれるように、アイシャは答えた。

「あなたに、王になってもらう。絶対に」

　芯しんのある、力強い声に、エドワードはわずかに眉を寄せた。数秒見つめあったものの、ゆっくりと腰を伸のばした。

「それは、お前にとって利があるのか？」

「ある」

　明言した。

　ある。彼が王となる世界。それは、パドマも生存しているかもしれない世界だ。

　エドワードが没ぼつしたのちの世界を、アイシャは生きていた。

　医い療りよう用テントにずらりと並ぶ難民たち。常に内乱が起こり、銃器や戦せん闘とう機が身近に存在し、たやすく命が奪うばわれていく。将来のことより、今日を生きることが精せい一いつ杯ぱいな。

　そんな、ハリソンが蒔まいた混乱の種が、芽め吹ぶいたあの世界。

「あなたが王になり、世界を変えるのよ」

　気づけば手を伸ばし、エドワードの手を強く握にぎっていた。

「……お前は、わたしが、王になった世界を見たいのか？」

「見たい」

　大きくうなずく。その姿が、紺色の瞳に映っていた。無言でしばらくアイシャを見つめていたが、引き結んでいた唇くちびるが緩む。

「ならば、見せてやろう」

　顔を近づけ、彼が言う。

　言葉が吐と息いきとなってアイシャの頬ほおを撫なでた。

　勝気な光を放つ紺色の瞳から目が離はなせない。

　強い意志に搦からめとられ、動けない。

　不ふ遜そんで不敵な笑えみを口元に浮うかべているのに、心臓が高鳴るほどの色いろ香かが滲にじむ。その姿に、どうしようもなく惹ひきつけられた。

「だが、そのためには……」

　ゆるり、とエドワードはアイシャの手をほどき、上半身を伸ばす。同時に身体中のこわばりもほどけた気がした。

「父上からわたしに、滞とどこおりなく王位が移らねばならない。王位継けい承しように時間がかかれば、それだけ国内の混乱が他国に知れる。それは避さけねば」

「……え？　陛下が亡なくなったら、すぐエドワードが王様になるんじゃないの？」

　思わず声がかすれたが、咳せき払ばらいをする。王太子なのだ。彼以外の誰だれが継つぐというのか。

「マルゴット家の奴やつらが、わたしが王位に就つくのは不安だ、と騒ぎ立てている。ハリソンと共同統治してはどうか、としつこい」

　淡たん々たんとした言葉に、アイシャは思い出す。さっきも騎き士しが言っていたではないか。『もっとハリソン王子に頼たよってはいかがか』と。

（そういえば、このふたり、同い年なのか……。明確に年の差があれば、また違ちがうのかも）

　母が違うから、双ふた子ごでもないのに年ねん齢れいに差がない兄弟なのだ。

「いずれ、はっきりとわたしに廃はい位いを迫せまってくるだろう」

　呆あつ気けに取られた。そこまで意見をするぐらい力があるのか。

「父上が倒たおれられるまでは、まだこれほど露ろ骨こつではなかったのだが……」

　エドワードが深い息を吐はく。

「もう少しなのだ、パドマ」

　目にかかる前まえ髪がみを無造作にかき上げ、エドワードはアイシャを見つめる。

「わたしの地じ盤ばんを安定させるまでもう少しだ。父上の残された時間はあといかほどだ」

　声は淡々としているが、瞳ひとみはつらそうに伏ふせられた。親族の余命を聞くのはつらいだろう。アイシャは長椅子から足を下ろし、ゆっくりと立ち上がる。

　史実では、ハリソンが王太子となったその年に亡くなっている。ということは、あと二年。だが、その一年前に、エドワードは病びよう没ぼつするのだ。

「……二年。でも、瀉しや血けつが繰り返されているから、明確には答えられない」

　馬車の中で、嚥えん下げ機能は多少残っているようで、スープのようなものは口にしている、と聞いた。だが、それですべての栄養を補うことは無理だ。

「……二年」

　呟くエドワードの瞳はせわしなく左右に揺れる。めまぐるしく何かを計算しているようだ。

（せめて、点てん滴てきがあれば、脱だつ水すい症しよう状じようを防げるんだけど……）

　生理食塩水を入れられれば多少違うかも。そう考えた時、脳内にひらめいた名前があった。

「あっ!!」

「……なんだ？」

　相変わらず、いきなりだな、と言いたげにエドワードが目をすがめるが、アイシャはぱちりと指を鳴らした。

「オスカー・マーフィー！　彼はどこにいる!?」

　パドマ・キャベンディッシュの史実はぼんやりとしたことしか覚えていないが、同時代に生きたオスカー・マーフィーのことは、何度もドラマ化されたり、映画の脇わき役やくで登場したりするから、よく知っている。

　パドマと並び、この時代に活かつ躍やくした天才発明家だ。さまざまな化学的基き礎そを発見し、彼が作製した反射鏡は、いまでも国立天文台の望遠鏡内部に使用されている。

「彼ならこの時代、まだ国内にいるはず!!　えー……、っと彼は神学校に入って飛び級して……。王都のあたりで貴族のサロンに出入りしてるんじゃなかったっけ」

　晩年は海を渡わたり、本人曰いわく『新天地』を目指して冒ぼう険けんに出てしまい、消息を絶つのだが、年齢的に二十歳はたちを少し過ぎたぐらいの今は、まだ王都にいるはずだ。

「彼なら……。彼なら、点滴や、聴ちよう診しん器きも作ってくれるかも！　彼を捜さがして！」

　華はなやいだ声を上げたが、エドワードはこれ以上ないぐらい渋しぶい顔でアイシャを見ている。

「……ん？」

「……いや、なんでも」

　ため息をつき、エドワードは前髪をかきむしった。

「これ以上、変人がわたしの屋敷に来るのかと思うと、うんざりだ」
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「申し訳ありません。あの小こ娘むすめ……」

　布張りの椅い子すに座ると同時に、フィッシャーが謝罪のために深く腰こしを折る。ハリソンはそんな彼を冷ややかに眺ながめ、足を組んだ。かしゃり、と長靴ブーツにつけた拍はく車しやが鳴り、小さく息を吐く。それが、不満そうに見えたのだろう。恐きよう縮しゆくしたようにフィッシャーが身体からだをこわばらせた。

「確かに、取引には応じたのです。ですから、王太子の屋敷に入ったわけで……。父親もうまくごまかせた、と報告は来ました」

　しゃべるたびに突つき出た腹が揺れるのが不快で、ハリソンは顔をそらして窓を見る。

　王城内の自室だ。第二妃ひである母親から届けられた赤いバラが花台に飾かざられ、ぼんやりとそれを見ながら、フィッシャーの言い訳を聞き流していた。

「例の物も、手紙に同どう封ふうして送っているので……。いずれ、時機を見て盛るのやもしれませんが……」

　布の擦すれる音がするので、ちらりと目をやると、額に浮き出た汗あせをハンカチで拭ぬぐっているらしい。

（……盛る、だろうか……）

　ふと、そんなことを思い、満開の赤いバラを眺める。

　自分の母親によく似た、豪ごう奢しやな美しさを持つ多弁なバラだ。そういえば、良くあの父王は、母親のことをバラにたとえていた。対して、エドワードの母である第一妃をユリにたとえた。

　清せい楚そで、それでいて匂においたつユリのような第一妃。華やかで、豪ごう勢せいなバラのような第二妃。

　その容姿はそっくりそのまま、それぞれの息子むすこたちに引き継がれている。

（……パドマめ……）

　ぎり、と知らずに親指の爪つめを噛かむ。

　エドワードがパドマを連れて王の寝しん室しつにやってきた時、てっきり露ろ見けんしたのかと思った。

　まさか、彼女がエドワードに味方するとは思いもしなかった。

（どうして寝ね返がえった？　あれほど、おれになびいていたのに……）

　派は閥ばつ争いの楔くさびとして王太子に差し出された娘。その待たい遇ぐうに不満を持っていた娘。

　自分は、王太子妃ではなく、医学という分野で実力を発揮したい、と望んでいた野心家。

　多少、鼻っ柱の強いところはあるが、しょせんは深窓の姫ひめ君ぎみだ。甘い言葉をかけ、餌えさをぶら下げ、優やさしい態度で接してやれば、あっさりと自分の手に落ちた。うぬぼれでもなんでもなく、あの娘は、兄よりも自分に恋こい心ごころを抱いだいていたはずだ。だからこそ、兄のものを奪ってやった、という快感もあったのに。

「……パドマを手に入れれば、宮中伯はくの一派を取り込めると思っていたが……」

　まだ謝罪を続けるフィッシャーを黙だまらせるために、ハリソンは言葉を発した。案の定、ぴたり、とフィッシャーは口を閉じる。この男も、母親の実家であるマルゴット家からの援えん助じよ金を渡すことで、手中に収めた男だ。

「別に、あの娘にはこだわらん」

　冷ややかに自分を見るあのエドワードの顔を思い出し、ハリソンは、ぎり、と奥歯を噛んだ。

　ただ、第一妃の息子として生まれただけで、王位を約束された男。

　自分の方が、いや、マルゴット家の方が、この国を豊かにできると確信できるのに、古い勢力と共に、ダブリー王家にしがみつく、愚おろかな男。

「邪じや魔まなら、もろともに潰つぶせ」

　告げると、フィッシャーは深々と頭を下げた。

「ああ、それと。父上のことだが」

　投げやりに呟つぶやくと、フィッシャーが弾はじかれたように今度は顔を上げる。

「パドマの言う通り、本当に我われ々われの会話を聞き、覚えていたのなら厄やつ介かいだな」

　組んだ足に頬ほお杖づえをつき、再び窓まど際ぎわのバラを眺める。

「一いつ緒しよに始末してしまおう。なぁに、いつかは冥めい府ふに行くのだ。それが、早いか遅おそいかだけ」

　そうだ、とハリソンは思う。

　いつか、王おう冠かんは我が手にくるのだ。それが、少し早まるだけだ、と。
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　オーウェン王に拝はい謁えつして三日後。

　アイシャは、エドワードの屋や敷しきでオスカーと対たい峙じしていた。

「代わりに、ぼくの身み柄がらを保証してくれへんかな」

　アイシャからの説明を最後まで聞いた青年は、人ひと懐なつっこい笑えみを浮うかべた。

「……身柄の、保証……？」

　ローテーブルを挟はさんで座っていたアイシャは、オウム返しに尋たずね、それから同じ長なが椅い子すに座るエドワードに視線を向ける。

「この男は、教会に捕とらえられ、裁判待ちだった。おかげで、捜す手間が省けた」

　エドワードがひじ掛かけに頬杖をつき、顎あごでしゃくるから仰ぎよう天てんする。ようするに牢ろうに入っていた、ということか。

　どうりで、エドワードに相談してすぐに、こうやって彼に会うことができたはずだ。

「……え。何したの」

　頬ほおをこわばらせて、アイシャは向かいに座る青年を見る。

　年は、やはり二十代前半に見えた。銀色の長い髪かみをひとつに束ねて右みぎ肩かたに垂らし、菫すみれ色いろの瞳ひとみはあくまで陽気に輝かがやいている。

　貴族位を持っていない、とは、エドワードから聞いていたが、木も綿めんのシャツにベストという質素な出いで立ちは、王城で出会う貴婦人たちより、親近感を覚えた。凶きよう悪あくそうでも、狡こう猾かつそうでもない。どちらかと言えば、愛くるしい顔立ちをしているのに、どうして捕らえられていたのだろう。

「何って……。別に、変なことしてへんで？　なぁ、王太子さん」

「軽々しく人を呼ぶな」

　犬でも追いやるようにエドワードは手を振ふるが、オスカーは気を悪くするでもない。はは、と笑ってアイシャを見た。

「神様なんて、おらへん、って、ほんまのことを言うただけや」

　途と端たんに、頭を抱かかえたくなった。

　この当時、神は王よりも上位だ。すべてにおいて絶対的存在であるべきなのに、軽々しくそんなことを言えば投とう獄ごくの上、火か刑けいに違ちがいない。

「……神学校を卒業したんじゃないの？　それぐらいわかってたでしょう」

　思わず尋ねてしまう。大学に相当する学府だ。化学や国学、数学、音楽などの専科を学びつつ、基き礎そ学問として神学を学ぶ。なぜなら、その摂せつ理りのすべてに神が関かかわっている、と考えられているからだ。

「卒業、というか……。見込み、というか……。退学？」

　あっけらかんとオスカーは笑う。どうりで、とアイシャは納なつ得とくした。彼は自己紹しよう介かい時に、「学者」ではなく、「発明家」と名乗ったのだ。

「だって、神がこの世界を創つくったとか、無理やん。世界を秩ちつ序じよだてて理解するには、そんな思想は無用や」

　はは、とオスカーは軽快に笑い飛ばした。

「ぼくは、無む駄だを省き、真理への最短距きよ離りを示しただけ。現象には理由がある。そうやろ？」

　いきなり尋ねられ、アイシャは目をまたたかせる。

「……まぁ、うん……」

「それやのに、大学の教授らは、『神がそう望まれたからだ』とか言うねんなぁ。理由を追究しようとはせぇへんねん。なんでも神様のせいや」

　溜ため息いき交じりにオスカーはぼやく。なるほど。これでは、変人と誹そしられても仕方ない。

「発明家だかなんだか知らないが……。もっと世の役に立つようなものを作ったらどうだ」

　エドワードはうんざりした様子でオスカーを眺めやる。

「カラクリで動く人形を作ってみたり、火を使わずに鏡の光で肉を焼いてみたり……。いずれもそれは、神のみが行えることだ、と僧そう侶りよどもが怒いかり狂くるっていたぞ」

「それは、王太子さんも同意見？」

　くすり、と笑ってオスカーは尋ねるが、エドワードは答えない。

「カラクリで動くって……。機械人形オートマタ？」

　首を傾かしげると、オスカーは嬉うれしそうにうなずいた。

「そうそう。ネジとバネで動く人形を作ってみてん。すっごい、良くできたからさ。誰だれかに買こうてもらおうと思って、往来で披ひ露ろうしたら……」

　途端に、オスカーはしょんぼりと肩を落とす。

「魔ま術じゆつ師しってことで、通報されてもてん。操人形ゴーレム使い、やて」

「……まぁ、そうでしょうね……。人形に命を吹ふき込んだ、ってことだろうし」

「鏡で太陽光を集めて肉を焼くのもさ。便利やん？　煙けむりが出ぇへんねんで？　あ!!　これ、戦争で野営する時使えへん!?　敵兵に見つからずに調理できるで!?」

「その前に、巨きよ大だいな集光器を持ち歩いていたら目立つだろう」

　エドワードに断言されたが、怯ひるむ様子もなく、わくわくした顔つきで身を乗り出した。

「じゃあ、小さくて効率よく光を集められたら、王太子さん、ぼくに出資してくれる？」

　だが、エドワードは返事もせずに、長い足を組みかえた。ちらり、と扉とびらの方を見ている。早々に仕事に戻もどりたいのだろう。

　アイシャも最近知ったが、とにかくエドワードは忙いそがしい。

　王が倒たおれてからというもの、その代理としてさまざまな文書の決裁をし、推おし進めていた税制改革と法整備を同時進行させているから、夜も遅くまで執しつ務む室の灯あかりがついている。

「じゃあ、まぁ、出資の話は置いておいて……。ほとぼりが冷めるまで、このお屋敷にいさせてぇな。ある程度見通しがついたら、勝手に田舎いなかの方にでも逃にげるからさ」

　もみ手をする勢いでオスカーがエドワードに言っている。エドワードはちらりと彼の表情を見やり、ふん、と鼻で息を抜ぬいた。

「出来高次し第だいだな。パドマが言うような器具ができるのか？」

　途端に、今度は陽気な菫色の瞳が自分に向けられ、アイシャは背筋を伸のばした。

「えーっと……。心臓の音を聞く道具と、点てん滴てき、とかいうのに使う、ガラス細工やんな？」

　確かく認にんされ、大きくうなずいた。

「聴ちよう診しん器きって言って、こう……。筒つつになっててね、こうやって心臓の音を聞きたいの。ほら、エドワード、ちょっとこっち向いて」

　めんどくさそうに顔をしかめる彼を自分の方に向かせ、アイシャは手で筒を作って胸に当てるしぐさをしてみせた。

「……直接、心音聞いたらええやん」

「いや、わたしもそう思っている」

　エドワードにまで冷れい淡たんに言われる。

「それだと、感かん染せんの可能性があるし……。それに、本当にはっきり聞こえるのよ、本物の聴診器」

　顔をしかめて言うが、オスカーにはいまいち伝わらないらしい。だが、作ることに問題はないようだ。ベストの胸ポケットから紙束と鉛えん筆ぴつを取り出し、何やら書きつけた。

「あと、ゴム管、ある……？」

　そっと尋ねると、あっさりうなずかれた。

「あるで。蒸留するのに使うから、ホーデンベルグ領から取り寄せてる」

　よし、とガッツポーズをしたアイシャは、点滴の仕組みを簡単にオスカーに伝える。最初は不思議そうに聞いていたオスカーだが、最後には前のめりになって笑っていた。

「おもろいな、それ！　生理食塩水を入れるガラスは……。職人を知ってるから、今日にでも頼たのむわ。あと、針やな……。まあ、数人ええ技術者を知ってるから、なんとかなるやろ」

「……待て……。それをまさか父上に使うのではあるまいな」

　さっきまで、退席の機会をうかがっていたというのに、エドワードが話を遮さえぎって入ってきた。

「そうよ。血管に針を刺さして、生理食塩水を身体からだに流し込むの」

「そんなものを入れて大だい丈じよう夫ぶなのか!?」

「大丈夫よ」「平気やろ」

　同時に答えるアイシャとオスカーを、エドワードは呆あつ気けに取られて見つめる。
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「いや、だってやな、王太子さん。口から入るか、それとも直接血管に入れるかの違いや」

　へらへら笑ってオスカーが言うが、エドワードはさすがに顔をこわばらせる。

「瀉しや血けつより断然いいと思うわよ。だって、抜くんじゃないもん。入れるんだもの」

　ちょっと、考えさせてくれと額を片手で押さえてエドワードは呻うめく。

「ただ、衛生管理の問題があるから……。石せつ鹸けんとか、アルコール蒸留とかできる？」

「できるで。石鹸って、あれやろ。油の鹸化やろ？　アルコールは？　度数はどこに合わせるねん」

　打てば響ひびくように返ってくる言葉に、アイシャは心を浮うき立たせながら、オスカーに要望を伝える。彼は彼で、何度か質問をしてくるが、それでも決して「できへん」とは言わない。むしろ興味深いおもちゃを見つけたように興奮していた。

「それでね、納期だけど……」

　頭の中で目まぐるしく日程調整を組んでいた時、頬のあたりに視線を感じてアイシャは口をつぐみ、顔を向ける。

　ひじ掛かけに頬ほお杖づえをついたまま、エドワードが緩ゆるんだように微笑ほほえみ、こちらを見ていた。

　紺こん色いろの瞳が和やわらぎ、少し薄うすい唇くちびるの端はしからは、ふふ、と漏もれた声も軽かろやかで。

　アイシャはその笑えみに惹ひきつけられて、目が離はなせない。

　初めて彼と会った時の、敵意むき出しの視線からは想像もつかない柔やわらかな瞳ひとみだ。

　オーウェン王の一件以来、なんだか彼の態度が軟なん化かしているとは感じている。

　食事の席で自分から話しかけてきたり、今だって、同じ長なが椅い子すの隣となりに座ったりしている。

（ちょっとは……、心理的にも距離が近づいてる、かな？）

　そう気づいた途と端たん、自分の顔が赤くなり、ばくばくと心臓が高鳴る。

（……いや、ちょっと……。待って、待って。意識しすぎでしょ、私。あの最低王子よ、これ）

　自分に何度も言い聞かせていると、不意に彼と目が合う。

　途端に、むっつりといつもの仏ぶつ頂ちよう面づらを作られた。

「…………………楽しそうだな、と思っただけだ」

　何も言ってないのに、吐はき捨てられた。

「点滴、できたら一番にしたげるわな、王太子さん」

「ごめん被こうむる」

　嬉しそうに言うオスカーにはっきりと断じた時、こつこつ、とノックの音が響く。

「なんだ」

　エドワードが言葉を投げると、「失礼いたします」と執しつ事じが頭を下げて入室してきた。

「お嬢じよう様さまに、お客様がお見えですが、いかようにさせていただきましょう」

　アイシャは背筋を伸ばし、それからエドワードを見る。彼は頬杖を解き、執事に問うた。

「あれだろう。また、マリア叔母おばの噂うわさを聞いた、とかいう患かん者じやではないのか？」

　淡たん々たんとした声に応じるのは、執事だ。

「そのようにおっしゃっておられますが」

　エドワードは息をひとつ吐くと、するりと立ち上がった。

「客間を用意してやれ。わたしは仕事に戻る。おい。お前はどうする」

　エドワードはオスカーに目を向けると、ぞんざいに尋たずねた。

「診しん察さつなん？　ぼく、薬学の知識も多少あるけど……。手伝おか？」

　菫すみれ色いろの瞳をアイシャに向け、首を傾げている。

「本当に!?」

　アイシャは両手を上げて喜んだ。これは嬉しい。実は、サラの心肺蘇そ生せいを行った次の日から、王太子の屋や敷しきに患者が訪おとずれ始めたのだ。

『王太子の婚こん約やく者様は、医い療りようにお詳くわしいとか……』

　そう言ってやってきた最初の患者は、胸が苦しいという女性だった。

　医師に相談したのだが、胸に直接耳をつけて心音や呼吸音を聞かれた時、不快な思いをしたそうで「同じ医者なら女性がよい」と思ったのだそうだ。

　エドワードに許可を取り、一室を用意してもらうと、アイシャはまだ二十代の女性を診察した。

　問診を行い、脈や呼吸音、打診法での診察で、どうやら肺はい炎えんを起こしかけているとあたりをつける。

　まずは安静にしておくことと、熱が上がった時は、首の後ろ、脇わき、鼠そ径けい部の三点を冷やしてほしい、と伝えた。少しでも症しよう状じようが悪化したらアイシャを呼ぶように言ったが、薬を処方できない。薬学に詳しい人に、咳せき止どめを処方してもらうように言い、三日後に再びまた来てもらうよう、お願いした。

　三日後、その女性は朝一番に屋敷に来たが、幸いなことに症状は改善しており、お礼と、少しばかりの謝礼を置いて帰っていった。肺の音も悪くなかったので、徐じよ々じよに改善するだろう、とアイシャもほっとしたのだが、薬についての悩なやみは依い然ぜんとして抱かかえていた。

「じゃあ、申し訳ないけど、一いつ緒しよに来てもらえる？」

　意気込んで言うと、オスカーが愉ゆ快かいそうに笑った。

「ん？　え、何？」

　目をまたたかせるが、彼が見ているのは自分ではない。視線をたどると、不ふ機き嫌げんそうなエドワードがいる。

「そんな顔せんでも」

　オスカーは笑うと、彼に対して、ひらひらと手を振ふってみせた。

「患者さん、女性が多いんやろ？　ほなら、別室か廊ろう下かに待機しておくって。べったり、王太子さんの奥さんに張り付いてないから安心しいや」

　オスカーの言葉に驚おどろいてエドワードを見やるが、彼はぷいと顔を背そむけてしまった。

「別に心配などしていない。わたしの屋敷でうろうろするな、と言いたかっただけだ」

　言うなり、執事を押しのけてさっさと部屋を出てしまった。

「いっつもあんなんなん？　照れ屋なうえに、やきもち焼きやな」

　オスカーは笑って尋ねるが、何とも言いようがない。

　ようするに、オスカーが自分に張り付くことに警けい戒かいしているということなのだろう。

　つい最近までは、噛かみつかれんばかりに嫌きらわれていたのだから、そんなことないと思うのだが、なんだか照れくさくなって頬ほおが熱くなる。

「と、とりあえず、行きましょう。患者さん、待ってるでしょうし」

　アイシャはオスカーを伴ともなって部屋を出た。

「お部屋は、今朝と同じ場所にご用意しています」

「ありがとうございます」

　礼を告げると、ちょっと驚いたようにオスカーが目を見開く。王太子の奥さんは、使用人に礼など言わないのだろうか、と不安になった。

「手洗い用の洗面器と、タオルを数枚ご用意していますが、他ほかにご入用の物は？」

「いえ、大だい丈じよう夫ぶです。もし、何かいる場合はお伝えしますので」

　かしこまりました、と軽く頭を下げる執事を先頭に、廊下を歩く。

「女の医者って、ぼくが知ってる限りじゃ、あんたぐらいやけど。侍じ医い団には、いるん？」

　隣で不意に尋ねられ、アイシャはまばたきを繰くり返す。

「……いない、のよね」

　慎しん重ちように答えた。そうなのだ。いないのだ。

　肺炎になりかけている女性患者の家族に尋ねても、「パドマ様しか存じ上げない」と答えた。

　史実でも、パドマ・キャベンディッシュは、この国初の女性医師だ。

「ほなら、男社会でやっていくのは大変やろう。ぼくかてもう……。じいさんばっかりの教授室、いややったわあ」

　その後、延々と続く愚ぐ痴ちを聞き流し、アイシャは当初から抱いだいていた疑問と改めて向き合う。

（だいたい、なんでパドマは侍医団に入れたのかな。あんなに女性を差別している人たちが、仲間として迎むかえ入れるとは思えないけど……）

　父親であるトマスは、「パドマの努力が実ったからだ」と言っていたが、彼女になんらかの特別な技術や力があるとは思えない。パドマが書き残した書類や帳面を見る限り、見習いという立場にふさわしく、先せん輩ぱいから指導を受けている最中のようだ。

（それに、パドマは、婚約者と言いつつ、将来は王太子妃ひなわけでしょう？　そんな身分の人が、医師なんてできるものなのかなぁ）

　それとも、期間限定で侍医団に入ったのだろうか。王太子妃になると辞やめる、とか。

　ううむ、と唸うなりながら歩いていると、朝と同じ部屋に通された。

　オスカーも執事も廊下で待機しているつもりのようだ。ちらりと見やると、オスカーは話し相手を執事に替かえたらしい。親し気になにごとか言っているが、執事は能面のように表情を変えない。その様子に笑いを噛かみ殺し、アイシャは顔を引き締しめた。

「お待たせしました」

　そう声をかけると、長椅子に座っていた十代前半の少女が不安そうに顔を上げる。その隣に座って、少女の手を握にぎっているのは母親だろうか。よく似た顔立ちをしている。

「パドマ・キャベンディッシュと申します。えっと……。今日はどのような……？」

　向かいのひとりがけ用の椅い子すに腰こしかけ、患者はどちらだろうと視線を揺ゆらす。

「わたくし、アンナ・ルーズベルトと申します。夫は子し爵しやく位を有しており、王都に屋敷を構えています」

　アンナと名乗る母親が、時折少女の方を見ながら説明をする。

　うんうん、とうなずきながら、アイシャは必死に記き憶おくを手た繰ぐる。王都に屋敷を構えているということ、そして、子爵位を持っているということは、それなりの名家だ。ルーズベルトという家名も、記憶にある。

「今日は、娘むすめのシアナのことでご相談を……」

　なるほど。患者は娘の方らしい。アイシャはにっこり微笑ほほえんでシアナを見る。アイシャは自分の年ねん齢れいが二十四歳だという自覚の方が強いが、今、この外見は十六歳だ。そうなると、この娘と大して変わらないな、とそんなことを思う。

（……貧血、かな……？）

　随ずい分ぶんと顔が青白いが、この当時の女性はほとんど外に出ないので、病的なほど白い肌はだを持つ女性も普ふ通つうにいる。

「去年から月のものが始まったのですが、それが大変重くて……」

　声を潜ひそめるようにアンナは言い、シアナはというと恥はじ入るように俯うつむいてしまう。

「一度、医師に相談したのですが……。元気だから……。その……、血が出るのだ、と。『痛い』というのは、娘の嘘うそだ。診察など必要ない、と言われて……」

「それはひどい！」

　思わず飛び出た声に、驚いたようにシアナが肩かたを震ふるわせる。

「ああ、ごめんなさい……っ」

　慌あわてて詫わびて、眉まゆを寄せた。

「痛いよね、生理痛。わかる」

　自分自身も毎月ではないが、時折腰が折れるんじゃないか、と思う痛みに悩まされる時がある。

「多分、まだ子宮や卵らん巣そうが未成熟なために、排はい卵らんや月経のたびに痛みが出ているんだと思います」

　アイシャはアンナに顔を向け、そう伝えたが、反応が薄うすい。「ええっと」と、アイシャは言葉を選びながら、簡単に月経の仕組みを伝え、「成長するにつれて痛みはなくなる場合もある」と伝える。

「別に、元気が有り余っているから血が出るわけではないですし、痛みは人によりますよ。それこそ、嘔おう吐とを伴ったり、腹痛のあまり動けなくなったりする人もいます」

　丁てい寧ねいに説明すると、ほっとしたように母娘おやこは顔を見合わせて肩の力を抜ぬいた。

「ちょっと、服の上からでもいいので、お腹なかを触さわらせてもらってもいいですか？　ペチコートだけ外してもらって……」

　尋たずねると、おずおずとうなずくので、アイシャは長なが椅い子すにシアナを横たわらせて、下腹部を触しよく診しんする。本来、直接肌を触りたいのだが、今日のところは、それは難しいだろう。この時代、いきなりそんなことをしたら、訴うつたえられそうな気もする。

（……特に、しこりなんかはなさそう、かな……）

　心配そうに様子を窺うかがっているアンナに、笑え顔がおを作ってみせる。

「一度、お薬を試ためしてみましょう。一カ月に一度でいいので、様子を聞かせてもらえますか？　あと、記録を取ってもらって……」

　アイシャはあらかじめ用意していた洗面器で手を洗いながら、アンナに記録の取り方を伝えた。シアナの着衣を整えてやりながらも、アンナは真しん剣けんに聞いている。

「お薬を用意するので……、ちょっと待ってくださいね」

　シアナが衣服を整えたのを確かく認にんし、アイシャは扉とびらに向かう。

（パドマの蔵書を見る限り、西洋白柳ホワイトウイローは痛み止めとして流通してるみたいだし……）

　アスピリンの原料となるアセチルサリチル酸を含ふくむ植物だ。抽ちゆう出しゆつに成功するのは今から三百年後になるが、解げ熱ねつ・鎮ちん痛つう剤ざいとしては有史以来知られていた。

「ねぇ、西洋白柳の痛み止めって、ある？　出せる？」

　扉を開けて廊下にいるオスカーに声をかけた。執しつ事じ相手に一方的に話しかけていた彼は、壁かべから身体からだを離はなし、こちらを見る。

「あるで。準備したげる」

　陽気に笑う彼を見て、ようやく肩の力が緩ゆるむ。

（これで、なんとか薬の方も大丈夫そうね）

　くるりと振ふり返り、室内の親子に微笑みかけた。

「一いつ緒しよに、改善していきましょうね」

　視線の先で、母娘は手を握りあい、安あん堵どしたように何度もうなずいていた。
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　眠ねむりに落ちる瞬しゆん間かん。

　ふわり、と身体が浮ういたような気がした。

　あ、と思った瞬間には、もうあの暗くら闇やみの中にいる。両手を見ると、左手首には腕うで時ど計けいを巻き、ドクターコートの白い袖そでが見えた。

（また……、あそこかな……）

〝パドマ〟を見つけた場所だろうか、と頭上を見み渡わたすと、やはり、月のようにぽかりと、丸まった彼女が浮かんでいる。

「パドマ」

　アイシャは首から下げた聴ちよう診しん器きの両りよう端たんを握って、彼女に声をかける。

　相変わらず桃もも色いろのドレスを着、膝ひざを抱かかえて胎たい児じのような姿勢をしていた。

「ねぇ、どうしたの。何があって、心ここに、逃にげ込んできたの？」

　安あん全ぜん靴ぐつのまま、ゆっくりと〝パドマ〟の真下まで進んだ。足指がぎゅっと靴くつ底ぞこになじむ。

　返事を待ったが〝パドマ〟は応じない。アイシャは彼女を見上げたまま、言葉を続ける。

「今ね、王太子の屋や敷しきにいるの。エドワードのところ。……あなたたち、仲悪かったの？」

　くすり、と思わず笑みこぼれたが、〝パドマ〟からの反応はなかった。

「私も、最初は最低王子だと思ったけど……。今はね、エドワードが部屋を貸してくれて、診察をしてるのよ」

　アイシャは反応のない〝パドマ〟に声をかけ続ける。

「女の人がね、みんな困ってるの。生理痛に悩なやむ女の子とか、乳にゆう腺せんが詰つまって痛がっているお母さんとか、なかなか子どもが授さずからないって落ち込んでいる奥さんとか……。私の生きてた時代じゃ、ちゃんと診断してもらって、病名がついて、お薬が処方されて、『大だい丈じよう夫ぶですよ』とか、『一緒に考えていきましょう』って、声をかけてもらえるのに……」

　口から漏もれたのは、力のない吐と息いきだ。

「この世界の医師は、女だから仕方ない、とか、それは神が与あたえた罰ばつだ、とか……。話も聞いてくれないのよ。診察すらしない。仕方ないって言うの。女に生まれたんだから、耐たえろ、って。なんか女を馬ば鹿かにしてるのよ、基本的に」

　アイシャは眉まゆ根ねを寄せて、ふん、と鼻をひとつ鳴らす。鳴らしてから、なんだかこれはエドワードに似ているな、と思った。

「その女から生まれたくせに、偉えらそうにするな、って言いたいわよ。ねぇ？」

　促うながしてみたが、返事はやはりない。

「オスカーが薬を調合してくれたり、エドワードが資金提供してくれたりしてね。そうそう。もう少ししたら、点てん滴てきができるの。やり方はあなたにも教えるから、ぜひ、患かん者じやさんのために役立てて。聴診器もね。あれだけ私、苦労したのに、オスカーがあっさり作っちゃって……。こんなのじゃないけどね」

　おどけて首からかけている聴診器を揺ゆすってみせた。

「私ね、小さい頃ころにマルゴット共和国の人たちがいる難民キャンプのドキュメンタリーを見て、医者になろうって思ったの。なんかこう……。ものすごく、焦あせったのよね、子ども心に」

　それは鮮せん烈れつな焦しよう燥そう感かんだった。居ても立っても居られない、というか。なぜこんなことになっているのか、と身体が震えるほどの衝しよう撃げきを受けたのだ。

「ひょっとしたら、前世はこの国の人間だったのかな」

〝パドマ〟を見上げて笑うが、彼女はなんの反応も返さない。アイシャはただひとり、話し続ける。

「医者になって難民キャンプに来てみたものの……。私なんて技術は未熟だし、知識不足だし」

　つい愚ぐ痴ちめいた口ぶりになり、アイシャは苦く笑しようした。

「だけど、絶対逃げないって決めてるの。伸のばされた手は握にぎる、って。治すことができなくても、命をつなぎとめることができなくても。それでも、最さい期ごのその瞬間まで、共に抗あらがってやるんだ、って」

　ぐ、と顎あごを上げ、〝パドマ〟を見つめる。

「患者が生きたい、と願うのなら。運命にだって逆らって、一緒に生きる道を探すんだ、って」

　しん、と静まった暗闇の中で、アイシャの声だけが凜りん、と響ひびいた。

「私はあなたを救いたい。あなたは私を呼んだんでしょう？　あの声はあなたのものだったんでしょう？」

　銃じゆう弾だんが放たれた瞬間に聞いた少女の声。あれは〝パドマ〟のものじゃないのか。

「あなたが何に傷ついたのかを教えて。一緒に考えていこうよ」

　そして、とアイシャは聴診器を握る手に力を込めた。

「〝パドマ〟が、エドワードを救って」

　知らずに、声が震ふるえていた。

「彼を……。この国を守ろうと、ひとりで戦っている彼を、救ってほしいの」

　一緒に暮らし、間近で彼の仕事ぶりを見ていたら、その真しん摯しさに胸を打たれることがある。

　アイシャに対しては割と辛しん辣らつで、冷たい態度を取ることが多いが、年配の貴族や同どう輩はいに対しては丁てい寧ねいに、そして言葉を尽つくして自分の政策を説明している。辺境伯たちを中心とした広大な領地を持つ貴族たちへの減税と、今まで無法状態だった交易税の法整備は、徐じよ々じよに受け入れられ、トマスを中心とした王太子派は少しずつ勢力を広げつつあった。

　このまま法の整備が進めば、貿易で粗あら利りを上げているマルゴット家への牽けん制せいにはなるだろう。

　また、エドワードは、アイシャのしようとしていることに対しても、理解を示してくれている。王太子の屋敷では女性たちの診しん察さつを継けい続ぞくして認めてくれているし、オーウェン王への診察についても、侍じ医い団とかけあってくれている。

　当然、フィッシャー卿きようを中心とした侍医団からは猛もう反はん発ぱつを食くらい、『王太子はもはや、おかしくなったとしか思えぬ！』『婚こん約やく者の言いなりだ』と王城内で騒さわいでいる。

　診察自体はあの日以来叶かなっていないが、エドワードは一歩も引くつもりはないらしい。

『父上に何かあれば、侍医団に責任を取ってもらう。覚かく悟ごせよ』

　堂々と言い放つ彼は、その容姿とは裏腹になかなか肝きもが据すわっている。

「そういえば、この前、診察が結構長引いた時があって……」

　思い出して、アイシャは口角に笑えみを浮かべる。

「ああ、お腹なか空いた、と思って部屋を出たら、ドアノブにクッキー入りの袋ふくろがぶら下がってるの。執しつ事じさんかな、と思って尋たずねたら、『殿でん下かでしょう』って言うし……。オスカーも、『そういや、なんか気にしとったで』とか言うから、お礼を伝えたら」

　ぷ、と小さく噴ふき出す。

「絶対、自分だって認めないの。違ちがう、って言い張って……。あれ、なんなの。みんながエドワードだって言ってるのに、本人だけが違う、って」

　くつくつと笑い、その余よ韻いんを残したまま、アイシャは〝パドマ〟を見つめる。

「彼は私の〝希望〟なの。この国にとっても、〝未来〟なの」

　だけど、と吐息を漏もらした。

「私は、この時代のひとじゃないから……。本物の〝パドマ〟じゃないから。だから、お願い。あなたが、エドワードを救って。あの未来の世界を変えて。お願い」

　見上げたまま、ぎゅっと拳こぶしを握る。

「ハリソン王子が……」

　澄すんだソプラノの声が鼓こ膜まくを撫なでた。

　目が、合った。

　鳶とび色いろの瞳ひとみと。

〝パドマ〟の、瞳と。

「ハリソン王子が……。怖こわいの……。このままじゃ……」

　桜色の唇くちびるが震えるように動く。

「怖い？　彼が？　何かされたの？」

　勢い込んで尋ねたアイシャだったが。




　突とつ然ぜんの轟ごう音おんに、悲鳴を上げて飛び起きた。




「……え……。な、なに……」

　一いつ瞬しゆん、自分の状じよう況きようが理解できない。

　真っ暗な闇やみの中にいるが、これは〝パドマ〟とさっきまで一いつ緒しよにいた空間ではなかった。

　自分の手が握りしめているのはシーツで、そして身に着けているのはドクターコートではなく、絹の寝しん衣いだ。

　アイシャが寝室として、自室として利用している部屋。今、そこに自分はいる。

「何が……」

　さっきの音はなんだったのだ、と思った時、雨あま粒つぶが窓ガラスに打ち付ける音が聞こえた。数秒を待たずに、部屋が閃せん光こうで明るくなる。途と端たんに、どおん、と雷らい鳴めいが鳴った。

「あ……っ。あ……っ」

　頭では、雷鳴だ、稲いな妻ずまだ、落雷だ、とわかっているのに。

　目の前に映像として浮うかぶのは、閃せん光こう弾だんを投とう擲てきしようとする兵士に、床ゆかにはいつくばって、爆ばく風ふうに耐たえようとする市民の姿だ。

　ばさり、と。

　目の前でまた、テントの白い幕がまくりあがる。

　向けられる銃じゆう口こう。

　アイシャは声にならない悲鳴を上げて寝台の上にうずくまる。大だい丈じよう夫ぶ、大丈夫、大丈夫。何度も自分に言い聞かせるのに、身体からだの震えが止まらない。

「おい……」

　不意に肩かたを揺すられて、アイシャは悲鳴を上げてもがいた。

　亀かめのように寝台に突つっ伏ぷしたまま、めちゃくちゃに腕うでを振ふるう。

「おい、落ち着け」

　自分の上げる大声の合間に、聞き覚えのある低い声が滑すべり込んできた。ぐい、と上半身が引き上げられる。

「……あ……」

　破は裂れつしそうな心臓を抱かかえ、震える睫まつ毛げの先で、目の前を見る。

「……エ、エド……。エドワ……」

　自分の両肩を掴つかみ、寝台の上で両りよう膝ひざ立だちになっているのは、エドワードだ。

　あれだけ激しく打っていた鼓こ動どうが、急に動きを止めそうになる。どうして彼がここにいるのか、と回らぬ頭で考えていると、薄うす闇やみの向こうでエドワードが顔をしかめる。

「お前、大きな音が苦手だろう。雷かみなりが鳴り始めたから……」

　心配で来たのだろうか。それならどうして『心配で』と言わないのだろう。

　そう思った途端に、ガラス越ごしに差し込んだのは、白い閃光。

「エ、エドっ！」

　呼んだこともない愛あい称しようが口から飛び出る。単純に言葉が続かず、名前がそこで途切れただけだ。この屋や敷しきに来て一カ月。当初より警けい戒かいはされなくなったものの、婚約者同士らしいか、と言われれば首を傾かしげざるを得ない。

　だが。

「エドっ」

　自分では大声で叫さけんだつもりなのに、急に細くなった喉のどから漏れるのは、絞しぼるような声だ。

　その声で、必死に呼んだ。彼の名を。

　来る。

　ひ、とアイシャは呼吸を飲む。ばら、と、雨が屋敷の屋根を打つ音が聞こえた。

　来る。あの音が来る。

「エ……」

　呼びかけようとした彼女の口を封ふうじたのは、空気を震わせて鳴る雷音だ。

「……っ!!」

　悲鳴なのか呼吸音なのかわからないものを発し、アイシャはエドワードに抱だきついた。

　不ふ穏おんな音の余韻を残し、また、閃光が明めい滅めつする。顔を押しつけているというのに、光を感じるのはなぜだろう。だが、そんなことより、光の後に確実に来るであろう音が恐おそろしい。

　唇から漏れる速い呼吸に、一気に降り出したらしい雨音が交じる。

　どぉん、と雷が落ちた。

　夢中でエドワードの背中にしがみつく。

（あれは、雷。あれは、雷。空爆の音じゃない）

　何度も繰くり返す。鼓膜に侵しん入にゆうしてくる雨だれを振り払はらうように、エドワードの胸に額を押しつけた。

（これは雨音。これは雨音。自動小銃の音じゃない）

　どぉん、と響ひびく雷も、パラパラと屋根を打つ雨だれも。

　あの日のことを思い起こさせて仕方がない。

　向けられた銃口。放たれた弾丸。

　悪意と狂きよう気きが牙きばを剥むき、襲おそいかかったあの瞬間。

　気づけば、ガチガチと顎あごが鳴っていた。全身が細かく震ふるえ、寒くなどないのに、震えが身体を支配する。

「怖いのか？」

　耳じ朶だを、エドワードの声がなぞる。

　怖くない。

　そう断言するつもりで顔を上げた。

　たかが自然現象だ。積乱雲に伴ともなって起こる静電気の放電現象だ。理由は知っている。怖くなどない。

　そう言うつもりだったのに。

　すぐ間近に紺こん色いろの瞳がある。鼻先が触ふれあう距きよ離りで見つめられ、アイシャは言葉を漏らした。

「怖こわい」

　ぼろり、と拍ひよう子しに涙なみだがこぼれる。宵よい闇やみに似た瞳は、次し第だいに涙で滲にじんでいく。

「怖い……。死にたくない」

　響く自動小銃。鳴り止やまない空爆。心臓の音でさえ、何かの時限装置に聞こえる。

　音が、過去を揺ゆり動かす。

　死にたくない。

　あの時、本気でそう思った。

　自分にはまだ使命がある。たとえ微び力りよくだとしても、誰だれかの役に立ちたい。

　助けて、という患かん者じやがいる限りは。そして、自分の身体がまだ動くのであれば。患者の声が聞こえるなら。その手を掴めるのであれば。

　医師として、戦いたい。患者のために、最善を尽つくしたい。

　だけど。

「……怖い。どうしようもなく、怖い。自分が消えてなくなりそうで怖い」

　それは本音だった。

　あの日、あそこで失うはずだった命。

　なぜだかわからないまま、過去に来てしまっているが。

　未来にいるはずの、アイシャ・レッドの身体はどうなっているのだ。

　時折、あるはずもないスマホを探していることがある。夜の闇の中、眼めを凝こらして存在しない照明のスイッチに手を伸のばしたことが、何度もある。疲つかれて窓の外を眺ながめた時、無む性しようにファストフードが恋こいしくなってしまう。

　そんな時、自分が空恐ろしくなる。

　このまま、パドマとして生活し、パドマを演じ、パドマとして、未来を変えようと奮ふん闘とうしているが。

　自分は、アイシャ・レッドなのだ。

　彼女の人生をなぞり、過去を生き続けた場合。

（……〝私〟は、どうなるの……？）

　それを考え。

　細かく震える自分が止められない。足の膝裏から力が揮発する。自分というモノが拡散して消え失うせる恐きよう怖ふに叫び出しそうだ。

「大丈夫だ」

　ぎゅ、と抱きしめられた。エドワードの腕の中に囲われる。

　それだけで、崩くずれゆく、散りゆく自分というものを、確かにとどめることができた。

　しぃ、とエドワードはアイシャの耳にささやく。

　彼に抱き着いたまま、顔を上げた。宵闇を写しとったような瞳ひとみが、すぐ間近にある。

「わたしの、心音だけを聞いていろ」

　細くしなやかで。

　だけど、しっかりと筋肉の張った腕に抱きしめられ、アイシャは強く彼の胸に顔を押し付ける。彼の心音をさぐるように首を動かすと、くすり、と笑いを含ふくんだ呼気が髪かみを滑すべった。

「毎朝、聞いているのに。今晩はわからないのか？」

　首を横に振ろうとした矢先、落らく雷らいの音が室内を揺らし、アイシャは声にならない悲鳴を上げる。咄とつ嗟さに、彼の腕からもがき出ようとしたら、穏おだやかな彼の声に搦からめとられた。しぃ。落ち着け。大丈夫だ。それはまるで薄うす衣ぎぬのようにアイシャの身体をくるみ、余分な熱を下げる。

「心音だけを聞いていろ、と言ったろう」

　どくどくと拍はく動どうするのは自分の心音で、彼のものではない。短く速い呼吸音が口から漏もれるから、なだめるようにエドワードがアイシャの背を撫なでた。さらに強く抱きしめられる。

「大だい丈じよう夫ぶだ。お前はここにいる。わたしの腕の中に」

　アイシャの首に顔を埋うずめるようにし、エドワードは言った。

　そっと。静かに。

　穏やかに。そして、落ち着いた声こわ音ねで。

「わたしの腕うでの中で、ちゃんと生きている」

　そうだ、とアイシャは彼の寝しん衣いにしがみつき、震えながらうなずいた。

　徐じよ々じよに呼吸は落ち着き、ひりつくような喉のどの痛みは消えていく。

　生きている。

　あの日、あの医い療りよう用テントの中で、アイシャ・レッドとしての自分は、テロリストの銃じゆう弾だんに倒たおれた。

　そうして、気づけば、今は、マルゴット共和国の前身であるダブリー王国で、パドマ・キャベンディッシュとして生きている。

「わたしが王となるこの国で、お前は共に生きるのだろう？」

　問われて、ぐいぐい、と彼の胸に顔をこすりつけるようにしてうなずいた。ぱくぱく、と。彼の鼓こ動どうを耳に捉とらえる。自分の身体からだを抱きしめて放さないこの腕に、安あん堵どした。

　そうだ、とアイシャは、今度は力強くうなずく。

　この国で。

　自分は。いや、〝パドマ〟は彼と、生きていくのだ、と。

「大丈夫だ。何も案じるな」

　エドワードは優やさしく繰り返す。

　アイシャはエドワードにしがみつき、何度も何度もうなずいた。大丈夫。ここにいる。私は、ここで生きている。まだ、生きている。

　エドワードの大きな手が、自分の頭を撫でた。髪をすくい、「大丈夫だ」と、まるで子こ守もり歌うたのようにささやく。

　いつしか、アイシャはまどろみの中に揺蕩たゆたう。

　しっかりとした腕に抱だきとめられ、アイシャはこれ以上ないほど安堵した。すぐ間近で。絹の寝衣越ごしに聞いた彼の心音は、強く、そして頼たのもしい。

　とくとくとく、と。脈打つエドワードの心音を聴ききながら。

　気づけばアイシャは眠ねむっていた。




「失礼いたします、お嬢じよう様さま」

　再び目を覚ましたのは、扉とびらを叩たたく音と、低い執しつ事じの声だった。

（朝……、が来た……？）

　ぼんやりとした頭で目をこする。だが。

「……しまった……」

　かすれ声が、すぐ近くで聞こえて、身体がこわばった。

　ゆっくりと首を動かす。いや、動かそうとして。

　自分の身体を、背後から抱きすくめる、腕に気づく。

　これは、誰だ。アイシャの額から一気に血の気が失せる。

「おはようございます、お嬢様。起き床しようのお時間でございます」

　寝しん台だいで硬こう直ちよくしていたアイシャの視界の中で、きっちり腰こしを折ってから、顔を上げた執事の眉まゆが、ぴんと跳はね上がる。

「殿でん下か。お部屋におられぬと思ったら、お嬢様の寝室ですか」

「つい、そのまま寝ねてしまった」

　うっとうしいと言わんばかりの声が、背後から聞こえる。

「……は……？」

　アイシャは勢いよく、首をねじる。すぐ側にあるのは、端たん整せいなエドワードの顔。

「ご婚こん約やくなさっているとはいえ、どうぞ、王家の嫡ちやく子しにふさわしい行いを」

「うるさい。何もしてない」

　エドワードは牙きばを剥むかんばかりに唸うなる。ついでに身じろぎをし、肘ひじ枕まくらで扉を睨にらんだ。

「うわぁっ！」

　アイシャは飛び起き、慌あわててシーツを手た繰ぐり寄せる。べろり、とエドワードの上半身が露あらわになるが、彼がちゃんと寝衣を身に着けていることに、力が抜ぬけるほど安心した。

　同時に、はた、と自分の身体に視線を落とす。よかった。服着てる。はぁ、と息を吐はいて、体育座りをした膝に額を押し付けた。

「パドマが雷かみなりの音に騒さわいでうるさいから、覗のぞきに来ただけだ」

　心底疑わしそうな視線を向ける執事に、エドワードは寝そべったまま言った。

「なるほど。雷に怯おびえてらっしゃったから、殿下がお嬢様の寝室に伺うかがった、と」

　淡たん々たんと繰くり返す執事に、アイシャは真っ赤になって首を横に振ふった。

「本当にそうなのっ!!　だから、〝なんかあったでしょう〟っていう顔はやめて！」

「まったくだ。一いつ緒しよに寝ただけだ」

「一緒に、でございますね、はいはい」

「なんか誤解するから、エドワードは黙だまってて！」

　アイシャは首や耳まで真っ赤にして、隣となりで寝そべるエドワードを叱しかりつけるが。

「エドでいい」

　さらりと言う。

「え」

　紅潮した顔で尋たずねると、彼はさっさとベッドから立ち上がった。

「殿下だのなんだのという敬けい称しようをどうせ覚えられないんだろうから、エドと呼べばいい」

　戸と惑まどうアイシャを一いち瞥べつして言うなり、腕を組んでふん、と鼻から息を抜く。

「それに、そっちのほうが、早くわたしを呼べるだろう」

「……呼ぶ、の？」

　思わず呟つぶやくと、そっぽを向いたままエドワードが吐き捨てる勢いで言葉を放つ。

「大きな音が怖こわい時は、わたしを呼べ。気が向いたら、駆かけつけてやる」

　言うなり、振り向きもせずエドワードは扉に向かう。

「服と朝食を用意しろ」

　戸口で様子を窺うかがい続ける執事に命じ、部屋を出ていく。

　アイシャは、茫ぼう然ぜんとその背中を見つめていた。

　一礼して執事が扉を閉める。

　ぱたん、という音は。

　同時に。ぱくり、とアイシャの胸も拍動させた。

『大きな音が怖い時は、わたしを呼べ。気が向いたら、駆けつけてやる』

　ふと、さっきの声がよみがえる。

（……駆けつけて、くれるんだ）

　我が慢まんしてろ、と言うのでも、無視されるのでもなく、うるさいと怒ど鳴なるのでもなく。

　怖がる自分のところに、駆けつけてくれるつもりらしい。

　あくまで、『気が向いたら』らしいが。

　アイシャは、くすり、と微笑ほほえんだ。

　エドワードの不器用な優しさに。
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　衛兵が入室の声を発そうとしたところを、エドワードが制した。

「行くぞ」

　戸惑う衛兵をよそに、エドワードはさっさと歩き出す。こちらを見向きもしないが、歩ほ幅はばは合わせてくれているようで、アイシャは気づかれないようにそっと唇くちびるに笑みを乗せた。

「……すごい、広い会場ね……」

　彼の腕を取り、きょろきょろと室内を見回す。

　大きなシャンデリアが天てん井じようから吊つるされた夜会会場だ。エドワードと懇こん意いにしている辺境伯はくの別宅だと言う。

　今日は、その辺境伯の、誕生祝いらしい。

　さっき、エドワードと一緒に挨あい拶さつをしたが、八十を超こえた高こう齢れいの男性だった。かくしゃくとした姿勢や声に、まだまだ若い者には負けんという気き概がいが見えて、ちょっと微笑ましい。

　普ふ段だんはこういう場にはあまり顔を出さないエドワードだが、今日は推おし進めている税制改革のこともあり、アイシャを連れて参加すると決めたようだ。

（……挨拶したら、帰ると思ったけど……。よかった）

　起きている時間の大半を書類の整理に使い果たしているエドワードだ。お祝いの言葉と、品物さえ渡わたせば帰るのかと思いきや、夜会会場に行く、という。

（ひょっとしたら、フィッシャー卿きようもいるかもしれない）

　点てん滴てきができたのだ。

　ぜひ、オーウェン王の治ち療りように役立ててもらいたい。そう進言する機会を窺っていた。今晩、この会場で会えるのなら、好都合だ。

「宮中伯も来ているはずだ。後で、会えばいい」

　ゆっくりと会場を歩きながら、エドワードがアイシャの耳元に口を寄せた。

「お父様、が？」

　目をまたたかせる。そう言えば、王太子の屋や敷しきに来て以来、一度も会っていない。

（会って挨拶しておかないといけないよね。向こうからすれば一人ひとり娘むすめなわけだし……）

　中身は違ちがってしまっているわけだが、トマスにとっては、男手ひとつで育てた自じ慢まんの娘なのだから。

（……早く、本当の〝パドマ〟に会わせてあげたい……）

　人のよさそうなトマスの顔を思い出し、そんなことを思う。

　同時に。

　未来の自分はどうなっているのだろうと、振り返る。

（私、やっぱり、あそこで本当に死んだのかな……）

　自動小しよう銃じゆうで撃うたれたことは確かだが、その後が全くわからない。

　死んでいるのだとしたら、家族はショックを受けていることだろう。

　難民キャンプになんか行かせるんじゃなかった、と気の強い姉は泣きながら怒おこっていそうだ。

「どうした？」

　不意に口をつぐんで俯うつむいたからだろう。訝いぶかし気な低い声が上から降ってくる。

「なんでもない」

　くすん、と鼻を鳴らし、アイシャはさりげなく指で目元に浮うかんだ涙なみだを拭ぬぐった。

「たくさんの人が来てるんだな、って驚おどろいただけ」

「主だった諸しよ侯こうも顔を見せている。あの辺境伯の誕生日だからな」

　どこかうんざりした顔のエドワードに、アイシャは声を立てて笑った。挨拶の折、辺境伯から、さんざん小言を言われていたことを思い出す。彼でも苦手な相手がいるということに、親近感がわいた。

　ふと、隣に並ぶ彼に視線が留まった。

　登城する時のような上着ジヤケツトとシャツ、履はき慣れた乗馬長靴ブーツのような格好ではない。場にふさわしいように、前まえ裾すそを切り落とし、後ろを長くしたコートに、クラバット。トラウザーズに、磨みがき上げられた黒の長靴を履いている。

　普段はゆったりしたシルエットの服が多いだけに、体型にぴたりと合った細身の服装をしていると、随ずい分ぶんと足は長いし、肩かた幅はばも広い。儀ぎ礼れい用の剣けんを佩はいているが、騎き士しにさえ見える。

（……どちらかというと、行政官だけど……。ちょっと、何よ。意外に格好いいじゃない）

　端たん整せいな顔や、綺き麗れいに整えられた髪かみも相まって、絵になる男だ。

　会場をただ、ゆったりと歩くだけなのだが、誰だれもがエドワードに視線を送り、頭を下げる。

　もちろん、王太子がいる、という意味で見ているのだろうが、それ以上に人目を引くのだ。

「ラシア国の人間が多いな」

　そんな呟きを漏もらす。アイシャはそっと彼の視線を辿たどり、壁かべ際ぎわや部屋の隅すみで何やら会話をしている異国の装しよう束ぞくを着た男たちを見た。

「辺境伯の関係、なの？」

　辺境伯の領地は当然隣りん国ごくとの境だ。貿易でもしているのかと尋ねるが、エドワードはむっつりと口を引き結んで首を横に振ふった。

「……ハリソンも来ているはずだ。その関係だろう」

「殿でん下か」

　不意に背後から声がかかり、エドワードとふたり、くるりと振り返る。

「あちらで、少しお話をよろしいか？」

　直すぐ側そばに居たのはトマスだ。こちらも今日は正装をしていて、藍あい色いろのコートの裾にはふんだんに刺し繍しゆうが施ほどこされていた。

「かまわん」

　小さくうなずき、それからふと、アイシャに気づいて目を少し泳がせた。同席させた方が良いのかどうか、迷っているように見えたから、アイシャは自分から腕うでを解く。

「どうぞ。私はその辺にいるから」

「わかった」

　笑いかけると、エドワードはほっとしたように返事をした。

「パドマ。フィッシャー卿も来ている。ご挨拶しておいたほうがいい」

　エドワードと共に歩き出したトマスだったが、足を止めて振り返る。

「あ！　やっぱり、いらっしゃってるんですか」

　目を丸くして尋たずねると、眉まゆ根ねを寄せてうなずかれた。いなくてもいいんだがね、という顔をしていて噴ふき出しそうになる。

「ありがとうございます。あの、陛下の治療について提案したいことがあって……」

「応おう援えんしているよ」

　優やさしく目を細めてうなずいてくれた。軽く手を上げ、それからまたエドワードと会場の人波に消える。

（ホントに、娘のことが好きなんだなぁ……）

　あんな表情を見ると、こちらまで心が温かくなる。だからこそ、早く、本物の〝パドマ〟を呼び戻もどさなくては。そう強く心に誓ちかい、それから室内に首を廻めぐらせた。

（でも、まずは、フィッシャー卿よね）

　点滴の件を、伝えねば。

　一応実験として、アイシャ自身が二百ｃｃほどの生理食塩水を体内に入れてみた。その後、なぜかわくわくと順番を待っているオスカーにも同量を入れる。エドワードは随分と心配をしたが、全く体調の変化はなく、むしろ、オーウェンの嚥えん下か機能が徐じよ々じよに低下していく過程で、どうしても口から補給できなくなった時に有効だ、ということを伝えた。

『……わかった。わたしとしては、問題はない。あとは、フィッシャー卿を中心とした侍じ医い団にどうやって認めさせるか、だな……』

　一日アイシャやオスカーの様子を見た後、エドワードはそう言った。できれば、すぐにでもフィッシャー卿に説明をし、いまだに推し進めようとしている瀉しや血けつの代わりに、この治療法を受け入れてもらわねば。

（どこに、いるのかな……）

　会場をのんびりと歩いていると、見知った顔からいくつか会え釈しやくを受けた。王太子の屋敷に来る患かん者じやたちだ。

　声をかけて調子を聞こうかとも思ったが、周囲は男性が多い。病気の内容が女性に特化したものだけに、アイシャも目礼だけ返す。

（他ほかの部屋、とかなのかな……）

　どうも会場内にいるとは思えない。首を傾かしげ、それからそっと部屋を出た。

　衛兵と目が合うが、特に咎とがめられることはなかった。

「すぐ戻ります」

　念のため声をかけると、敬礼をしてくれた。

　アイシャはドレスのスカート部分を摘つまみ、ヒールの音を鳴らしながら大理石の廊ろう下かを歩く。

　いくつも同じような扉とびらが並ぶ部屋の前を通るが、開いている様子や使っている気配はない。

（このまま、奥に行っても一いつ緒しよかな……？）

　もう一度会場に戻ろうか、と思案していた時、廊下の奥から数人の騎士らしい男たちを連れたハリソンが現れた。

　親し気に話をし、時折爆はぜたように笑う。

　なんとなく、エドワードとは対照的に見えた。

　彼は最近こそ、少人数の行政官に囲まれて歩いたりしているが、それでも寡か黙もくだ。誰かが話しかければ、それに応じこそすれ、話の中心になることを避さけている。

　だが、このハリソンという王子は、自ら率そつ先せんして中央にいることを望み、そして、自分と対等であろうとするものを排はい除じよしているように見える。つまり、自分以外は、すべて〝目下〟なのだ。

（……なんか、感じ悪いのよね……）

〝パドマ〟が怖こわがっていることも相まって、アイシャは壁に身を寄せ、やりすごすことにする。

　通り過ぎ様、頭を下げればいい。

　実際、壁際に張り付き、先頭の騎士たちが歩き去る時に頭を下げたままでいると、何も言われない。ほ、と息を吐はいたのだが。

　かちゃり、と。

　金属音が間近で鳴って、反射的に顔を上げた。

「やぁ、パドマ」

　目の前で足を止めていたハリソンが、口元に笑えみを浮かべて立っていて、ぎょっとする。

「……こんばんは、ハリソン王子」

　こちらの世界に来て覚えた、片足を引いて頭を下げる辞じ儀ぎをする。気に食わない相手ではあるが、王子であることに変わりはなく、また、エドワードと婚こん姻いんを結んだ場合、義ぎ弟ていになる。

「随ずい分ぶん、他た人にん行ぎよう儀ぎだな」

　くすり、と笑われて、アイシャは眉根を寄せた。

「そうですか？」

　ちらりと彼の肩かた越ごしに視線を向ける。背を向けているが、騎士たちも足を止め、ハリソンとアイシャの様子を窺うかがっているようだ。

「何か、御ご用ようですか？　お仲間がお待ちでしょう」

　騎士たちを一いち瞥べつして問うと、微かすかに首を右に傾かたむけてみせる。琥こ珀はく色いろの瞳ひとみが廊下の照明を受け、濃こい橙だいだい色いろの熱を宿した。

「自分が今、何をしているのか、自覚はあるのか？」

　真正面に見み据すえられ、アイシャは動きを止めた。

「……自覚……？」

　オウム返しに問う。意味がわからない。この男は、何を言っているのだ。

「おれが伝えたことをやるまでに、随分と時間がかかっているじゃないか」

　声こわ音ねだけはやわらかくそう言い、顔を寄せてくる。

「まさか、と思うが……」

　ふ、と間近で嗤わらわれた。

「おれを、利用しようとしたとか？」

　ぞくり、と背筋に冷たいものが走ったのは、彼の目が笑っていなかったからだ。口元や、全体的な雰ふん囲い気きとしては穏おだやかなのに。

　あの、熱を閉じ込めたような琥珀色の瞳は、冷れい徹てつに自分を見ている。

「な……、なんのことなのか……」

　思わず後ずさりしようとした時、がっちりと手首を掴つかまれ、引き寄せられた。たたらを踏ふみ、彼の方に倒たおれ込みそうになるが、必死にヒールを踏ん張る。

「逃にげられるとでも？　おれから」

　吐と息いきに熱がない。触ふれた睫まつ毛げが凍こおりそうだ。力強く握にぎられた手首が痛い。

「人を、呼びますよ……っ」

　思わず吐き出した声は、明らかに怯おびえていて、案の定、馬ば鹿かにしたように嗤われる。

「呼べばいい。困るのはそちらではないか？」

　くくく、と喉のどで笑い声を潰つぶす様子に、怯えと同時に嫌けん悪お感かんを抱いだく。手を振ふり解ほどこうと力を込めるが、びくともしない。眉根を寄せて、じりじりと足を後退させた時。

　するり、と左の視界に〝パドマ〟が舞まい降りるのが見えた。




「あの分量は……。最初に伺うかがっていたものと違ちがいますよね。あれは、致ち死し量」




　口を衝ついて出たのは、自分では全く考えてもいないものだった。

　だがそれは、ハリソンの心を揺ゆさぶったようだ。目を細め、強く見据えられる。

「聞いていた話と、違います。それを漏もらされれば困るのはどちらです」

　口から勝手に言葉が迸ほとばしる。

（違う。これ……。私じゃない。これ……。この声は）

〝パドマ〟の声音に似ている。

（致死量……？　致死量って何。最初に伺った？　何を……）

　何をもらったのだ、〝パドマ〟は。この男から。

「私を……。騙だましたのね……？」

　唇くちびるの端はしが震ふるえる。声音は冷れい淡たんで、突き放すような色を残すのに。

　心に広がるのは、どうしようもない淋さびしさだ。

（この感情……。〝パドマ〟の……？）

　突とつ然ぜんの出来事に驚おどろいたが、こちらの様子を窺うハリソンの手が緩ゆるんだことに気づき、アイシャは強ごう引いんに振ふり切って、走り出した。

　廊下を塞ふさぐように立つ騎き士したちの背中を勢いよく突き飛ばし、ヒールで床ゆかを蹴けって必死に夜会会場に戻もどる。とにかく、人目のつくところに行かなくては。

「……パドマ様……？」

　会場出入り口に立っていた衛兵が不思議そうに自分を見るが、息せき切って中に戻る。

（……振り切った……？）

　荒あらい息のまま、アイシャは背後を振り向く。追いかけてくる気配はなかった。
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　額に滲にじむいやな汗あせを手て袋ぶくろで拭ぬぐい、呼吸を数度、意識して行う。

「お飲み物は？」

　つ、と給仕のひとりが銀ぎん盆ぼんをアイシャの前に差し出すが、アイシャはぎこちなく微笑ほほえんで首を横に振った。

（さっきの会話……。いったい何……？　何をもらったのよ、〝パドマ〟は）

　それに、胸に広がった、あの切なくやるせない気持ち。ぎゅ、と服の上から胸を押さえる。

（……ひょっとして……）

　咄とつ嗟さに脳のう裏りに浮うかんだのは、木箱の中に収められた手紙だ。

「あ……」

　思わず声が漏れる。『例の件、よしなに』。そう書かれた短冊と共に入れられた、奇き妙みような木の根。

（……受け取ったのは、あれ……？　でも、致死量って……。致死量って何よ）

　嫌いやな予感に、ぶるりと身体からだを震わせた。

（〝パドマ〟の聞いていた話と違う分量をもらったってこと？　そんな致死量のものを使って何をしようとしてたの）

　ぎゅ、と下唇を噛かみ締しめた時、フィッシャーの笑い声が耳に入ってきた。以前見た、やせぎすの顎あご鬚ひげ医師と何やら談だん笑しようをしている。

（今は考えてもわからない。現物だって部屋にしかないんだし……。とにかく、先に……）

　吸い寄せられるようにアイシャは彼の許もとに駆かけ寄った。

　オーウェン王の寝しん室しつに入れないどころか、王城でも意図的にフィッシャーに避けられている。点てん滴てきの件を告げるには、今しかない。

「……フィッシャー卿きよう。あの……。ご提案したい治ち療りよう方法があるのです。陛下の件で」

　一息にそこまで言ったのは、動どう揺ようしていたからに他ほかならない。

　本来なら、時候の挨あい拶さつでもして、機き嫌げんを見つつ、慎しん重ちように持ちかけるべきだった。だが、さっきのハリソンの件がまだ心の中で解消できないせいで、相手の表情が目に入らなかった。

「点滴を用意できたんです。針を用いて体内に直接輸液を送り込むことができます」

「体内に送り込む？」

　訝いぶかし気にフィッシャーに尋たずねられ、アイシャは急いで首を縦に振った。

「穴の開いた針を血管に刺さし、送り込みます。もちろん、状態を良く確かく認にんし、同時に嚥えん下か行動を促うながすリハビリを……」

「馬鹿な!!」

　大だい音おん声じようで怒ど鳴なられ、アイシャは身を竦すくませた。

「貴き嬢じようは何も知らぬようだな！　血液とは不ふ浄じようなものを乗せて身体を廻めぐっておるのだ！　だからそれを適てき宜ぎ、排はい出しゆつしてやらねばならん!!　それなのに、言うに事欠いて、血液に不純物を送り込むだと!?」

「ふ、不純物ではありません……っ」

　必死にアイシャは首を横に振る。

「生理食塩水です。これで、脱だつ水すい症しよう状じようを……」

「はっ」

　言葉を紡つむいでいくが、顎鬚の男性医師に鼻で嗤われる。

「ばかばかしい。そのようなもので、いったい何が治るのやら……」

「貴嬢、王太子の屋や敷しきで、〝お医者さんごっこ〟をなさっているようではないか」

　苦笑を漏らし、顎鬚をしごく男性医師が、一瞥をくれる。

「素人しろうとに相談して、何になるというのやら」

（相談して、何になるか、ですって……？）

　ぐ、とアイシャは顎を引いた。

　脳裏に浮かんだのは、オーウェンのことだ。腕うでにいくつも走る瀉しや血けつの傷。名ばかりの診しん察さつ。彼の意志や尊厳を無視した会話。

　彼だけではない。生理痛の辛つらさを訴うつたえる十代女子に放たれた無理解な言葉。胸の苦しさを訴える女性へのぞんざいな態度。

（患かん者じやの苦痛を聞くのが医師でしょう。寄り添そうのが医師でしょう。……この人たち、何もわかってない……っ。見ようとしていないっ！）

「……でしたら……」

　アイシャは、ぎり、と食いしばった歯の間から言葉を漏らす。

「でしたら、もっと患者に向き合ってくださったらいいではないですか、あなたがたが」

　反論するとは思ってもいなかったらしい。ぎょっとしたようにフィッシャーたちが目を見開く。

「痛みや悩なやみを訴える患者に耳を傾かたむけ、共に原因を探さぐろうと、なぜ言葉をかけてやらないのですか」

　拳こぶしを握りしめ、アイシャは振り絞しぼるように声を発する。

「皆みな、悩んでいました。最初はあなた方医師に相談したそうではないですか。それなのに、なんです……。『嘘うそをついている』？　『それは神が与あたえた罰ばつだ』？」

　アイシャは、目前の男性医師ふたりを睨にらみつける。

「どうして、信じてやらないのです。目の前に患者がいるんですよ？　その手を握にぎってやれば……。たった一言、声をかけるだけで安心するというのに、なぜそれを怠おこたるのです」

「貴嬢、不敬だぞ！」

「我われらに対して、その口の利きき方はなんだっ！」

　怒いかりで紅潮した顔で怒鳴りつけられたが、アイシャも怯ひるむわけにはいかない。怯めば、自分が今までしてきたことは、間ま違ちがいだったと認めることになる。肩かたに、背に、腹に力を込めて、アイシャは踏ふん張る。

「なんのために医師になったんですかっ。なんのために、経験を蓄たくわえ、情報を共有し、技術を磨みがくんですかっ！　患者を痛みや苦しみから解放するためではないんですかっ！」

　フィッシャーの手を指さし、アイシャは唸うなる。

「その手にすがったんです。その手に頼たよったんです。それをあなたがたは……っ」

「女はそもそも不浄なのだ！　存在自体が罪であり、月のものや出産の痛みに耐たえるのは、神から与えられた罰なのだ！」

「疾しつ患かんや怪け我がは罰じゃない！　あなたがたは考えることを放ほう棄きしているだけよ！　医師の仕事とはなんですかっ。あなたの手に宿る力は、なんのためにあるの！　なんのための知識なの！」

　怒鳴り返すと、フィッシャーが唖あ然ぜんと口を開いている。その隣となりでは、こめかみに血管を浮かせた顎鬚の医師がつばを飛ばして大声を張り上げる。

「言わせておけば、どこまでも傲ごう慢まんなっ！」

「私、間違ったことは言っていませんっ!!」

「議論が紛ふん糾きゆうしているようだが……」

　更さらに言いつのろうと口を開いた矢先、低音の聞きなれた声が割って入った。

「……王太子」

「……殿でん下か」

　フィッシャーと顎鬚の医師が、大きく息をつき、渋しぶ々しぶといった風に敬礼をする。気勢をそがれた形でアイシャは隣に立ったエドワードを見上げるが、紺こん色いろの瞳ひとみで見つめられ、仕方なく口を閉じた。そうして黙だまっていると、随ずい分ぶん注目を浴びている。さすがに、エドワードも気づいてやってきてくれたのだろう。

「ここは辺境伯の誕生祝いの席だ。そうだろう？　医術の議論は、別の場でやってくれ」

「……すみません」

　エドワードが促すものだから、口を尖とがらせてアイシャは応じる。これで、手打ちにしろ。そう言いたいのだと思った。

　だが、フィッシャーたちは違ったようだ。

「いえ。王太子殿下。今が良い機会だから言わせていただきますが」

　矛ほこを納めたアイシャを、ここぞとばかりに追つい撃げきすることにしたらしい。周囲の視線を意識しながら、胸を反らす。

「少し、婚こん約やく者殿どのを甘やかしすぎではないでしょうか？」

「わたしが？　パドマを？」

　エドワードは、本気で驚おどろいたように目を見開く。その数秒後には、ありえない、とばかりに、アイシャを一いち瞥べつして口をへの字に曲げた。

「どこで聞きかじったのか……。間違っている医療知識をふりかざし、女子どもを集めての〝お医者さんごっこ〟。恥はじをかく前に、いい加減、辞やめさせてはいかがですか」

　顎あご鬚ひげの医師が、憎にく々にくし気に吐はき捨てる。その隣で、フィッシャーも深くうなずいた。

「もっと、ご指導なさってはどうです。女は家でおとなしくしていろ、と。本など読むからこのようなことになるのです。診療所を開くなど、とんでもない」

　ふん、と鼻息荒あらく、息をつく。

「女が知識や技術を身につけると、ろくなことがない。外に外に、と出ていき、自分の力を過信する。結果的に、自分は男と同じだと勘かん違ちがいし、こうやってほら、口答えまでする。だいたい、女が家で暮らせるのは、男が外で働いているからだ、ということをわかっていない。ひとりで生きていけると思い込む」

「その女が家を守り、生活を回しているから、男が〝仕事だけ〟できるんでしょうがっ」

　思わず噛かみつくと、あからさまに侮ぶ蔑べつの表情を浮うかべ、フィッシャーは、エドワードを見やった。

「もっと、従順で、淑しとやかに育てるべきではありませんか？　あるいは、王太子妃ひの資格がそもそも、ない」

　断じられ、アイシャが奥歯を噛み締しめた時、ふう、と隣でエドワードが吐と息いきを漏もらす音が聞こえた。

「女や男というよりも」

　腕を組み、エドワードはわずかに首を傾ける。闇やみよりも濃こい黒の髪かみがさらり、と流れた。

「〝人〟が知識や経験を得ることは良いことだろう。結果的に、我が国に富と技術を与える。女だから、知識を得てはならぬ。女だから、本を読んではならぬ。女だから技術を捨てよ、などという法は、わが国にはないはずだ」

　紺色の瞳を細め、エドワードはフィッシャーを見み据すえた。

「これでも、法については詳くわしいつもりだが……。それとも、わたしの知らぬそのような法がこの国にあったのだろうか、フィッシャー卿きよう」

「……それは……」

　ぐ、と言葉を詰つまらせるフィッシャーに、エドワードは静かに言葉を投げる。

「では、貴き卿けいが持っているものを、なぜパドマが……、いや、女が持ってはならぬのか。その明確な説明を、わたしにしてもらえないか？」

　淡たん々たんと言い放つが、その声には熱も力も籠こもっていた。

　どきり、と心臓が拍はく動どうする。

　瀉血の件でもそうだが、エドワードはしっかりと自分の考えを持っている。常識にとらわれず、冷静に物事を判断し、処理していく。合理的であり、画期的でもあるが、何よりその考えを堂々と周囲に発信する剛ごう胆たんさがある。

（……やっばり。エドが王になれば、世界は……、未来は変わるかも）

　ぱくぱくと跳はね続ける心臓が、頬ほおを上気させる。自分の考えに確信を抱いだき、ぎゅ、と力強く拳を握って、エドワードを見上げていた時。

「失礼ながら」

　芯しんのある声が、差し挟はさまれた。

　続くのは、いくつものヒールの足音だ。

「無礼とは思いましたが、先ほどからお話を伺うかがわせていただいていました」

　エドワードとアイシャに近寄るのは、十人近くの女性たちだ。

　こつり、こつり、とヒールを鳴らして歩み寄り、深々とお辞じ儀ぎをする。

「発言をお許しいただけますか？」

　エドワードは、どうぞ、と言わんばかりに掌てのひらを上にして開く。

「わたくし、アンナ・ルーズベルトと申します」

　前置きをし、周囲に対して優ゆう雅がに頭を下げてみせた。

「パドマ様に、娘むすめのシアナがお世話になっているのですが……」

　目礼をされたので、慌あわててアイシャも返す。生理痛に悩なやむシアナ。最近は、薬を使ってうまく生活できているようだ。

「まぁ、わたくしだけではなく、ここにいる皆が、パドマ様の患かん者じやなのですけど」

　アンナは、居並ぶ女性たちに視線を送る。彼女たちは深くうなずくと、ただただ、目をすがめ、フィッシャーと顎鬚の医師に向き合っていた。

「覚えておいでですか？　フィッシャー卿」

　いきなりそのようなことを言われ、フィッシャーが目を泳がせる。「ほほ」とアンナは扇おうぎで口元を隠かくして笑い声を立てた。

「覚えてなどおられませんでしょう？　わたくしたち、パドマ様の患者である前に、皆、あなたがたに診しん察さつしていただいた患者でしたのよ？」

「患者ではありませんよ、ルーズベルト夫人」

　顔をしかめて口を挟んだのは、乳にゆう腺せん炎えんになりかけていた女性だ。

「この方々は、診察さえしてくださらなかったではないですか」

「あら、わたしはしてくださいましたよ」

　長い睫まつ毛げをぱちぱちとさせるのは、肺はい炎えんが完治した女性だった。確か、イエイツ男だん爵しやく夫人だ。夫らしい男性の腕うでを取り、口元をゆがませる。

「ただ、やけにずーっと、わたしの胸に耳を当てて……。執しつ拗ように、触さわりましたけど」

「なるほど、それは後できちんと話を聞かせてもらいたい」

　イエイツ男爵は片方の眉まゆを吊つり上げて、フィッシャーたちを睥へい睨げいする。彼らは居い心地ごこち悪そうに、視線を彷徨さまよわせた。

「パドマ様はわたくしたちの話に耳を傾かたむけ、今、身体からだがどういう状態なのかを教えてくださいました。一いつ緒しよに頑がん張ばっていきましょう、と手を取ってくださいました」

　アンナは、静かだが熱を孕はらんだ声を放つ。それに続いたのは、いくつもの首しゆ肯こうと、言葉だ。

「わからない時は、絵に描かいて説明してくださったり、言い換かえたりしてくださいましたわ。どこかの医師のように馬ば鹿かにしたりはしませんでした」

「そうそう。それに、パドマ様が出してくださるお薬は、本当によく効くんですのよ」

　アンナの言葉に、イエイツ男爵が感心したように「ほう」と声を上げた。

「ああ、いえ……。それは、オスカーと協力した結果で……」

　慌てて首を横に振ふる。

　当初からオスカーには調ちよう剤ざいを担になってもらっているのだが、彼とて薬学の専門家というわけではない。「こういう効能を持った薬草があり、今、手持ちがある」といった程度からの出発だった。

　そこでアイシャは彼と何度も話し合ったり、パドマの蔵書の中から関連図書を引っ張り出してきて読み合わせたりし、薬が持つ効能の均一化を図はかろうとした。

　というのも、薬の処方が、目分量や、経験に頼たよっているとしか思えないのだ。

　溶よう液えきの質量パーセント計算で濃のう度どを出したり、患者の体重によって処方したりするように内容を変えるなど、試行錯さく誤ごを繰くり返した。

　薬草や薬液を含ふくむ樹皮なども、オスカーは水蒸気蒸留を行い、一部分については抽ちゆう出しゆつに成功。それにより、さらに安定した効能を提供できるようになった。

「今までは、医師や薬やく剤ざい師しの経験に則して出していたようですので……。今後は、誰だれもがこの手順通り学べば、同じように薬が処方できるようにしているところです」

　ほう、と感かん嘆たんの声が会場から漏れる。ちらりと見やると、そこかしこで、男性たちが集まり、何やら耳打ちしたり、うなずいたりしていた。

「誰もが学べるように」

　一言一句をゆっくりと発音したアンナは、扇せん子すを大きく揺ゆすり、会場自体を見回した。

「どこかの誰かたちとは雲うん泥でいの差ですわね。自分たちの知識を自分たちで独どく占せんし、自分たちの選んだ患者にしか使用しない」

　ぴしゃり、と扇子を閉じ、アンナはフィッシャーを睨にらみつける。

「パドマ様は、あなたたち男性が独占していたものを奪うばい返し、わたくしたちに与あたえてくださったのです」

「女なのだから仕方ない。その一言で、診察さえしてくれなかったのは、あなたがたではないですか」

「それを、なんですか。〝お医者さんごっこをやめろ〟ですって？　では、代わりにあなたがたが診察をしてくれる、というのですか。パドマ様のように？」

　怒ど気きを孕はらむ声をいくつもぶつけられ、フィッシャーは額に脂あぶら汗あせを垂らして、身体を硬こう直ちよくさせていた。その姿を一いち瞥べつし、エドワードは冷たく言い放つ。

「お前たちが馬鹿にしている行こう為いで、救われた人が多数いるようだが、それはどのように説明するのだ？」

　それに続くのは、女性たちだった。

　かつり、とヒールを鳴らして、それぞれが一歩前に踏ふみ出す。

「パドマ様に診察をやめろ、というのなら、わたくしたちにも考えがあります」

「男性たちだけで社会を作っていると思っているのなら、愚おろかなこと」

「世界の半分は女性だということをお忘れなく」

　女性たちに囲まれ、鋭するどい視線にさらされていたフィッシャーだったが、腹を揺すって吐はき捨てた。

「議論にもならん。やりたければ、勝手にやれ。あとで泣きついてきても知らんからなっ」

　言うなり、くるりと背を向けて立ち去る。慌ててその後を追うのは、顎あご鬚ひげの医師だ。

「王太子殿でん下か、ありがとうございます」

　フィッシャーたちが会場内から慌ただしく出ていく様子を眺ながめ、アンナが優雅に礼をする。周囲の女性たちもそれにならうが、エドワードは苦笑いして首を横に振った。

「わたしは何も。撃げき退たいしたのは、あなたがたではないですか」

「ですが、パドマ様の危機に駆かけつけてくださったでしょう？　心強かったですわ。わたくし、反論する勇気を得ましたの。それに、あのお言葉」

　アンナは右に首を傾かしげるようにして、エドワードを見上げた。

「女や男というよりも、〝人〟が知識を得ることは良いことだろう、というあのお言葉。わたくし、心に響ひびきました。だって、今まで、わたくしたちは、〝人〟ではなく、〝女〟として、扱あつかわれていたのですから」

　彼女の言葉に、周囲の貴婦人たちが一いつ斉せいにうなずいた。

（……そう、なのよね……。〝男性とは違ちがう何か〟って分けられ方しちゃって……）

　アイシャも、ドレスのふくらみをぎゅ、と握にぎりしめた。

　自分がいた未来でも男女差別はあるが、この世界ほど露ろ骨こつではない。少なくとも、男性と同じ人間だ、というのは常識だ。

　だが、ここでは違う。性別で明らかに人生が左右され、本来持っているべき権利さえ失う。

「王太子殿下が、かように先進的なお考えをお持ちなのは、婚こん約やく者であるパドマ様の影えい響きようなのでしょうか？」

　アンナに尋たずねられ、アイシャは慌てて首を横に振った。

「私の影響なんて……。殿下は出会った時から、こんな感じでした」

　隣となりに立つエドワードを見上げ、彼の紺こん色いろの瞳ひとみを見つめて、力強く言う。

「常識にとらわれず、物事の善悪をちゃんと見ておられる。国の行く末を考え、今、自分が何をすべきか、本当によくわかっておられる人です」

　思わず、彼の手をぎゅっと握った。

「今だってそうです。国にとって何が重要なのか。そのための法を一いつ生しよう懸けん命めい整備しておられる」

　断言すると、紺色の瞳が不意に揺らぐ。なんだろう、ときょとんとしていると、ごまかすように咳せきばらいをされた。

「いや、わたしのことを過大評価しすぎだ」

　目元を赤らめてエドワードが言った途と端たん、周囲から、きゃあ、と華はなやいだ声が上がる。

「本当に、仲がよろしいのねぇ」

「おふたりとも見み目め麗うるわしいし。お似合いですわ」

「お互たがいに理解しあっておられるなんて、素す敵てきですこと」

　貴婦人たちがさんざめくように笑い、アイシャは真っ赤になってエドワードから手を離はなした。

「いつぞやか……。わたしの診察が長引いていた時など、殿下は、部屋のノブに、菓か子しの入った袋ふくろを下げておられたとか。わたしの侍じ女じよが見ていたそうです」

　まぁ、と華やいだ声を上げる女性たちに見つめられ、エドワードは背をのけぞらせる。

「……何かの、見間違いでしょう」

（……やっぱり、あのお菓子、エドなんじゃない）

　噴ふき出しそうになって、アイシャは堪こらえる。それに気づいたのか、なんだか怒おこったように、ぷい、とそっぽを向かれてしまった。

「殿下」

　不意に低い声がかかり、それまで口々に騒さわいでいた女性たちが一斉に口を閉じた。

　アイシャも声の主に顔を向ける。

　見慣れない男性たちが数人、すぐ側に立っていた。服装から、いずれもそれなりに高位な貴族だと見てとれる。

「あら、あなた」

　驚おどろいた声を上げたのは、アンナだ。

「妻と娘むすめがパドマ様のお世話になっているとは知らず、大変失礼いたしました。マクロイ・ルーズベルトと申します」

　優ゆう雅がに頭を下げたのは、ルーズベルト子し爵しやくのようだ。周囲の男たちもエドワードに対して敬礼を行う。

「先ほどからのご様子を拝見し、殿下がこれから整備される法のことや、国づくりに大変興味を覚えました」

　ルーズベルト子爵の言葉に、男たちが各おの々おのうなずいた。

「きっと、先せん駆く的なことも取り入れられるのでしょう。もし、お時間があるのであれば、お話を伺うかがいたく……」

「もちろんです。そして、力を貸してほしい」

　力強く言うと、エドワードは会場を見回す。誰を捜さがしているのか、と思えば、トマスだ。様子に気づいたトマスが近づくのを制し、ルーズベルト子爵たちを促うながした。

「では、あちらで話を……」

　足早に立ち去る男たちの背中を眺め、アイシャは、ほっと息をついた。

（なんか、良い流れになりそう……）

　彼の味方がひとりでも増えれば。

　そして、そのことに自分が貢こう献けんできれば、こんなに嬉うれしいことはない。心の中から、じわり、と広がるぬくもりを感じながら、アイシャは周囲の女性たちに、ぺこりと頭を下げた。

「本当にありがとうございました」

「何をおっしゃいますの」

「顔をお上げください」

　口々に声をかけられ、背を撫なでられたり、顔を覗のぞきこまれたりする。

「わたくしたち、本当に感謝しておりますのよ」

　おそるおそる顔を上げると、女性たちに微笑ほほえまれて、思わず涙なみだぐんだ。

　自分がやってきたことは間違っていない。それどころか、力になれた。

　そう背中を押されたようで、気づけばアイシャはもう一度、ありがとうございます、と涙声で呟つぶやいていた。




（……どこに、いるのかな……）

　会場を見回しながらアイシャは歩く。

　一時間前より、だいぶん人が増えてきている。正直、見回しながら歩いていると、何度も誰だれかにぶつかりそうになり、謝罪の言葉を繰くり返していた。

（……まだ、話し合いをしてるのかな？）

　ルーズベルト子爵たちとの会合が続いているのだろうか。

　そう思って、人が集まる場所に近寄ってみるのだが、辺境伯の息子むすこだったり、伯はく爵しやく家に嫁とついだ娘だったりして、エドワードの姿をまるで見つけられない。

（……お礼を、言いたいのに……）

　焦あせりながら、そんなことを思う。

　さっきまで、患かん者じやや、元患者たちに囲まれ、近きん況きようを聞いたり、症しよう状じようを聞いたりしていた。

　中には同じ病名の者同士もおり、「まぁ」「その気持ちわかりますわ」と、当事者会のような状況になったりした。

　しばらくはそんな輪の中で過ごしていたのだが、そっとその場を離れる。

　エドワードに礼を言わなければ、とそれだけを思って、歩き出した。

　患者達がアイシャを守ってくれたのは確かだが、その発ほつ端たんを作ったのはエドワードだ。

　もちろん、屋や敷しきに帰る道中にでも馬車の中で「ありがとう」と頭を下げればいいのはわかっているのだが、今すぐ、礼を伝えたくなったのだ。

（……でも、よく考えたら有名人だしな……）

　約二カ月前までは、エドワードはどこにいても、ひとりだった。

　屋敷では親しい使用人たちに囲まれて安あん堵どしているように見えたが、王城や、ましてや会議の場において、彼は完全に孤こ立りつしていた。

　いや、孤立、させられていた。

　だが、現在。

　オーウェン王の意識が清明であること、また、エドワードが提唱している税制改革に理解を示す諸しよ侯こうが増えてきたお陰かげで、彼の周囲には人が集まりつつある。

（ルーズベルトさんとの話が終わっても、別の誰かとまた話してそう……）

　そんなことを思った矢先、目の前を華やかに着き飾かざった女性が通り過ぎる。

　金魚の尾お鰭ひれのようなリボンを腰こしの後ろに飾った女性や、襟えりぐりを大きく取った大だい胆たんなドレスを着た女性。

　彼女たちは男性の視線を意識し、くすくすと笑いながら通り過ぎる。

　ふと。

　そんな彼女たちに囲まれているエドワードを想像し、首を横に振ふる。

　そんなわけない。あの口が悪く、性格も悪く、何かあれば皮肉ばっかり言うあの男が、女性に囲まれるなんて。

　そんなことを思いながらも、心を占しめるのは不ふ穏おんで、それでいて確信めいた不安だった。

（……馬ば鹿からしい。だったらもっと、目立ってるはずじゃない）

　首を横に振った拍ひよう子しに、きぃ、と扉とびらが開く音がした。視線を転じると、従僕らしき男性が露ろ台だいへの扉を開いて外に出ていくのが見える。

（外に、出られるんだ。あそこかな）

　こつこつとヒールを鳴らし、近づいた矢先。

　両開き扉の脇わきにあるカーテンから。

　不意に腕うでが伸のびてきて、引き寄せられる。

「……え……っ!?」

　逃のがれ出ようとするのに、ぐるり、と巻きとられ、踏ふん張れない。

　一いつ瞬しゆん、またハリソンかと思ったが。

「……エド……？　え？　ちょ……」

　腰を右手に。左手で手首を取られ、アイシャは間近に迫せまるエドワードの顔を見上げる。

「ど、どこにいるのよ。捜さがしてたのよ」

　まさか、カーテンの中に引き寄せられるとは思わず、アイシャは呆あつ気けに取られる。

「まったく、外は煩わずらわしい」

　顔をしかめ、ぐいと更さらに引き寄せられて、アイシャは戸と惑まどった。カーテンの中にいるせいだろう。彼の香かおりや体温をやけに強く感じる。

「わたしはもう用事を済ませた。そっちは？」

　身体からだを密着させたまま尋たずねられるから、アイシャはなんとか距きよ離りを取ろうと背をそらせるのだが、腰に腕を回されているせいで、自由に動けない。しかも、取り囲むのは分厚い生き地じのカーテンだ。

「……お、終わった……」

　口を尖とがらせて不満そうに言ってみせる。

「そうか。ならよかった」

　どこか満足そうに笑うから調子が狂くるう。しかも、その顔がなんとも無む邪じや気きであどけない。

「ここなら、誰にも声をかけられない。互たがいにゆっくりできる」

　吞のん気きな調子で言われても、なんと答えていいやらわからない。

（じょ……。状況、わかってるの……？）

　どぎまぎしながらも、なんとか距離を取ろうとすると、眉を寄せてさらに引き寄せられる。

　赤くなる顔を隠かくすように俯うつむいていたが、今度は沈ちん黙もくに耐たえられそうにない。

「……あの、私、お礼を言おうと思って」

　意を決し、アイシャはわずかに顎あごを上げる。ぴたりと密着しているから、視界に入るのは、きれいな形の顎ぐらいのものだ。まじまじと彼の顔を見ると、頬ほおがまた深しん紅くに染まりそうで、すぐに目を伏ふせる。

「さっき。フィッシャー卿きように反論してくれてありがとう」

　語ご尾びが震ふるえるのは、彼の腕の中にいるからなのか、それとも、あの時のやりとりを思い出し、心が動いたからなのか。

「礼には及およばん。たぶん、あいつらはわたしに恥はじをかかせたかったんだろう」

　く、と小さく笑う声に、目だけを上げる。宵よい闇やみを映したような瞳ひとみが、じっとこちらを見ていた。

「今日は諸侯や外国の貴族なんかも参加していたからな。〝一いつ介かいの医師にやりこめられる、間ま抜ぬけな王太子〟という印象でも植え付けたかったんじゃないのか？　そこで、ハリソンでも出てくる手て筈はずだったんだろう。堂々と」

　喉のどを鳴らし、静かにエドワードは笑った。

「それがどうだ。逆に、お前とその患者たちが撃げき退たいしてしまった」

　愉ゆ快かいそうに紺こん色いろの瞳を緩ゆるめる。

「あのルーズベルト子爵など、本来ハリソンに与くみしていた男だ。今や、こちらにつこうとしている。さぞかし悔くやしい思いをしていることだろう」

（……ハリソン……、王子）

　ふと、さっき廊ろう下かで腕を掴つかまれたことを思い出し、思わず身み震ぶるいをする。

（……エドに言うべき……？）

　ハリソンに脅おどされた、と報告すべきだろうか。彼は何かを企たくらんでいる、気を付けて、と。だが、咄とつ嗟さに口をつぐむ。まだ、〝パドマ〟が彼と交わした約束のことがはっきりわかっていない。〝パドマ〟にとって不都合なことは避さけるべきだ。

「だから」

　不意に声が髪かみを撫なで、首元をくすぐる。アイシャは慌あわてて顔を上げた。

「わたしは胸がすく思いだった。ありがとう」

　そ、っと耳元に口を寄せられ、エドワードに礼を告げられる。

　耳朶みみたぶに彼の呼気が触ふれ、ふわりと言葉がアイシャの首元を撫でる。ぷるぷると首を横に振り、すぐ近くにある彼の顔を見た。

「だとしても……。手助けしてくれてありがとう。これだけは伝えたくて」

「別に礼など……」

「ううん。だって、腹が立つけど……。あのフィッシャー卿の言ってることも確かで……。だって、エドが『診しん察さつなんてするな』『患者を呼ぶな』とか言ってたら、そもそも成り立たない話だったんだもん」

　なんだか必死になって、言葉を紡つむいだ。

「だからやっぱり。お礼ぐらいちゃんと言わせて。ありがとう、って」

　はっきりとそう告げるアイシャを、エドワードはしばらく見つめていたが、小さな呼気を漏もらして笑った。

「じゃあ、礼を受けとる代わりに、しばらくこうしていてもいいか？」

　言うなり、両腕を背中に回され、きつく抱だきしめられる。

　ぺたり、と彼の胸に右みぎ頬ほおを押し付け、アイシャは真っ赤になって身体を硬こう直ちよくさせた。

「辺境伯の誕生祝いにはいろんな派は閥ばつのやつらが来るから、良い機会だと参加したのだが……」

　ほう、とばかりにため息を漏らすが、それがアイシャの首元にかかってくすぐったいことこの上ない。身じろぎすると、動くな、と不ふ機き嫌げんに言われ、仕方なく棒立ちになる。

「……いろんな情報も手に入れられたが……。疲つかれた」

　言うなり、また腕に力を込めるから、どうしようもない。

　ためらいながら力を抜ぬき、彼の胸に身を預けてみる。

　アイシャの動きを感じたのか、エドワードが首元に顔を埋うずめてきた。

　そ、っと。

　自分も彼の背に腕を回してみる。

　きゅ、と上着を握にぎり、胸に頬を寄せて。

　だけど、ふと、思う。

（いつか、私は、この身体から出ていくことになる……、のよね）

　脅きよう威いだと思っている事こと柄がらが解決すれば、心の中に沈しずんでいる〝パドマ〟が、表に出てくる。そうなると自分はどうなるのだろう。

　未来に帰るのだろうか。

　その時、自分の身体がすでになかったら、どうすればいいのか。

　アイシャは、ぶるり、と身震いをし、知らずにきつくエドワードに抱きつく。

〝パドマ〟がこの身体に戻もどると。

　もうこうやって彼に抱きしめられることも、愚ぐ痴ちを言われることも、嫌いやみを言われたり、ましてや感謝を告げられることもない。

　だとしたら。

　今、自分が彼に対して抱いだきはじめているこの〝心〟を育てても、どうしようもない。

　そんな気づきに、強く目をつむった時だ。

「パドマ、そこにいるのか？」

　静かな声は、父親のトマスのものだ。咄嗟に目を開き、視線を下に落とす。カーテンの向こうに男物の革かわ靴ぐつが見えた。
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「……お父様？」

　おずおずと声をかけると、ふう、と大きく息を吐はかれた。

「派手にケンカをした後、どこに行ったのかと思ったら……」

「すみません」

　慌てて謝罪を口にすると、くすり、と笑われる。

「いや、かまわないよ。もっと言ってやれと思ったぐらいだ」

　おどけた様子に、アイシャもつられて笑った。

「だけど、これであいつらが手を緩めるとは思えない。気を引き締しめるんだよ」

　はい、と返事をした後、ごほり、と咳せき払ばらいが聞こえてくる。

「あと、そこにいる王太子殿でん下かに、もうそろそろ出てきて仕事をしてください、と伝えてくれるかい」

　言われて、アイシャは真っ赤になり、もがき出るようにして、エドワードの側そばから離はなれた。
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　辺境伯の誕生祝いに参加した次の日。

　オスカーに、『フィッシャーの逆げき鱗りんに触れ、実じつ施しの可能性は低くなったが、いつでも応じられるように、点てん滴てきの最終確かく認にんを行いたい』と申し出た。

『あんたらしいわ』

　経けい緯いを聞くや否いなや、オスカーは爆ばく笑しようしたが、一いつ緒しよに点検作業を行ってくれた。

（オスカーなら、この植物が何か、わかるよね……）

　一通りの確認を終えた後、アイシャは、〝パドマ〟が隠かくし持っていた植物の根をオスカーに見せる。

「これ、なんだかわかる？」

　できるだけ、何気なさを装よそおって尋たずねてみた。

　あの会場で、ハリソンを前にし、〝パドマ〟が口走ったことがどうしても気になったのだ。

『あの分量は……。最初に伺うかがっていたものと違ちがいますよね。あれは、致ち死し量』

　考えられるのは、木箱に入っていた乾かん燥そう植物だ。

『私を……。騙だましたのね……？』

　冷れい淡たんな口調とは裏腹に、胸に広がった寂せき寞ばく感かん。

　切なさや悲しさは今でもじわり、と湧わき上がる。だからこそ、アイシャは気づいた。〝パドマ〟の恋こい人びととは、ハリソンではないのか。

　医師をめざしていたのに、王太子妃ひへの道が用意され、自分の一存では断ることもできなかった〝パドマ〟。

　そんな彼女に、ハリソンは近づいたのではないか。

『君の医師としての才能は本物なのに、誰だれも気づいてくれないんだな』『君がそんな顔をしていることを、あいつは知っているのか？　おれなら、そんな顔なんてさせないのに』

　甘言を弄ろうし、パドマからの信しん頼らいを得た。

　そしてふたりは、恋人同士となる。

　だが。

〝パドマ〟は、ずっとハリソンを怖こわがっていた。

　そのハリソンからは、『逃にげられるとでも？　おれから』と、脅きよう迫はくされている。

（きっと、何か、きっかけがあったはず……）

　ハリソンへの恋心を抱いていた〝パドマ〟。

　ハリソンはそんな彼女に、何かを持ちかけたのではないのか。

　だが、それは嘘うその情報で、実際は、〝致死量の何か〟を、渡わたされた。

　そこで、彼女は心の中に閉じこもるほどの、衝しよう撃げきを受ける。

　騙された。利用された。大変なことをしでかしてしまった。

　もう、逃げられない、と。

　もし、そうであれば、彼女が受け取ったもの、というのは、あの手紙と乾燥した植物ではないだろうか。

　アイシャはそう思い、薬学に詳くわしいオスカーに、事情を伏ふせて、尋ねてみたのだ。

「これ、ベラドンナやな」

　窓まど際ぎわに移動し、日に透すかしながら眺ながめると、あっさりと答えた。

「ベラドンナって……。あれでしょ？　〝貴婦人の目薬〟」

　アイシャの言葉に、オスカーはうなずく。窓まど枠わくに腰こしかけるようにしてアイシャを見る菫すみれ色いろの瞳ひとみは、『なぜこんなものを持っているのか』と、訝いぶかし気だ。

「それ、瞳どう孔こうを開かせる薬、なんでしょう？」

　アイシャの知る限り、ベラドンナというのは、絞しぼり汁じるを目に差し、瞳孔を開かせる点眼薬のことだ。目がぱっちりして見える、と化け粧しよう品感覚でこの時代の女性は使うが、のちに眼科で重宝される薬になる。

「葉っぱの絞り汁はな。だけど、これ、根やからなぁ。かなりの猛もう毒どくやで」

　肩かたを竦すくめて言うと、摘つまんだまま、アイシャに返す。

「こんだけの量やったら、致死量やし。ぼくは怖いからよう扱あつかわん。あんたも、むやみに持たんことや」

　両方の掌てのひらで受け取りながら、めまぐるしく頭を動かした。

（致死量……。〝パドマ〟が受け取ったのは、やっぱりこのベラドンナなんだ。〝パドマ〟は、誰かにこの毒を盛るように言われてたってこと？）

　短冊に書かれていた、『よしなに』『順調そうで何より』。あれが何を指すのか、と想像して、身体からだを震ふるわせる。

（……まさか。エドに、盛ろうとしたの……？　暗殺するように言われた？）

　そうだ。当初、エドワードは警けい戒かいしていたではないか。

　パドマを。

　だからこそ、困こん惑わくしていた。なぜ、自分を助けるのか、と。

（……どうして、パドマはこの時代に、侍じ医い団に入れたのか……）

　ずっとそれが不思議だった。

　フィッシャー卿きようを中心とする男性医師の偏へん見けんと差別はかなり強い。おまけに、貴族と言えど、女性の地位自体が相当に低いのだ。

　アイシャは、現代の医学の力を使って、実力行使に出たが。

　十六歳の少女が、知識や家いえ柄がらだけで、あの男社会をのし上がっていけるわけがない。

（まさか、〝パドマ〟……。侍医団に入るために、ハリソンと取引した……？）

　侍医団は完全にハリソンに与くみしている。彼の命令があれば、女性でも侍医団に入ることは可能だったのではないのか。

（そして、その見返りに、毒を、盛った……）

　史実ではエドワードは二十歳はたちで病びよう没ぼつだ。

　不ふ審しん死であったとしても、検死をするのはおそらく侍医団。「病死」で片付けるだろう。

　そして、パドマは数年前から「王太子に病の兆候あり」と公言し続けているのだ。

（〝パドマ〟は、エドの病気に気づいてなんて、いなかった……）

　王太子は病気だ。それは、嘘だったのだ。

〝パドマ〟は甘い言葉に乗り、侍医団に入れてもらう代わりに、王太子エドワードに毒を盛った。そして彼の死後、ハリソンは王太子を名乗り、父王の代わりに実権を握にぎる。

　結果的に、ハリソンたちは、一部始終を知る彼女が邪じや魔まになった。

（どうして、王太子妃になんて指名したのかと思ったけど……。情報漏ろう洩えいを恐おそれた？）

　父親が王太子派の娘むすめなんかを、どうして、と思ったが。エドワード暗殺の秘密を握る彼女を常に手元に置いておきたかったのだ。

　そして、事件は起こる。ケラリアン戦せん役えきで、彼女は敵国の手に落ちるのだ。

（捕ほ虜りよの引き渡し交こう渉しように応じなかったのは、秘密を知る彼女が邪魔だったからだ……）

　しかし。

『あの分量は……。最初に伺っていたものと違いますよね。あれは、致死量』

　彼女は気づいた。

　自分が、騙されたことを。

　ということは、殺す、とまでは言われていなかったのかもしれない。

『体調を悪化させ、それを理由に王太子を廃はい位いさせたいのだ』

　その程度の呼びかけだったのだろう。エドワードも、マルゴット派が自分を廃位させようとしている、と言っていた。

　ところが。

　彼女が実際に手にしたのは、致死量だった。

（……エドは病死じゃない。殺されるんだ）

　なんとかしなければ、エドワードはこのままでは史実通り〝病死〟だ。

（仲間を、増やさなきゃ……）

　アイシャは強く思う。

　エドワードを守りたい。エドワードに王になってほしい。そう願う人をもっとたくさん増やさなければ。

　アイシャの患かん者じやたちが、エドワードに触ふれて革新的な考えに共感したように。

　彼に関かかわる全すべての人が、エドワードの先せん駆く性を広めていけば。

　王の資質あり。そう訴うつたえてくれれば。

　そうすれば、ハリソン派を押さえ込める。

『誰か助けて！　このままじゃ……っ！』

　あれはやっぱり、〝パドマ〟の叫さけびだ。

　王太子の屋や敷しきに入ってしまえば、もう、毒を盛るしかない。出ることもできない。

　なぜなら、自分自身が言いだしたのだ。『王太子に病の兆候あり』と。『つきっきりで様子を見たい』と。今いま更さらなんと言ってごまかすのだ。事のすべてをトマスに打ち明けたとしても、彼に、いや、キャベンディッシュ家自体に被ひ害がいが及およぶ。

　ハリソンに命じられたのだ。

　そう世間に訴えたとしても、なんの証しよう拠こもない。もらった手紙にはすべて署名はなく、指示書とも言える短冊も、明確に暗殺を書いてはいない。

　それに、もし、そんなことをすれば、ハリソンたちは確実に自分の命を狙ねらいにくる。

　だから。

　あの日、王太子の屋敷に向かう馬車の中に、アイシャの魂たましいは引き寄せられたのではないのか。

　あそこが、分ぶん岐き点てんだったのだ。

　この世界を変えたい。この国の人たちの役に立ちたい、と思った自分が。

　それなのに、なんの役にも立たず、死のうとしていた自分が。

　どうしようもない絶望に吞のまれた〝パドマ〟の悲鳴を聞き、今、ここにいる。

（ハリソンからの脅きよう威いがなくなれば、〝パドマ〟もきっと目を醒さまして出てくるに違ちがいない）

　それは、エドワードが王となる世界だ。その隣となりにはきっと、パドマがいる。

　自分は、その世界を作るために、呼び寄せられたのだ。
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　夜会の騒そう動どうから一カ月。

　アイシャはいつものように、オーウェンの顔を覗のぞき込み、微笑ほほえみかけた。

「お加減はいかがですか？」

　エドワードによく似た深い青の瞳は、アイシャをとらえ、それからゆっくりと一度、まばたきをした。

「今日も、点てん滴てきをさせてもらいますね」

　アイシャはベッドサイドに座ると、か細くなったオーウェンの腕うでを取る。脈を測り、それから全体的な顔の色つやや状態を目視した。

（……落ち着いてる、感じね……。あとは、嚥えん下か機能を回復できればいいんだけど）

　点滴を入れる前は、唇くちびるも肌はだもかさかさに乾かわいていたが、今は改善に向かっている。

　辺境伯の誕生会で騒動が起こった五日後。

　エドワードは点滴による治ち療りようを、公式にパドマに依い頼らいした。

　その背景には、アイシャが治療にかかわった患者たちの意見があった。

「画期的な治療をなさる」「効果がある」「医師としての腕は確かだ」

　それらは、それぞれの夫や父親の耳に入り、王城内で公言されるようになった。

「陛下のためになるのであれば、パドマ様の治療を試ためすべきではないか」

　オーウェンの状じよう況きようを知る一部の有力貴族までが、そう言い始めたのだ。

　そうして、アイシャはようやくオーウェン王の寝しん室しつへと戻もどってきたのである。

　今のところ、侍医団は、一いつ切さい口出しや手出しをしない代わりに、無関心を押し通している。それにならうのは、ハリソンを中心とした、いくつかの騎き士し団だ。

　エドワードがオーウェンのために、と取り入れた治療法は。

　結果的に、王城内での立ち位置を浮うき彫ぼりにした。

　王太子エドワードを支持するのか。それとも、マルゴット家の資金を背景としてのし上がるハリソン王子に与するのか、を。

「王様。今日はええ天気やで」

　腕をゴム管で縛しばり、針を刺さす血管を指で探さぐっていたら、点滴の準備を終えたオスカーが人ひと懐なつっこく笑いかけているところだった。

「ぼく、湖水地方に住んでたんやけどね、こんなええ天気の日には、遠乗りに出かけて、外でご飯食べてた」

　毎回毎回、オスカーはまるで近所のおじさんに話しかけるような気やすさで接するため、見ているアイシャがひやひやする。

　だが意外に、オーウェンには好かれているらしく、興味深げに彼を追っていたり、まばたきの動きだけで会話をしたりしていた。

（なかなか、できることじゃないんだけどね……）

　まるでオーウェンが話せることを前提に、オスカーは語りかける。簡単なようで、これが難しい。すぐに会話は途と切ぎれ、気まずい沈ちん黙もくが下りて、「それではまた」と立ち去る見み舞まい客きやくが多い中、放ほうっておいたらオスカーはいつまでもしゃべっている。

「少し、ちくっとしますよ」

　アイシャの呼びかけに、オーウェンはひとつ、まばたきを返す。手早く針を刺し、チューブのコックを緩ゆるめて生理食塩水を入れたガラス瓶びんを見る。針が動かないように、包帯や綿花で固定していると、オスカーが鼻を鳴らした。

「王太子さんに、遊びに行こう、言うのに、『仕事だ』とかなんとか言うて……。全然、どこにも連れていってくれへん」

　口を尖とがらせる様子は、まるで子どもだ。ぷ、と小さく噴ふき出すと、オーウェンも目元を緩ませる。

「今も、王城におるねんで。信じられへんわ。だからさ、優やさしいぼくは、王太子さんやみんなのために、今日は特別な仕し掛かけを用意したんよ。あとで楽しみにしててな」

　おどけながらも、オスカーは点滴の様子を確かめ、不具合がないかどうかを素す早ばやく見ている。

（ほんと、助かってるのよねー……）

　ほぼ、助手代わりだ。機転は利きくし、ユーモアもある。屋敷の人間やエドワードなどは「変人だ」と顔をしかめて言うが、アイシャから見れば、この時代の誰だれよりも関かかわりやすい。

　神なんていない、と言って捕つかまったことから考えれば、あまり、禁きん忌きすべきこともないのだろう。宗教的な「清潔・不潔」よりも、医療的な「清潔・不潔」を重要視してくれることも助かっている。

「ええ嫁よめさん、もらったなぁ、王太子さん」

　点滴の液えき漏もれがないか、状態の変化はないか、と調べていたアイシャは、不意にそんなことを言われて、目をまたたかせた。

　オスカーが、オーウェンの顔を覗き込んで、にっこり笑っている。

「ちょっと気は強いけど、まっすぐやし。別べつ嬪ぴんやし。優しいし」

　ぱちり、とオーウェンがまばたきをひとつ返すから、なんだかくすぐったくなる。

「だから、孫の顔を見るまで死ねへんで、王様」

　す、と深い青の瞳ひとみが移動し、アイシャを見つめて緩んだ途と端たん、顔が赤くなる。

「いや、まぁ……。その……」

　言葉にもならないものを口にして、顔を逸そらす。

「照れ屋の夫ふう婦ふや」

　丸テーブルの上に準備している消毒液を手に振ふりかけていると、オスカーに笑われる。

「……まだ、夫婦じゃないし」

　振り返り、睨にらみつけた。それに、エドワードの本当の相手は〝パドマ〟なのだ。自分ではない。

（……そうだ。〝パドマ〟……。あれ以降、全然、出てきてくれないけど……）

　彼女はまだ、傷つき、自分の殻からに閉じこもっているのだろうか。

　アイシャは今、王城の貴族だけではなく、一いつ般ぱん市民の診しん療りようもしてはどうか、とエドワードに提案している。

　王城内での味方を確実に増やしてきたエドワードだが、民たみとなるとまた違う。

　王都で有名なのは商売人でもあるマルゴット家のほうだ。

　そこで、アイシャは王太子の名の下もと、王都に、身分に関係なく誰もが治療を受けられる診療所を作ってはどうだろう、と持ちかけた。

（きっと、国民の意識も変わると思うんだけどなぁ）

　貴族など、ほんの一ひと握にぎりだ。その一握りが、国を動かしている。

　だが、国の三分の二を占しめる一般市民が、『エドワードを王に』と望んだら。

　きっと、世界は変わる。

　ぼんやりとそんなことを考えていたら、切せつ迫ぱくしたドアノックに続き、見知らぬ騎士が部屋に飛び込んできた。

「ご無礼を……っ。至急、パドマ様にお伝えしたいことが……っ」

　何事か、と目を丸くするアイシャの隣となりに駆かけ寄ると、切せつ羽ぱ詰つまった様子で片かた膝ひざを床ゆかにつく。

「王太子が倒たおれられました……。何やら意識がないご様子で。現在、侍じ医い団を呼んでいますが、供回りの侍じ従じゆうが、『婚こん約やく者のパドマ様が陛下のお傍そばにいらっしゃる』と申すもので……」

　一いつ瞬しゆん、血の気が失うせた気がした。

　ぐらり、と右側に傾かたむいたのかもしれない。肘ひじをがっしりとオスカーにとらえられる。

「大だい丈じよう夫ぶか？」

「……平気」

　言いながらも指先が冷たい。ぎゅ、っと握りしめ、視線を落とす。

（……まさか……。例の〝病死〟じゃないわよね……）

　ハリソンたちが何か仕掛けてきたのだろうか。

　エドワードは現在、十九歳だ。史実によると病びよう没ぼつは二十歳はたち。まだ、数カ月あるはずだ。

　だが、例えばオーウェンのように寝ねつき、二十歳になってその命の灯ひを消すこともある。

（あるいは……。私が未来を変えようとしているから、歴史が変わりつつある……？）

　その思いつきに、一気に肌はだが粟あわ立だった。まさか、彼の死期を早めたのだろうか。

「エドは……。王太子殿でん下かはどこに？」

　震ふるえを押し殺し、アイシャが尋たずねる。

「ご案内します」

　騎士が立ち上がった。すぐさま部屋を出ようとしたのだが、オーウェンのことを思い出して足を止める。

「こっちは、ぼくが看みてるから大丈夫や。点てん滴てき終わったら、針を抜ぬいて、処置しとく」

　オスカーが深くうなずいてくれた。

　ふたり態勢でオーウェンの処置に当たっているのは、点滴などの医療用器具の扱あつかいはオスカーの方が手慣れている、というのもあるが。

　暗殺防止でもあった。

　何しろ、点滴の中に何か入れられれば即そく死ぬのだ。

　アイシャがいた世界のような輸液パックではないし、生理食塩水の入った点滴容器は、上部が蓋ふたになっていて、誰でも開けることができる。

　もし、そこに致ち死し性の何かを入れられたら。

　そんな危険性を抑よく止しする意味で、常にオスカーと行動を共にしていた。

「大丈夫やって。それに、なんかあったら、窓開けて誰か呼ぶし」

　言いながら、指をさす。アイシャはあいまいにうなずいた。そうだ。ここは王城内だ。騒さわげば誰か来てくれるだろう。

「じゃあ……。しばらくよろしく」

　言いおいて、アイシャはスカート部分を握り、軽く持ち上げた。

「こちらです」

　騎き士しは帯たい剣けんの柄つかを押さえ、走り出す。

「王太子殿下は、執しつ務む室で倒れられたの？」

　部屋を出てすぐ、おや、とアイシャは思った。

　騎士の背中を追いかけながらも、その方向に戸と惑まどう。

　エドワードの執務室は、オーウェンの寝しん室しつの真上。一番近い階段は、寝室を出て左手側になるのだ。

「いえ。書庫です」

「書庫？」

　どこだそれは、と目をまたたかせた。

「ご存じありませんか？　あれですよ」

　騎士は、廊ろう下かの壁へき面めんに切り取られた窓を指さした。

　そこから見えるのは、緑色の瓦かわらを載のせた、尖せん塔とうだ。

（……そういえば、あの建物、王城に初めて来た時に見て、なんか嫌いやな気持ちになって……）

　なんの建物だったかは、結局知らないままだ。

　知らない、というより。

　あの建物を見るたび、不ふ穏おんな気持ちになるのだ。

　緑色の瓦が嫌なのか、それとも尖塔という形が不気味だったのか。

　アイシャは視界に入ったとしても、敢あえて目を逸そらしてきた。

（……ひょっとして、〝パドマ〟がかかわってる……？）

「こちらです」

　あまりにぼんやりと見つめていたからだろう。

　騎士が改めて声をかけてきた。

「ごめんなさい」

　アイシャは慌あわてて駆けだす。

「王太子殿下はどんな様子？」

　階段を駆け下りると、その勢いに吞のまれて侍従たちがさっと壁かべ際ぎわにどいた。騎士と並び、アイシャは尋ねる。

「随ずい分ぶんと息が荒あらいご様子で……。資料の整理をなさっていたのです、部屋で」

　騎士は眉まゆ根ねを寄せ、嘆たん息そくした。

「気が散るからひとりにさせてくれ、ということで扉とびらを閉じて中に籠こもってらして……」

　状じよう況きようから察するに、熱ねつ中ちゆう症しようだろうか。

　今日はオスカーが朝からわくわくするほどの晴天だ。

　窓を閉め切り、室内にずっといれば気温が上がるかもしれない。

（……でも、今朝の体調チェックでは何も……）

　熱も、脈も、呼吸の音も悪くはなかった。本人に尋ねても、「別に」と答えている。

「倒れてから、どれぐらいの時間が経たってる？」

　階段を駆け下り、本館を飛び出して、左の小道に入る。

　深緑色のサーコートを着た騎士たちが、走り抜けるアイシャと騎士を訝いぶかし気に見る中、北に見える尖塔へ足を向けた。

「……そうですね……」

　騎士が困ったように首を傾かしげる。

「じゃあ、発見してから、どれぐらい？」

　言い方を変えてみた。

　確かに、扉が閉められていたのなら、いつ倒れていたのかはわかるまい。

「すぐです。すぐ、パドマ様を呼びに行きましたから」

「入った室内は暑かった？」

「え？」

　戸惑ったような目を向けられ、アイシャは彼の顔を見る。

「部屋よ。異変を感じて、扉を開けたのよね？　その時、部屋は暑かった？」

　尖塔に続く小道は、不ふ揃ぞろいながらも石いし畳だたみが敷しいてある。

　その小道を挟はさむように立っているのは、倉庫と武器庫だ。

　もともと山城でもあるこの王城は、戦時においては、門を閉じ、王都を囲う形で籠ろう城じようする。

　そのための倉庫が、北側にはいくつも立ち並んでいる。

　人の出入りや客のもてなしに使われる南側とは違ちがい、こちらはいつも静かで、人ひと影かげもない。

「暑くは……。なかったような……」

　勢いをなくし、騎士が口ごもる。

「え」

　思わず足を止めて目を見開く。

「暑く、なかったの？」

　アイシャ自身、今、立ち止まった途と端たん、額から汗あせがどっと噴ふき出るというのに。

（熱中症じゃない……？　じゃあ、別の疾しつ患かんで……。いやでも、ここ最近のエドは、本当に体調がよさそうで……。それとも、やっぱり毒か何かを飲まされた？）

　めまぐるしく考えていると、突とつ如じよ騎士が声を放った。

「あ、暑かった気がしますっ」

　その態度に、目をすがめた。

　王太子が倒れた、と部屋に飛び込んできたこの騎士。

　詳しよう細さいを尋ねれば、しどろもどろになっている。

　サラが王太子の屋や敷しきで倒たおれた時、庭師が報告していた様子と随分と違う。

（ひょっとして、知らないの……？）

　実際は、エドワードが倒れたところを見ていないのではないのか。

　いや、そもそも。

　エドワードは本当に、こんなところで、倒れているのか。

　訝し気に騎士と、すぐそばの尖塔を見上げた時。

　不意に左目の視界に、桃もも色いろのワンピースを着た〝パドマ〟が現れた。

『逃にげて!!』

　必死の形相で叫さけぶ彼女の声に、弾はじかれたようにアイシャは背を向ける。嘘うそだ。きっと自分は今、騙だまされようとしている。

　なんのために、と思う矢先、がっちりと腰こしを捕とらえられ、ふわりと身体からだが浮ういた。

「放して!!」

　背後から抱だきかかえられたアイシャは、めちゃくちゃに腕うでと足をばたつかせるが、倉庫脇わきから出てきた別の騎士に、喉のど元もとに短剣を突つき立てられた。よく顔を見ようと首をねじると、熱感に似た痛みが走る。

「動くな。あっさりと死ぬぞ」

　低い声で脅おどされる。背後から自分を抱かかえ上げている騎士は、小さくため息を零こぼした。

「傷をつけるな。検死の時に不ふ審しんがられる」

「何、頸けい動どう脈みやくを切っておけば問題ないだろう。ためらい傷に見える」

　短剣を突き立てる騎士があっさりと言い切り、アイシャは言葉を失った。

（頸動脈を切る？　ためらい傷？）

　頭の中でその言葉がずっと繰くり返される。

「騒さわぐなよ」

　ぐ、と更さらに切っ先を突き立てられ、アイシャは口を引き結んだ。

　同時に、抱えている騎士がそのまま早足に尖塔に向かう。

（どういうこと？　エドじゃなくて、私パドマが狙ねらわれたの？）

　状況を整理する前に、目の前で木戸が内側から開いた。

「ばれたのか？」

　顔を覗のぞかせた騎士のひとりが、アイシャ達を見て顔をしかめている。

「別におれのせいじゃない」

　アイシャを抱える騎士がふてくされたように言い、屋内に入った。

　同時に、ひやりと、室温が下がったことに気づく。

　倉庫群に囲まれているからか、外気温より低いようだ。日も射ささず、全体的に薄うす暗ぐらい。

「あの方は？」

「もう出られた。あとは、医師に任せる、とのことだ」

　アイシャを抱える騎き士しが腕を解く。地面に足裏がついてほっとしたが、相変わらず喉元に短たん剣けんを突き立てられたままだ。

「進め」

　背中を押され、アイシャは石畳の床ゆかをゆっくりと歩く。

　右側には、短剣を突き立てた騎士。左側と後ろも騎士に挟まれ、逃げ出すことは難しい。

　窓から差し込む自然光だけが頼たよりの屋内には、所ところ狭せましと資料棚だなが並んでいる。巻物から綴つづられた冊子まで項こう目もくごとに並べられていて、本当に資料庫なのだと知れた。

　左側にいた騎士が数歩前に進み、木目が綺き麗れいな壁に近づく。

　ぐ、と向こう側に押すと。

　くるりと回転ドアのように壁が跳はねた。

　ぽかんと口を開けていたら、どん、と背後の騎士に背を押される。

　よろけるように壁に近づくと、随分と小さな部屋が現れた。

「……あ……」

　思わず声が漏もれたのは、その室内に、フィッシャーの姿を見たからだ。

　彼はちらりと一いち瞥べつをくれただけで、無言だ。

　それと同時に。

　幻げん灯とうのように、薄うすくパドマとハリソンの姿が浮かんだ。

　ふたりは身を寄せ、親し気に話をしている。声は聞こえないが、頬ほおと頬が触ふれ合いそうな距きよ離りで語り、手を握にぎる様子はまるで恋こい人びと同士のようだ。

（……あの、恋こい文ぶみ……）

　あれはやはり、ハリソンからの物ではないのか。そして、それはこの隠かくし部屋で渡わたされた。

「座れ」

　騎士が、短剣の切っ先を押しつける。

　まばたきをした途端、映像は霧む散さんした。

　左側にいた騎士が、雑な手つきでアイシャの肘ひじを取り、粗そ末まつな木製の椅い子すへ押し付ける。

「……ねぇ、エドはどこ。嘘だったの？　倒れていないの？」

　椅子に座ったまま室内の男たちを見回すが、返答はない。

「ねえ!!」

　焦じれて大声を出した途端、強く切っ先を喉のどに押し付けられて呻うめいた。

「よせ。あとで困るって言ってるだろう。つじつまが合わなくなる」

　騎士のひとりがいらだったように言うが、短剣を持った男はにやにやと笑うばかりだ。

　だいぶん、出血しているのかもしれない。喉を液体が伝い、襟えりを濡ぬらす感覚がある。

「心配せずとも、王太子もすぐに貴き嬢じようのところに行くだろうさ」

　意味ありげにフィッシャーは笑う。

（……まだ……。きっと、まだエドは、暗殺されていない）

　ばくばくと暴れまわる心臓をなだめ、アイシャは強く自分に言い聞かせた。

「いいか、今から言う通りの文面を書け」

　左ひだり隣どなりの騎士が、アイシャに羽根ペンを握らせる。背後にいた騎士が、机の上に紙を滑すべらせた。

「陛下の治ち療りように失敗した。命をもってつぐなう」

　淡たん々たんとした言葉に、呆あつ気けに取られて左の騎士を見る。

「……え？」

　思わず尋たずね返すと、露ろ骨こつに顔をしかめられた。

「陛下の治療に失敗……」

「してな……。あ……っ！　陛下!!」

　してない、と言いかけ、途端に気づく。

　点てん滴てきだ。

　あれに何かを混ぜるつもりなのだ。

　だとすれば、オスカーも危ない。

　椅子から立ち上がろうとしたが、背後の騎士に、肩かたを強く押されて座らされた。

「書け」

　左側の騎士が、無表情のまま命じる。

（……オスカー……。陛下……。エド……）

　ただただ、祈いのるように震ふるえていると、舌打ちして、左側の騎士が拳こぶしを振ふり上げた。

（殴なぐられる）

　咄とつ嗟さに固く目をつむり、首を竦すくめた。

　次に来るであろう痛みを堪こらえようと、強く奥歯を噛かみ締しめた時。

「……え？」

　背後の騎士が驚おどろいた声を上げる。

　続くのは、室内の男たちが立てる、靴くつ音おとだ。拍はく車しやがついているのか、高音域の音が交じる。

「な……？」

「これは……？」

　怯おびえを含ふくむ困こん惑わくした声に、アイシャはそっと目を開ける。

　一番に入ってきたのは〝白〟だった。

　アイシャさえ、目を見開いた。

　奇き妙みように静まった室内で、まるで蛇へびが威い嚇かくするような音が広がり、そして同時に、白はく煙えんが床に充じゆう満まんしていく。

「火事……？」

　咄嗟にアイシャは立ち上がる。

　もう、肩を押さえつけられはしない。アイシャの言葉が、室内の男たちを恐きよう慌こうへと向かわせたからだ。

「火事！」

「ばかな！」

「お前、ランタンは!?　火は消したのかっ！」

　思い当たる節があるのか、一いつ瞬しゆんの空白を置いた後、男たちは一いつ斉せいに扉とびらに飛びついた。

　回転扉状の、一見壁かべにしか見えない部分を肩で押しやろうとした直後。

　壁ごと扉が外れ、室内に向かって倒たおれ込んでくる。

　アイシャのみならず、男たちも悲鳴を上げて離はなれた。空気が動いたからなのか、室内に侵しん入にゆうしていた白煙が霧きりのように舞まい上がる。

（……な、何が……）

　何が起こったのか、とアイシャは椅子の背もたれを握りしめる。白しろ靄もやの中、目を凝こらした。幸いなことに、これ以上、煙けむりは増える気配を見せない。何より、焦こげ臭くささがなかった。

（舞ぶ台たいのスモークみたい）

　あの白煙も、当然だが煙くさくはない。本当に煙を充満させたら、一酸化炭素中毒で死んでしまう。

（……火事じゃ、ないってこと……？）

　戸と惑まどうアイシャの耳に、「やれやれ」という聞きなれた声が流れてきた。

「隠し部屋って、ほんまに、あんねや。王家って、怖こわ……っ」

「王家が使ってたものじゃないだろう。現に今も、違ちがうやつらがいる」

　扉が開き、空気が大量になだれ込んだせいで、白煙は次し第だいに色を失う。

　逆に、声の主の姿がはっきりしてきた。

「……エド。オスカー……」

　漏れ出た声が、涙なみだで濡れた。

　宵よい闇やみを写しとったような瞳ひとみに怒ど気きを孕はらんだエドワードと。

　菫すみれ色いろの瞳に、陽気な色を宿したオスカーが、そこには立っている。

「未来の王太子妃ひを連れてくるには、随ずい分ぶんと粗末な部屋だが……」

　エドワードは、帯剣の柄つかに手をやる。

「いったい、誰だれがエスコートしたのか」

　がちゃり、と鈍にぶい音がしたと思うと、左手で鯉こい口ぐちを切っている。

「しかもまぁ……。乱暴に連れてきたんやな。怪け我がしてるやん」

　オスカーが口をへの字に曲げ、アイシャを気の毒そうに見ている。

「女の子は、丁てい寧ねいに扱あつかってもらいたいもんやで。火薬みたいに」

　その語ご尾びを潰つぶしたのは、鈍い打だ突とつ音だ。

　どんっ、とエドワードが拳で壁を殴ったその音は、重く腹に響ひびき、アイシャは小さく悲鳴を上げた。周囲の騎士たちも、たじろぐ。

「答えよ」

　エドワードの唸うなり声に、誰もが立ち竦んだ。

「誰が、連れてきたのだ。パドマを」

　決して荒あららげてはいないのに。

　エドワードの低く、単調な声は圧力を持って場を制した。

「誰が、傷つけた」

　壁に打ち付けた拳を強く握りしめる。

　ぐ、と甲こうに筋が張り、血管が浮うき上がるのが見えた。顔も声も感情を露あらわにしてはいないのに、その拳からは凄すさまじい怒気が吹ふき上がっている。

「えーっと……。落ち着こう。一いつ旦たん、落ち着こう。な、王太子さん。ほら、深呼吸してみ？」

　隣となりではこわばった笑えみを浮かべたオスカーがひたすら声こえ掛がけをしているが、一いち瞥べつもくれない。

「王太子さん？　ちょっと、ほら、ぼくを見て？」

「わかった」

　厳おごそかにエドワードが応じたため、オスカーが露骨に肩の力を抜ぬいた。紺こん色いろの瞳を見つめ、にこにこと笑いかける。

　そんなオスカーに、エドワードが断じた。

「返事がないということは、こいつら全員が共犯だな。相応の罰ばつを与あたえる」

「わかってへんやん！」

　目を丸くするオスカーをエドワードは無表情に見やると、一気に抜ばつ剣けんした。

「もはや引けぬ！　ここで今、全員斬きり殺してしまえ！」

　突とつ如じよ叫さけんだのは、フィッシャーだ。

　すぐさま騎き士したちは反応し、腰こしの剣を鞘さやから抜いた。

　短剣でアイシャを脅おどしていた騎士が、一番にエドワードに斬りかかっていく。

　まだ薄うすく白煙が残る中、渦うずを巻いて騎士の剣はエドワードの首に振り下ろされるが、エドワードの剣は空中でその剣身を叩たたき、軌き道どうを変えるや否いなや、逆に男の首を袈け裟さ懸がけに断った。

　凄まじい血しぶきと断だん末まつ魔まの声に、アイシャは思わず床ゆかに座り込む。

「大だい丈じよう夫ぶかいな」

　駆かけ寄ってくれたのは、オスカーだ。片かた膝ひざをつき、ベストから木も綿めんのハンカチを取り出すと、アイシャの首の傷に押し当ててくれた。

「……へ、陛下は……？」

　アイシャをここまで騙だまして連れてきた男と、エドワードが剣を斬り結ぶのが見えたが、怯えて目を逸そらす。

「無事やで」

　親指を立てて片目をつむってみせる。

「あんたが部屋を出て行ってすぐ、武装した騎士が入ってきてやな。点滴になんか入れようとするわ、ぼくを殺そうとするわ……」

　大おお袈げ裟さに肩を竦めるから、目を見開いた。

「どうやって切り抜けたの!?」

「え。ほらこれ。催さい涙るい液。これ、顔にぶつけたった」

　今度はトラウザーズのポケットを探さぐり、ガラスの小こ瓶びんをアイシャに見せる。

「催涙って……。なんでそんなもの持ってるの」

　成分をつらつらと語るオスカーに、アイシャは訝いぶかし気に尋たずねる。

「ま……。ほら、な？　ぼくって有名人やん？　どこに行っても」

「まさか、教会の人相手にそれ、使ってたんじゃないでしょうね……」

「向こうは、武器持ってんねんで!?　素す手でで追いかけてくるんちゃうで!?　教会騎士とかが刃は物もの持ってやってくるのに！　そんなん、対たい抗こうできへんやん！」

「使ったの!?　それ、顔にかけちゃったの!?　教会の人に!?」

「いや、それが、この前は使いそびれて捕つかまったもんやから。今回は肌はだ身み離はなさず、護身用に持っててん」

　褒ほめて褒めて、と言わんばかりの笑みを、アイシャは愕がく然ぜんと見つめる。

「……顔になんてかけて、大丈夫なの、それ」

「大丈夫じゃないから、あっさり撃げき退たいできたんやんか」

　けらけらと笑った。

「ほんで。こらあかん。きっとあんた騙されてる、と思って、窓から花火を打ち上げたった」

「は、花火……」

　ぽかんと見上げる。

「天気ええから、みんなで遊ぼうと思って。持って来ててん」

　けろっとした顔で言うから、力が抜けた。彼が言っていた「楽しみな仕し掛かけ」とは、これだったらしい。

「ほんならもう、すごい剣幕で王太子さんが寝しん室しつに怒ど鳴なり込んできてん。『何をやっておるのだ、お前はっ』って」

　エドワードの物まねを交えてオスカーは笑った。

「室内見てびっくりするから、今、パドマが誘ゆう拐かいされてん、って話して……。方々で捜さがしたけど、見つからんくって……。あとはこの尖せん塔とうだけやってんけど、ぱっと見ぃは、おらへんやん？」

　くすり、とオスカーは笑う。

「だから、白はく煙えん焚たいて、いぶしたった。害虫と一いつ緒しよや」

　言葉を失ったまま、オスカーを眺ながめていたが。

　ごつり、と鈍い音が響いて、反射的に顔を向けると、うつぶせに倒れる騎士の姿が目に入る。

「……さっさと始末せんかっ!!」

　裏返った声で怒鳴ったのは、フィッシャーだ。壁かべ際ぎわの方で震ふるえている。

「殺せ、殺せ!!」

　大声で喚わめき、そして地面にうずくまる。

「……あいつ、逃にげるんとちゃうやろな」

　オスカーは呟つぶやき、立ち上がる。そのまま、ベストのポケットから細い縄なわを取り出したところを見ると、彼を拘こう束そくするつもりなのだろう。

「寄るな！　来るなっ！」

　怒ど号ごうを浴びせかけるが、アイシャから離はなれてフィッシャーに近づいたオスカーは、あっさりと彼を縛しばり上げた。

　その、フィッシャーの罵ば声せいに。

　がちゃり、と拍はく車しやの鳴る音が重なる。

　アイシャは音のする方に顔を向けた。

　最後のひとり。

　残った騎士。

　彼が、見ているのは。

　自分だ。

　思わず息を吞のむ。

「やめろっ」

　エドワードの大声が室内を揺ゆさぶる。

　男は二歩で、アイシャに迫せまった。無言で剣を振ふり上げる。

　ぎゅっと。

　今度は目を閉じた。もうだめだ。覚かく悟ごした。

　ここで、死ぬのだ。

　恐きよう怖ふと、絶望と。だけど、エドワードは無事だったというわずかな安心感がないまぜになったまま、涙なみだを押し出す。

　斬られる。斬り殺される。

　そう思った。

　だが。

　アイシャの身体からだが横向きに倒たおれる。痛みはあったが、想像したほどではない。したたかに床でこめかみと肩かたを打ち、目がくらんだが、それは痛みというより衝しよう撃げきのためだった。

（何が……。どうなって……）

　床に転てん倒とうしたまま、痛むこめかみに手をやると。

「王太子さんっ！」

　オスカーの悲鳴が聞こえた。目を開く。両りよう腕うでで身体を支えて、顔を上げた。

　一番に瞳ひとみがとらえたのは、見慣れた革かわの長靴ブーツ。なんでこのひとは、いつも乗馬用の長靴を履はいてるんだろう、と当初不思議だったあの長靴。一いつ緒しよに暮らすうち、乗馬が趣しゆ味みだと知り、時間が空けば、いつも乗っているのだと知った。

　遠乗りに行くか、と尋ねられたこともあったが、馬に乗れない、と答えると、少し驚おどろいた顔をして、仕方ない、一緒に乗せてやる、とぶっきらぼうに言っていたのを、なぜだか今、思い出す。

　ぽたり、と。

　その長靴のつま先あたりに、赤い花びらが散った。

　ぽたり、ぽたり、ぽたり。

　赤い花びらはいくつも舞まい落ち、アイシャはただそれを眺めている。

「……ふっ」

　苦し気なエドワードの呼吸音が降ってくる。鼓こ膜まくを震わせる。

　アイシャはさらに顔を上げた。上半身を起こし、膝ひざ立だちになる。

　すぐ目の前にあるのは、エドワードの背中。その肩かた越ごしに、男の顔。

　男の、返り血を浴びた口元が歪ゆがむ。

「ぐぅ」

　今度呻うめいたのは男だ。何かを引っ張ろうとしているが、動かないらしい。

「王太子さんっ！」

　オスカーの緊きん迫ぱくした声が再度響ひびく。同時に、エドワードの右腕が動いた。男は逃げようと身じろぎしたが、やはり、何かに引っ張られるように動けない。

　アイシャはようやく気付いた。

　エドワードは、自分を庇かばって男の刃やいばを受けたのだ。

　その剣けんが鎖さ骨こつにはまり、外れないのだろう。男は必死に剣を抜ぬこうとするが、抜けない。

　その間に。

　エドワードの振り上げた剣が、片腕だけで、男の頸くびを斬きった。

　凄すさまじい血しぶきが上がり、「ひう」という呼吸音が聞こえたが。

　どう、と男は床ゆかに倒れ、動かない。

「大だい丈じよう夫ぶかっ」

　フィッシャーから離れ、オスカーがエドワードに駆かけ寄った。床に倒れたままの男の死体を蹴けり飛ばし、エドワードに向かい合う。

　途と端たんに、エドワードの身体がオスカーに向かって倒れ込んでいく。

「おいっ！　王太子さん!?」

　オスカーでは堪こらえきれなかったらしい。抱かかえ込んだまま、尻しり餅もちをつく。どん、と床が揺れた。

　その揺らぎが、アイシャの心を震わせる。

　気づけば立ち上がり、オスカーからエドワードを奪うばい取った。床に仰あお向むけに寝ねかせ、紙のように白い顔に頬ほおを寄せる。細かく短い呼吸音が聞こえた。思わずエドワードに抱だきつく。ぎゅっと押し付けた胸からは、力強い拍はく動どうが聞こえてきた。

（気絶しているだけだ……）

　自分に言い聞かせ、がばりと上半身を起こした。

　エドワードの首に指を這はわせて脈を取る。ある。しっかりと指に触ふれる。小さく安あん堵どの息を漏もらし、彼の上着をはだけた。

　まずは、傷の状態を診みなくては。

　そう思って手を伸のばしたのだが。

　ぬるり、と。

　指に粘ねん着ちやく的で、それなのにどろり、と滑すべる流動体が絡からまる。

「……あ……」

　血だ、と思った。エドワードの裂れつ傷しようだ。そこから血が出ている。傷を作った剣は、エドワードが頽くずおれた時に外れたらしい。

　むきだしになった傷から、どくどくと、血が噴ふいている。

　わかっている。知識としては理解している。それに、何度も難民キャンプでこんな傷、診てきた。心臓の拍動に合わせて、血が噴くのだ。

　ぼこり、と。

　アイシャの目の前で血が盛り上がる。

「どうなんや、パドマっ！　王太子さんはっ」

　オスカーが肩を揺さぶる。アイシャは短い呼吸を何度も繰くり返し、血に染まる自分の指を見る。真っ赤だ。薄うす暗ぐらい室内でもわかる。エドワードの血で、真っ赤だ。

　止血をしなくては。圧あつ迫ぱくしなくては。輸血はないのだ。点てん滴てきはあるが、抗こう生せい物ぶつ質しつもカンフルも、ここには何もない。

　このままでは。

　エドワードが死ぬ。

「た、助けて……」

　アイシャは自分の手とエドワードを交こう互ごに見比べ、声を上げる。

「誰だれか助けて！　エドが死んじゃう！」

「おいっ！」

　オスカーの怒ど声せいが耳元で聞こえるが、アイシャは叫さけび続けた。

「誰か助けて！」

　失いたくない。

　心底そう思った。

　閉じられた目が二度と開かないのだと想像すると、叫びだしたいほど恐おそろしい。あの唇くちびるがもう何も語らないのだと考えるだけで、心が壊え死ししそうだ。

　このまま何もしなければこの人と同じ朝を迎むかえ、夜を共にし、時間ときを刻むことができないのだ、と知ることに身を切り裂さかれる痛みを覚えた。

『アイシャ』

　不意に、左の視界に現れたのは、〝パドマ〟だ。

『あなたが、やるのよ』

　桃もも色いろのワンピースの裾すそを揺らし、〝パドマ〟が近づく。そして、真剣な顔で告げた。

『そのひとは、あなたの〝未来〟なんでしょう？　〝希望〟なんでしょう？』

　澄すんだソプラノの声が、アイシャの頬を、ぴしゃり、と張り付ける。

　アイシャは激しく首を横に振ふった。

「代わって。お願い、交代して！」

〝パドマ〟に懇こん願がんする。

「私には無理！　この人を救って！」

『あなたが、守るの。あなたが、救うのよ』

〝パドマ〟は緩ゆるく首を横に振ると、苦し気に言う。

『私は、間ま違ちがえてしまった……。この世界を、違う方向に導こうとした……』

　だから、と、〝パドマ〟は、アイシャの涙なみだで濡ぬれた頬を両手で包んだ。

『あなたが、救って。彼を。ね。お願いよ』

　間近で、やさしく微笑ほほえまれる。

『あなたは、私だもの。未来に生きた、もうひとりの、私』

「……どういう、こと……」

　唖あ然ぜんと呟つぶやく。鳶とび色いろの瞳が真っ直すぐにアイシャを見ている。

『この世界を救おうと……。元に戻もどそうと、未来であがいている私』

（……パドマの……、生まれ変わり……、ってこと……？　私が）

　しびれに似た震ふるえが全身に広がるが、〝パドマ〟の顔がそっと近づいてくる。

『大丈夫よ、アイシャ』

　額と額が、こつり、と重なった。ぎゅ、と目をつむる。

『あなたならできる。絶対に。そのひとが一緒なら、大丈夫でしょう？』

　幾いく筋すじも伝う涙が頬を流れ、顎あごから落ちるたびに、震えは収まっていった。

『そのひとと、世界を変えるって、決めたんでしょう？』

　静かな声に身体からだを揺ゆさぶられ、再び目を開く。

　そうだ、決めたのだ。自分は、あの世界を変えるのだ、と。

　強固な意志を胸に、濡れた視界であたりを見回すが、もう、〝パドマ〟の姿はなかった。

「……布を……っ」

　ぐい、と袖そでで涙を拭ぬぐい、アイシャは鼻声でオスカーに伝えた。

「動脈を圧迫して血を止める。布かなんか持ってない!?」

　もう、迷いは消えていた。涙と共に振り払はらい、アイシャは改めてエドワードの傷と向き合う。

「ちょっと待って！　探してくるわっ」

　慌あわててオスカーが飛び出していった。

「大丈夫よ、エド」

　ぐう、と。意識が時折戻るのか、エドワードが呻く。アイシャはその耳元で囁ささやいた。

「絶対に、死なせない。あなたは、王になるんだから」
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　唸うなるような声に、アイシャは目を開いた。気づけば眠ねむってしまっていたらしい。

「エド？」

　猫ねこ脚あしの椅い子すから立ち上がり、ベッドで眠るエドワードの顔を覗のぞき込む。

「……パドマ？」

　声はかすれているが、意外に力がある。室内がまぶしいのか、何度も紺こん色いろの瞳ひとみをまたたかせ、小さく呻うめいた。

「ああ。左ひだり腕うでは固定してるから、動かせないと思う」

　目をこすろうと、左腕を動かしたのだろう。眉が寄り、痛みに顔がゆがんでいる。

「傷は縫ほう合ごうしたけど、鎖さ骨こつが折れてるの。ずれは小さいから、しばらくそうやって固定して生活してたらつくと思うわ」

　ベッド脇わきのテーブルに手を伸ばし、タオルで額の汗あせを拭ってやる。嫌いやがるかと思ったが、意外にもされるがままだ。ついでに首筋に触れるが、高熱というほどの熱は感じない。

（よかった……。経過はよさそう）

　ほ、と安堵の息を漏らすと、まだぼんやりとした視線をエドワードは室内に彷徨さまよわせた。

「あれからどれぐらい経たった？」

　尋たずねられ、アイシャは窓の外を見やる。

「ちょうど、一日経った感じじゃない？」

　自分で言いながらも、まだたったの一日か、と少し驚おどろく。傷の処置と腕の固定が終しゆう了りようしたのが明け方だった。

　この時代にも手術用具はあるが、何しろ手慣れない。感かん染せん症しようが恐ろしいので、徹てつ底ていして消毒や滅めつ菌きんを行っていたら、予想以上に手間取った。

　唯ゆい一いつよかったのは、処置中、エドワードの状態が安定していたことだ。

　不ふ慮りよの出血もなければ、ショック症状も起こさなかった。時折、ケシを主原料とした麻ま酔すい効果のある薬液を口元に含ふくませていたので、今も痛みはコントロールできているようだ。

「ずっと、そこにいたのか？」

　だんだんと声に力が戻ってきたようだ。アイシャはうなずき、ベッドの端はしに腰こしかけた。ぎしりとわずかに軋きしみ、エドワードがこちらに視線を向ける。

「目を覚ましたら、一番に言ってやりたいことがあって」

「言ってやりたいこと？」

　訝いぶかし気に瞳を細めるのを見て、アイシャは、すう、と息を吸い込み、エドワードに顔を近づける。鼻先が触ふれそうなほど距きよ離りを詰つめると、彼の紺色の瞳がわずかに揺らぐが、アイシャは構わず、大声を放った。

「馬ば鹿か王子!!」

「うおっ！」

　肺に溜ためた空気を吐はき出すと、エドワードが驚いて身じろぎした。その顔を両手で挟はさみ、逃にげられないように確保すると、尚なおも怒ど鳴なり続けた。

「何やってんのよ!!　危ないことしないでよっ！　無事だったからよかったものの、死んでたかもしれないのよ!?　私は私で、自分の身ぐらいどうにかするわよっ！　それより、あなた、自分の立場がわかってんの!?　王太子なのよっ!?　何かあったらどうすんの!!　か、簡単に……っ」

　ぐ、とアイシャはそこで空気を飲み込んだ。

　エドワードが身体をよじらせたからだろう。乱れた寝しん衣いの襟えり元もとから、自分が巻いた包帯が覗のぞく。その、鮮あざやかな白を見た時。

　ふと、彼の血を見て動どう揺ようした時のことを思い出した。アイシャは喉のどの奥から漏もれそうになる嗚お咽えつを堪こらえる。処置をしなきゃ、止血しなきゃ、と頭ではわかっていたのに、もしもこのままエドワードの命をつなぎ留められなかったら、と想像すると恐きよう怖ふに身が竦すくんだ。何より、逃げ出したかった。私の代わりに彼を救って、と、あの時、駆かけだしたかった。

　誰だれよりも大事な彼を、失いたくなかった。

「簡単に……。命を投げ出すようなことはしないでよ……」

　両の掌てのひらから伝わるのは、しっかりとしたぬくもり。間近に見えるのは、穏おだやかな色をたたえた紺色の瞳。彼の頬ほおから、首筋に指を這はわせると、確実に感じる脈動。

「あなたは、王になるんだから……。もう、こんなことしないで」

　次し第だいに声が震え、唇を引き結んだのに、涙が一ひと粒つぶ零こぼれ落ちた。

「わかった」

　ため息交じりの声に、まばたきをする。拍ひよう子しにまた涙が零れるが、エドワードが右手を伸のばして、ぐい、と親指で拭い取ってくれる。

「もう危ないことはしない。約束しよう」

　片手で頬を包まれたまま、アイシャは安あん堵どの息を漏らした。

「ひとつ、聞きたいのだが」

　ゆっくりとした口調で、エドワードが問う。

「何？」

　首を右に傾かたむけ、アイシャは笑えみを作ってみせた。傷の具合だろうか。完治までの時間が知りたいのだろうか。

「いつから、わたしにそのような望みを抱いだいた？　王になってほしい、と」

　淡たん々たんとした彼の声に、アイシャは、顔をこわばらせる。

「……え？」

「お前は、ハリソンを王に、と望んでいたのではないか？」

　静かに尋ねられ、アイシャは泣き笑いのような表情のまま、動きを止めた。気づけば、自分の頬から彼の右手は離はなれている。

「……どうして、そう思うの？」

　どれぐらい長く、互たがいに沈ちん黙もくしていただろう。喉のつかえを吐き出すように、アイシャはエドワードに尋ねる。

「お前が侍じ医い団に入った時、ああ、こいつはハリソンに与くみしていると確信した」

　言い切られ、アイシャはゆっくりとまばたきをする。濡ぬれた睫まつ毛げの先で、涙なみだの残ざん滓しが散った。

「トマスは優ゆう秀しゆうな男だが、娘むすめについては目が曇くもる」

　淡々とした口調に、感情は読み取れない。涙で滲にじんだ視界でも、エドワードの紺色の瞳だけが、はっきりと映る。

「パドマが尊敬し、憧あこがれたのは医師であるトマスだ。わたしと婚こん姻いん関係を結ぶとなると、その夢を諦あきらめることになる。そのことについて、ちゃんと話し合ったのか、と尋ねたことがあった」

「……父は、なんと？」

　口から漏れた声がかすれ、アイシャは小さく咳せき払ばらいをした。

「パドマは、殿でん下かとの婚姻を心の底から喜んでいる、と」

　ため息と同時に、エドワードが言葉を吐きだす。

「そんなことあるものか。パドマは幼い頃ころから、医師になることが夢だった。母に連れられ、お前の屋や敷しきに幼い頃から出入りしていたが、お前はいつもそう言っていただろう、わたしに」

　ぎゅ、とエドワードの眉が寄る。

「お父様のような医師になりたいのだ、と」

　ごくり、とアイシャは空気を飲み込む。ごぼり、と胃に落ちたのは、重く堅かたい緊きん張ちようだ。

「そんなお前は、わたしとの婚約を承しよう諾だくしていなかった。その証しよう拠こに、わたしとも最低限必要な時にしか会おうとしなかっただろう？　子どもの頃の方がよほどよく顔を合わせたほどだ」

　く、と小さくエドワードは笑いを漏らす。

「それも、トマスに言わせれば、『自分に自信がなく、照れている』らしいのだがな」

　そういえば、馬車で覚かく醒せいした時、トマスが『大だい丈じよう夫ぶだよ。君は、十六歳になった途と端たん、本当に綺き麗れいになって……。王太子殿下も、きっと大事にしてくださる。自信を持ちなさい』と励はげましてくれたことを思い出す。

「お前が幼い頃から夢見ていた侍医団のこともそうだ」

　エドワードの口の端はしには苦い笑いが浮うかんでいる。

「『実力があるから侍医団に引き抜ぬかれた』とトマスは言っていたが、そのようなことあるものか。侍医団はハリソンの派は閥ばつだ」

　エドワードは肺の空気を抜くように笑う。

「取引したのだ、と思った。侍医団に入る代わりに、わたしに害をなすのだ、と。実際、お前は周囲に対して言い続けた。『王太子に病の兆候あり』と」

　は、と笑い飛ばす。

「ばかばかしい。自分の身体からだは自分が一番わかっている。わたしは健康だ」

　アイシャはただただ、身体をこわばらせて彼の言葉を聞いている。

「そうやって、お前はわたしの屋敷に乗り込んできたわけだが……」

　ふ、と紺こん色いろの瞳ひとみが微かすかに揺ゆれる。戸と惑まどっているようにも、困こん惑わくしているようにも見えた。

「そこからは、まるで人が変わったようだ」

　どきり、と心臓が大きく跳はね、そして止まるかと思った。

「ハリソンに対して不信感を露あらわにし、わたしを王にしたいと言う。それに」

　宵よい闇やみを切り取った、深い深い紺の瞳がアイシャを見み据すえる。

「パドマの医い療りよう的知識は、大目に見てもトマスと同等。そのトマスは、従来の知識を踏とう襲しゆうしたものだ。彼から学んでいたとしても、お前がわたしに見せたような画期的な医療技術にたどり着くのだろうか。ただの見習いが？」

　身体からこわばりが解けない。

「それに、パドマは大きな音に怯おびえたりしない。馬にも乗れる。一度、遠乗りをした時に夕立に遭あったが、雷かみなりも怖こわがらなかった」

　もう、呼吸さえできなかった。心臓だけが、ゆっくりと拍はく動どうしている。

「お前は、誰だ？」

　静かに尋たずねられる。

「……あ……」

　胸に詰つまる息を吐はきだしたが、言葉が、続かなかった。

（気づいていた……）

　自分が〝パドマ〟ではないことなど、エドワードはとっくにわかっていたのだ。

　それなのに、問い詰めたり追い出そうとしたりするでもなく、女性たちの診しん療りように協力をしてくれたり、オーウェン王の診察のため尽じん力りよくしてくれたりした。

（どうしよう……）

　ただ、荒あらく呼吸を繰くり返す。なんと答えるべきなのだ。

　アイシャ・レッドだ、と言うべきか。

〝パドマ〟が言うように、「私は彼女の生まれ変わりかもしれない」と話すべきか。

　何か答えなくてはと思うのに、思考が堂どう々どう巡めぐりをする。

　今まで黙だまって見守ってくれていた彼の前で、正直になりたかった。素す直なおになりたかった。ありのままを話してしまいたかった。

　そうやって。

　彼の気持ちに応こたえたかった。

　だが、言葉が出ない。

　今までのことを全て話してしまえば。

　結論まで言うことになるのではないのか。

　もうすぐ、あなたは死ぬのだ、と。

　史実ではあなたは二十歳はたちで病びよう没ぼつ。その後、この国はマルゴット家が支配し、幾いく百年にもわたって戦乱の時代を迎むかえるのだ、と。

　もちろん、それを防ぐための手立てはいくらでも講じるし、自分にできうる限りの努力はする。共に、未来を変える覚かく悟ごはある。

　だが、その後。

　いずれ、私は消えるかもしれないのだ、と。

〝パドマ〟に身体を譲ゆずり渡わたし、アイシャ・レッドは存在しなくなるのだ、と。

　ごくり、とアイシャは感情ごと空気を飲み込んだ。

（でも……。でも……っ）

　言いたくない。

　彼が死ぬかもしれない、などということを告げたくない。死ぬことが前提の未来があるのだ、ということを話したくない。

　話せば、それが確定事じ項こうになりそうな気がした。

　彼がいない。

　そんな未来がこの先、待っているのだ、と。

「もういい」

　ぎゅ、と。

　伸のばされた右手で腕うでを握にぎられる。

「お前が誰だれであろうとかまわん。わたしには、今のお前が必要なんだ」

　ぐい、と更さらに引き寄せられた。睫まつ毛げが触ふれる距きよ離りで互いに見つめあう。

「わたしを王に、と。今でも望むか？」

　呼気が頬ほおを滑すべり、首筋を撫なでる。

「……望んで、いる」

　紺色の。宵闇の。深い青の瞳を見つめて、アイシャは断言した。

「あなたを王にと、望んでいる」

「ならば、側そばに居ろ」

　アイシャはうなずく。

「側に、いる」

　彼が王になり、この国を、未来を変えるまでは側にいる。

　エドワードが君臨する世界。そこは、ハリソンの脅きよう威いがない世界だ。

　アイシャが望む、世界だ。

　それを実現したら、きっと自分は消えるだろう。

　この世界での存在意義が終しゆう了りようしたのだから。

（いつか、彼に別れを告げる日が来るだろうけど……）

　アイシャは、緩ゆるい笑えみを口の端はしに乗せ、エドワードを見つめた。

「あなたが王になるまで、側にいる」
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「なんだかんだで、怪け我が、早く治ってよかったなぁ」

　王城の廊ろう下かを歩きながら、オスカーがのんびりした口調で言う。

「まぁねぇ」

　アイシャも苦笑いだ。

　先頭を歩くのは、エドワードとトマスだった。

　さっきまで眉まゆ根ねを寄せて小難しい話をしていたようだが、背後から赤毛の行政官が話しかけると、トマスが爆はぜたように笑う。エドワードは少々しかめっ面つらを作って振ふり返るが、また別の黒くろ髪かみの補ほ佐さ官が茶々を入れたようで、集団全員に笑いが広がった。

（初めて会った時なんて、王城じゃひとりぼっちだったのに）

　今では、税制改革によって救われた辺境伯はくたちが、明確にエドワードに忠誠を示しており、王城内でも着実に賛同者を増やしている。

「もう、骨はついたん？　折れとったんやろ？」

　最さい後こう尾びを並んで歩くオスカーに尋ねられ、アイシャはうなずいた。

「もともと、鎖さ骨こつって折れやすいのよ。その下にある臓器を守るために、クッションみたいな役割をするから。あとは日にち薬ね。放ほうってても大だい丈じよう夫ぶでしょう」

　心配するアイシャをよそに、「右手は無事だから」と、傷を受けた三日後にはさっさと業務復帰を果たしてしまった。その姿は、周囲に対して〝暴力にも圧力にも屈くつしない力強い王太子〟の印象を与あたえたようだ。

「結局は、フィッシャーの嫌いやがらせ、ってことで終結したなぁ」

　オスカーがつまらなそうに鼻を鳴らす。

　パドマへの嫉しつ妬とが引き金になった、ということでこの誘ゆう拐かい事件は落着を見ている。

　女性でありながら患かん者じやたちの信しん頼らいを得、また、侍じ医い団長の自分を差し置いて陛下の診察を行う彼女が憎にくらしく、亡なき者にせん、と金を積んで騎き士しを雇やとい、彼女を殺そうとした、というのが真相らしい。

　報告を聞いた時、エドワードはひっそりと嘆たん息そくし、アイシャも「そんな馬ば鹿かな」と思ったが、アイシャを襲おそった騎士たちは、エドワードが殺してしまった。

　投とう獄ごくされたフィッシャーは、取り調べを受ける前に刃は物もので頸けい動どう脈みやくをかき切っての自死。

　オーウェンを襲おうとして、オスカーが撃げき退たいした騎士ふたりの証言だけが頼たよりとなっていたのだが、「フィッシャー卿きように雇われただけだ」「金を渡され、命じられただけで詳くわしいことは知らん」と言い続け、取り調べを受けた翌日に、こちらも刃物による自死。

　いずれも、持ち物検査を受け、凶きよう器きになりそうな物を押収されての収しゆう監かんであったのに、彼らは剣けんや短剣を使って、自ら命を絶っていた。その刃物の出どころも、ついぞわからない。

　仕方なく騎士ふたりの供述をもとに、事件の概がい要ようが形作られていったのだが。

　フィッシャーが騎士たちに支し払はらった金は、いったいどこから出たのか。そこは不明のままだ。

　とにかく、巨きよ額がくの金が動いていた。

　フィッシャーとて侍医団長という立場にあり、男だん爵しやく位を持っている。融ゆう通ずうしようと思えばできる金額なのだろうが、彼の屋や敷しきにはそれなりの資産が残っており、最近動かした気配はない。細君は泣きながら証言し、事実その通りだった。もちろん、借金をした気配もない。

（お金の出どころは……。マルゴット家なんだろうな）

　そうは思うけれど、証しよう拠こがない。

「王様。まだ、大丈夫そうなんか？」

　小声でオスカーが尋たずねてきた。

　穏おだやかな日差しを受け、つややかに光る大理石の廊下を歩きながら、アイシャは無言のまま首を横に振った。

　いくら点てん滴てきで水分を補給したところで、限界がある。

　エドワードには、オーウェンの余命をある程度伝えていた。

　それを受け、法の整備と並行して、王権を速すみやかに移行させようと準備中だ。

「このまま、王太子さんが王様になったらええねん。ほなら、王様も安心するやろうに」

　嘆息交じりに言うオスカーに、あいまいにアイシャはうなずいた。

　そう。普ふ通つうは、なる、のだ。

　エドワードが、王に。

　だが、あと二カ月もすれば、彼は二十歳を迎える。史実では、病死する年だ。

（どうか、このまま彼が王位を継つげますように……）

　オスカーは笑うだろうが、このところ毎晩、アイシャはそう願っていた。神に。

「ほんなら、あんたも王おう妃ひ様やな。もう気軽にこうやって話しかけられへん？」

　からかうようにオスカーが言い、アイシャは苦く笑しようする。

「あれ？　落ち着いたら、田舎いなかに逃にげるんじゃなかったっけ」

「しばらくあんたらの側におったほうが、面おも白しろそうやん？　それに、ぼくがおらんと困るやろ？」

　互たがいに顔を見合わせ、くつくつと笑う。

（王妃様、か……。〝パドマ〟、あなたは今、どうしてるの？）

　あの日、自分を励はげましてくれた〝パドマ〟は、それ以来、アイシャの前に出てくる様子がない。眠ねむったり、パドマと縁えんが深そうな品物に触れたとしても、あの不思議な空間に行くこともなかった。

　だが、消えたとは思えない。

　彼女は、この身体からだの中に沈しずんでいる。マルゴット家が勢力を失い、ハリソンが表おもて舞ぶ台たいから消えれば、きっと〝パドマ〟は浮ふ上じようしてくることだろう。

　エドワードが王位を継げば、〝パドマ〟が彼の妃きさきになるのだ。

　そうなると、自分はどうなるのだろう。

　跡あと形かたもなく消えるのか、それとも、未来に戻もどるのか。

　未来にもし、自分の身体がなかったらどうなるのだろう。この自分の意識は、そこで消え失うせるのだろうか。

　ぞわり、と湧わき上がる寒気を追い払はらうように、首を横に振る。

（私がいなくなるまでに、〝パドマ〟にいろんなことを引き継がなくっちゃ……）

　医い療りよう知識、医療器具、オスカーのこと、エドワードのこと。

（それに、本当に私は彼女の生まれ変わりなのかな……）

　そこはいまだに疑問だ。ふう、とため息を吐ついた時、不意に、最前列でまた笑い声が上がる。

　視線を動かすと、苦笑した顔でエドワードがなにごとか言い返していた。

　知らずに自分の腕うでをかき抱いだく。

　皮ひ膚ふに残るのは、雷らい雨うの日、抱だきしめられた感覚。

　この感覚も、自分の身体がなくなっていれば、いずれ霧む散さんする。

『わたしの、心音だけを聞いていろ』

　耳もとでささやかれた穏やかな声。

　その記き憶おくも、消えてしまうのだろうか。

『わたしが王となるこの国で、お前は共に生きるのだろう？』

　促うながされて、あの日、うなずいた。

　自分は。いや、パドマは、彼と共に生きていくのだ、と。

　それは。

　アイシャ・レッドではない。

「……なんや？」

　突とつ然ぜん集団の足が止まり、オスカーが不思議そうに呟つぶやく。アイシャも我われに返り、列の先頭を見やった。

「これはこれは兄上。何やら、暴漢に襲われたそうで。その後、傷はいかがです？」

　ハリソンだ。

　周囲にとりどりのサーコートを着た騎士団を引き連れており、自身も訓練の帰りだったのか、軍ぐん靴かに帯剣、上半身は革かわ製せいの防具をつけている。

「お見み舞まいにも伺うかがわず……。大変失礼いたしました」

　琥こ珀はく色いろの瞳ひとみには、相変わらず不ふ遜そんな色が浮うかんでいる。

「何、問題ない。そちらは、後片付けやつじつま合わせでいろいろ忙いそがしかっただろうからな」

　皮肉を込めてエドワードがやり返すが、ハリソンはそれをあしらうように嗤わらう。

「御おん身みを大切になさってください。どこに悪意が転がっているやら」

「たしかに。今度悪意に触ふれた時は、徹てつ底てい的に駆く逐ちくすることにしよう」

　淡たん々たんと応じると、ハリソンは軽く会え釈しやくをして歩き出す。それに続くのは騎士たちだ。威い圧あつ感かんあふれる態度で、こちらを睨にらみつけてくる。

「ああ、そうだ」

　険しい顔でハリソンと騎士たちを見ていた行政官たちは、エドワードの声に一いつ斉せいに彼を見た。ハリソンさえも足を止め、訝いぶかし気に振ふり返る。

「貴き卿けいもこれからどんどん忙しくなるだろう。身体に気をつけるがいい」

「……どういうことでしょうかね」

　意志の強そうな眉まゆ根ねを寄せ、ハリソンが問う。

「次の法案で、貿易に関する優ゆう遇ぐう措そ置ちが撤てつ廃ぱいされる。なぜだか、ラシア王国だけ優遇されていたやつだ。いや、今までどうしてこのような法がまかり通っていたのか、本当に不思議なのだが……。結果的に」

　紺こん色いろの瞳を真っ直すぐに義ぎ弟ていに向ける。

「どこぞの一族が数十年にわたり甘い汁しるを吸い、ぶくぶくと肥え太ってきたようだが。もう、思い通りにはさせん」

　冷ややかにハリソンを見み据すえ、エドワードは言い放つ。

「解体し、血肉を斬きり裂さいてカネを国庫に入れてやろう。覚かく悟ごしておくがよい」

　しばらくエドワードを無言で見ていたハリソンは、だが急に喉のどの奥でつぶしたような笑い声を立て始める。

「その勢い、どこまで続くやら」

　目を細め、猛もう禽きん類るいのように琥珀色の瞳でエドワードを捉とらえる。

「やれるものなら、やってみるがいい。いずれ泣きつくのはそちらだ」

　口角を吊つり上げ、言い放った。

「武力がなければ。そしてカネがなければ国は守れぬ。そして、カネを産むのも、兵士となる人を獲かく得とくするのも、外へ外へと出て行ってこそ。奪うばってこそ、得られるのだ。貴様たち古い勢力が必死にこの国にしがみついていると、いずれ他国に、この国ごと吞のまれる」

　だが、鋭するどい双そう眸ぼうを、エドワードは撥はねつける。

「国を守れるのは、この国の民たみだけだ。この国に愛情を持つ人間だけが、この国を守るのだ。他国から奴ど隷れいを得て、カネを渡わたして兵としたところで、カネが尽つきればそれまでだ」

　そう、冷れい淡たんに告げた。

「カネを得るために他国を攻せめ、奪ったカネを奴隷兵士に渡し、またカネが足らぬと他国を攻める。これでは、喉の渇かわきに耐たえかねて海水を飲むようなものだ。きりがない」

　強い視線を送りつけてくるハリソンをものともせず、エドワードは淡々と話した。

「貴卿が馬ば鹿かにする法づくりは、この国の血液だ。人を巡めぐらせ、カネを巡らせ、そして健康な国を作るためには、誰だれに対しても平等で、誰もが享きよう受じゆできる権利を与あたえなくてはいけない。上に立つ者とは、それを国民に対して示してやる者のことだ」

　ちらり、と騎き士し団を眺ながめやる。

「武力をひけらかして、威圧することではない」

　揶や揄ゆされたとおもったのだろう。一斉に騎士たちが帯たい剣けんの鯉こい口ぐちに手を当てる。

「よせ」

　ハリソンがいらだった声を放つ。じろり、とエドワードを睨みつけたまま、吐はき捨てた。

「行くぞ」

　言うなり、騎士たちを連れて歩き出した。

　そばを通り過ぎる一いつ瞬しゆん、琥珀色の瞳をこちらに向けられ、アイシャは肩かたをこわばらせたが、にやりと笑われただけで立ち去って行った。

「パドマ」

　ハリソンの背中を眺めていたら、不意にエドワードに声をかけられる。

「この国の支柱を作るために、お前の医療の知識も生かしたい」

　するり、と手が差し伸のべられる。

「わたしと一いつ緒しよに、歩いてくれないか」

　口の端はしに笑えみをにじませ、エドワードがアイシャを見た。

　宵よい闇やみを写しとった瞳が、自分を待っている。

（……でも）

　自分は、〝パドマ〟ではない。

「ほら。あんたを待ってるんやで」

　オスカーが笑いながらその背を押してくれた。

　おもわず数歩足を出すと。

　周囲にいた行政官や補ほ佐さ官が、道を空け、そして深く頭を下げる。

　アイシャはおずおずとエドワードに歩み寄りながら、力強く、そして、激しく打つ鼓こ動どうを意識した。

（歴史が……。変わる）

　そんな確信が身体中に広がる。

　エドワードの目前で足を止めると、ぐい、と手を握にぎられた。

「共に、行こう」

　強くうなずいた。
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　この国を。あの未来を。

　そして、パドマとエドワードの〝この先〟を変えるために。








あとがき









　こんにちは。さくら青せい嵐らんです。

　このたびは、『王太子妃ひパドマの転生医い療りよう　「戦場の天使」は救国の夢を見る』をお手に取っていただき、ありがとうございます。

　今回は、転生をメインにした物語を皆みなさんにお届けさせていただきました。

　普ふ段だん、カクヨムで活動をしているので、転生ものを読む機会はたくさんあるのですが、テーマとして取り扱あつかったのは、初めてでした。わくわくした私の気持ちが皆さんに伝わればいいな、と思っています。

　さて、こうやって二作目の機会を与あたえてくださり、また、完成までずっと並走してくださった担当編集者さん。ありがとうございました。なんとか走り切ることができて、今はほっとしています。

　また、素す敵てきなイラストで物語を彩いろどってくださったカズアキ様。キャラクターを拝見した時、本当に彼らに出会ったような気持ちになりました。この場を借りてお礼申し上げます。

　一作目の『ルクトニア領繚りよう乱らん記　猫ねこかぶり殿でん下かは護衛の少女を溺でき愛あい中』を書き終えた時、このままうっかり死ぬんじゃないかと思うほど、力を使い果たしていました。ですが、この一作しか世に出なくても悔くいなし。そんな気分でした。

　二作目はというと、幾いく分ぶんか余よ裕ゆうをもって、このあとがきを書いています。

　というか、「うおー……。二作目かぁ……」と、なんか感かん慨がい深いです。正直、信じられない。

　その信じられないことを、可能にできたのは、たくさんのご縁えんがあってのことでした。

　作品を書くにあたり、いきなり電話やメールをしたにもかかわらず、丁てい寧ねいに質問に答えてくださった関係者の皆様。いつも突とつ然ぜんで、ほんま、すんません。信じてくれないでしょうが、心の底から感謝しています。

「作品を楽しみにしているよ」と声をかけてくださる皆様。

　その言葉が力になり、今日も活動を続けることができています。

　たくさんの人に支えられながら出来上がったこの物語。

　楽しんでいただけたのであれば、これ以上の喜びはありません。

　それでは。

　またどこかでお目にかかれる日を、誰だれよりも私が楽しみにしております。





さくら青嵐


















電子書籍特典　書き下ろし短編

「冬の庭で」







　雪が降り続いて三日目。

　アイシャは決意した。

　アイスクリームを作ろう、と。




　ばさり、と布が風をはらむ音がした。

　同時に視界が遮さえぎられて驚く。反はん射しや的てきに首を横に振ると、フードがはずれた。どうやらマントを、頭からかぶせられたようだ。えんじ色のそれは、アイシャが外出するときによく身に着ける、お気に入りだった。

　すぐそばには、仏ぶつ頂ちよう面づらのエドワードが立っている。どうやら彼が、羽は織おらせてくれたらしい。

「ありがとう」

　胸元で掻かき合わせ、素早くボタンをとめる。すぐ屋や敷しきに戻るもりで庭に出たから、外がい套とうも何も持ってこなかったのだ。

　腰こしを伸ばすと、エドワードが鼻を鳴らした。彼自身は、しっかり防ぼう寒かん対策をして出てきているようだ。手に紺色のマフラーを持ったまま腕組みをし、無む造ぞう作さに言い放った。

「真冬の庭で、何をしている」

「アイスクリームを作ろうと思って」

　意識してまばたきをしないと、粉雪が目に入る。しゃべると、呼気が一気に白く煙けぶった。

「アイスクリーム？」

　訝いぶかしげに問うエドワードの語尾は、オスカーのはしゃぎ声に消された。

「おお、凍りかかってる！」

　庭に出した簡易机の上に載せられたボウルを見つめ、オスカーは嬉うれしそうだ。ついでに、木き杓じやく子しで様子を見ながらにんまりと笑った。

「これ、ええ感じとちゃあうんか？」

「本当に!?　やった！」

　アイシャは彼と一緒になって、ボウルを見下ろした。

　確かに。

　木杓子で掻きまわすと、ジェラートのようだ。

「なんだ、これは」

　言うなり、エドワードはオスカーに紺色のマフラーを投げつける。空中で受け取ったオスカーは、木杓子から手を離し、菫すみれ色いろの瞳ひとみを陽気に輝かがやかせた。

「知らん。パドマに教えてもらいながら作ってるねん。お菓か子しやそうやけど」

　手早くマフラーを首に巻き付けると、ふう、と手指に息を吐きかける。鼻先まで赤い。

「凝ぎよう固こ点てん降こう下かを利用して、一気に凍らしたんよ」

　嬉しそうなオスカーを一いち瞥べつし、エドワードが視線をアイシャに向けてくる。それはなんだ、と無言で問うので、机の上のボウルを指さした。

「ボウルの中に氷を敷き詰めて……。塩を混ぜるの。そしたら、普通はマイナス０℃で固まる氷が、マイナス15℃ぐらいまで温度を下げるのよね。それが凝固点降下って現象なんだけど。それで、その低温になったところに」

　氷で埋うまったボウルの中には、もうひとつ、小さめのボウルを浮かせている。中に入っているのは、砂糖と牛乳だ。

「この原液を入れて、時々混ぜながら凍らせていったら、アイスクリームができるはずなんだけど……」

　勢いよくしゃべりだしたものの、後半は首を傾かしげざるをえない。なにしろ、本来は、生クリームを使用するのだ。おまけに分量も完全にあてずっぽうであり、作り方だってあやしい。

「ちょっと食べてみような」

　オスカーが、うきうきした様子でスプーンを配くばる。

「わたしはいらん」

「また、そんなこと言うて。あかんよ、ほんまに。ノリが悪いわぁ」

　全力で拒きよ否ひしているエドワードに、がっつり銀色のスプーンを握にぎらせている。アイシャは、くつくつと笑いながら、小ぶりのボウルの中で固まる、アイスクリームらしきものを掬すくい取った。

「いただきまーす」

　口を開けた瞬しゆん間かん、盛せい大だいに白い息が吐きだされた。しまった。暖だん炉ろの前で食べればよかった、と思うが、そのまま口に含む。

「すごい！　ちゃんとアイスだっ!!」

　感激のあまり涙が出そうだ。気づけばこんな四百年も前にタイムスリップしてしまい、現代的な菓子や食べ物とは無む縁えんな生活を送ってきたが。

「アイス！　これ、アイス！　ちょっと、ジェラートっていうか、かなり溶けたアイスだけど、アイス！　アイスだよ！」

　アイスを連呼していたら、オスカーが興味深げにボウルにスプーンを突き立て、アイシャに倣ならって口に運ぶ。

「お！　美味うまいな！　個人的には、もうちょっとコクがあるほうが……」

「うわー、だよね。バニラビーンズとかないかなぁ。ああ。チョコチップって売ってないの!?　そんなのいつ発明されるんだろう」

「これ、ビスケットに挟はさまん？」

「あり！　それ、ありだよ、オスカー！　天才じゃない!?」

　ふたりで盛り上がっていたのだが、ふと口を閉じ、エドワードを見る。

　彼は、というと。

　胡う散さん臭くさげな瞳をボウルに向け、スプーンを握りしめたまま微び動どうだにしない。

「ほら、エド。口開けて」

　アイシャはボウルから一口分のアイスクリームを掬い取ると、エドワードに対してにっこりと微笑ほほえみかける。

「あーん」

　呼びかけるが、しかめっ面のまま、首を横に振った。途と端たんに、彼の黒くろ髪かみに乗った粉雪が宙に舞まう。

「美味おいしいから、ほらっ」

「美味いって。ほんまやって、王太子さん」

　ふたりで散々言いつのった結果、おそるおそる、と言わんばかりにエドワードが腰をかがめ、そっと口を開く。アイシャは慎しん重ちように彼の口にアイスクリームを運んだ。

「………うまいな」

　口に含んだ瞬間、ぼそり、と呟つぶやく彼に、オスカーと二人、お腹なかを抱かかえて笑う。

「暖炉の前で食べようよ」

「ほんまや。それがええな。はい、スプーン回収」

　オスカーは頭を振って粉雪を払うと、ボウルを抱えて屋敷へと向かう。ざくざくと雪を踏ふみしだく音に、ほう、と小さな吐と息いきが混じった。

　視線を移すと、すぐ隣に立っているエドワードが呆あきれ顔で見ている。

「この寒い中、何をやっているのかと思ったら」

「美味しかったでしょ？　あとで、たくさん作って執しつ事じさんとか料理長にも食べてもらおう」

　にこりと笑うと、どうも頬ほおあたりが突っ張る。乾かん燥そうのせいか、それともやはり冷えたのか。

　そう考えた矢先。

　エドワードに両頬を包まれた。

　じわり、と伝わるぬくもりと同時に、間近に彼の顔が寄る。

「そんなことより、風邪かぜでもひいたらどうするのだ」

　彼の呼気は真白な靄もやとなって睫まつ毛げを撫なで、低くぶっきらぼうな声は熱を伴ともなって首筋を這はう。

「……ひかないし」

　なんだか急速に身体からだ中が火照り始め、アイシャは真まっ赤かな顔のまま首を横に振った。皮ひ膚ふに触ふれた粉雪が溶けそうだ。必死になって、エドワードの両手からもがき出るが、ため息が追ってくる。

　ぐい、と。

　気づけば右手を掴つかまれ、ずんずんと屋敷のほうに、引っ張られて歩いた。

「医者が風邪をひいていれば世話はない」

「だから、ひかないって」

　口を尖らせて反論するアイシャをちらりと見やり、エドワードは肩を竦すくめる。小ばかにしたようなその態度に何か言い返してやろうかと思ったものの。

　なんとなく。

　アイシャは彼に手を引かれて雪の庭を歩く。

　吹く風も、空気も冷たいのに。

　心と、つないだ手は、陽ひだまりのように温かかった。





了
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